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　ついに始まった二学期！

　体育祭、繚りよう乱らん祭さい、修学旅行……、全学期の中で最も学内行事が多いこの時期！

　様々なイベントを通し、俺おれ達たちの関係にも大きな変化が生じていくのではないだろうかという予感を持っていた俺──ジョーロこと如月きさらぎ雨あま露つゆ！

　その予感は半分正解で、半分不正解！

　なぜなら……

「それで、どういうことなのかしら？　ジョーロ君」

　放課後に、図書室の床で正座をさせられる予感は、まるでしていなかったからだ……。

　冷酷な視線に淡々とした言葉で、俺にプレッシャーを与えるこの女は、西にし木き蔦づた高校図書委員の三さん色しよく院いん菫すみれ子こ……通称『パンジー』。今日も、三つ編み眼鏡にペッタンコな胸部。

　状態は激怒……、いや、大激怒でも足りないかもしれない……。

「……お詫わびの申し上げようもありません……」

「ジョーロ君、私は謝れと言っているのではないの。どういうことなのかと聞いているのよ？」

「その、どういうことかと聞かれましても……、わたくしめにも状況が把握できておらず……」

「そう。つまり、貴方あなたは何も分かっていないくせに、あんなことをあの二人にしたというのね」

「い、いえ！　したと言いますか、させられたと言うのが適して──」

「受動的であれ、能動的であれ、結果は同じでしょ？」

「……返す言葉もございません……」

　渾こん身しんの弁解も、まるで聞き入れてもらえず。

　日々、毒舌を飛ばしてくるパンジーではあるが、逆にそれを一切せず淡々と怒りを口にされる恐怖ったらね。重圧がすごすぎて、このまま押し潰されそうだよ……。

「で、ですが！　わたくしめとしましても誠に遺い憾かんなる結果でして、どうかここは穏便に……」

「随分と面白いことを言うのね。貴方あなたにとって不慮の出来事だから、私に我慢しろと？」

「ち、ちげぇよ！　そういうつもりで言ったわけじゃ──」

「言葉遣い」

「……違います。決して、そのようなつもりで申したわけではございません……」

「ジョーロ君。貴方あなたにそんなつもりがなかったとしても、私が貴方あなたの発言でそう感じたという事実があるの。そんな風に思われていたなんて心外だし、とても傷ついたわ」

「……重ね重ね、陳謝致します」

「何度同じことを言わせるのかしら？　私が一度でも、謝りなさいと言った？」

「仰おつしやっておりません」

　できることなら、今すぐにでもこの場から逃げ出してしまいたい。

　だが、逃げても無駄だ。パンジーだけであれば、身体能力的に逃げ切れる自信はあるが、生あい憎にくと怒りの炎を燃え上がらせているのは、この女だけではないのだ。

「ふっ！　ふっ！　ふぅぅぅぅ！」

　激しい風切り音を立てながら、力強く振られるラケット。

　その照準を俺のヒップにロックオンしているのは、幼おさな馴な染じみである日向ひなた葵あおい……通称『ひまわり』。

「ふふふ……。ど・れ・に・し・よ・う・か・なぁ～……」

　愛用のノートの『刑罰リスト』と記載してあるページを、負の感情を溢あふれさせながら眺めているのは、生徒会長である秋あき野の桜さくら……通称『コスモス』。

　その鉛筆が指し示す刑罰内容は、『捻ねじる』。

　一体、なにを捻ねじるつもりなのか、想像するだけで恐ろしい。

「……おっと、いけません。つい、力が入りすぎてしまいましたね」

　バキィ！　と激しい音を立てて、赤ペンをへし折るのは新聞部所属の羽はね立たち桧ひ菜な……通称『あすなろ』。砕けた赤ペンが、まるで俺の如雨露じようろの未来を暗示しているようで、恐怖が高まった。

　……この状況で良く分かる通り、他にも三人の女性モンスターがパンジーの背後で扇状のフォームを組み憤ふん怒どの炎を燃やしているのだ。

　仮に逃げ出したとしても即座に捕らえられ、よりひどい刑を執行されるだろう。誰か助けてくれないかと願いを込め、四人から目をそらし背後にいる別の人物達たちを見てみるが……

「やばいよ！　絶対にやばいって！　どうする？　ジョーロのこと、助けてあげる？」

「ムリムリムリ！　あんな中に入れるわけないじゃん！」

「だよねぇ！　私もノータッチに一票！　怖すぎるもん！」

「っていうか、助けなくていいんじゃない？　私もジョーロが悪いと思うし」

　あかん……。最近、俺にとても優しいカリスマ群の皆様ならと思ったが、これはあかん。

　それどころか、Ｅ子さんは俺が裁かれるのをご所望のようだ。

「あのよ、みんな！　少し、落ち着こうぜ！　ほら、ジョーロも反省して──」

「サンちゃん、静かにしてちょうだい」

「……御み心こころのままに……三さん色しよく院いん様……」

　誰よりも頼れる味方であるサンちゃんですら、この始末。

　もはや、この怒り狂う四人を止められる人間など、この世にはいない気すらしてくる。

「さぁ、ジョーロ君。今度こそ説明してもらいましょうか」

　川かわ端ばた康やす成なりの『死体紹介人』を片手に持ちながら、ジリジリと近づいてくるパンジー。

　果たして、俺が死体にされるのか、はたまた死体と結婚させられるのか……、どちらにせよ待っているのは地獄だ。

「どうして貴方あなたは二人の女の子に対して、あんなにも濃厚な口づけをしたのかしら？」
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『そんじゃ、雨あま露つゆっち！　今日も思いっきり、イチャイチャするっしょ！』

　唐とう菖しよう蒲ぶ高校三年、桜さくら原ばら桃もも。

『変なことしたら、ぶっ殺すからね！　ま、まぁ、ちょっとぐらいならいいけど……』

　西にし木き蔦づた高校二年、真ま山やま亜あ茶さ花か。

　夏休み終盤、俺に発生した二人の美少女と同時に恋人関係を結ぶというビックリ仰天アクシデント。一度、話をその事件の始まりとなる日まで戻そう……。




「いらっしゃいませぇ！　二名様ですねぇ！」

「ひっ！」

　今日も、串カツ屋でアルバイトに精を出す俺。爽やか過ぎる笑顔で、やってきた女性二人組のお客さんを歓迎すると、なぜか露骨に嫌な顔をされた上に悲鳴まであげられた。

「いかがなされました、お客様？　キラッ☆」

「そ、その……、今日はやめておきます！　じゃあ、そういう──」

「おーっと！　これは失礼致しました！　お席へご案内致しますので、こちらへどうぞ！」

　立ち去ろうとしたお客さんの正面へと俊敏なステップで回り込み、ニコリと笑顔で案内するのは、声優志望のフリーターである金かね本もとさん。厳しくも優しい頼れる先輩だが、なぜか今は俺をチラリと見て大量の脂汗を流している。不思議なこともあるもんだ。

「あの、えっと……、はい。お願いします」

　おいおい、俺が案内する予定だったのに、金かね本もとさんをご所望かよ。

　さては、俺がイケメンすぎて照れ──

「ねぇ。最初にきた店員、なんなの？　犯罪を起こす一歩先に進んだ顔だったよね？」

「うん。なんか、イっちゃってた……。アレには、絶対関わらないようにしとこうよ」

　なんかひどい会話をしているが、俺のことではないだろうし気にする必要はないな！

　よぉーし！　料理や飲み物を運ぶために厨ちゆう房ぼうへ向かおーっと！

「ジョーロ、気持ち悪いかな」

「うぐっ！」

　俺が厨ちゆう房ぼうに到着すると同時に容赦なき一言を浴びせるのは、同級生兼バイト先の店長である洋よう木き茅ち春はる……通称『ツバキ』。呆あきれきった視線が、グサッと俺の胸に突き刺さった。

「事情は知ってるけど、今はお仕事中なんだから、ちゃんと切り替えてほしいかな」

「……はい。ごめんなさい」

　情けない……。ちゃんと切り替えてるつもりだったんだけどなぁ……。

「ツバキちゃん、これ、注文ね」

「ん。金かね本もとさん、ありがと」

　俺が厨ちゆう房ぼうでうな垂れていると、注文を承った金かね本もとさんが戻ってきた。

　そして、俺の様子を確認すると、俺ではなくツバキへ語りかけ、

「ねぇ、ツバキちゃん。如月きさらぎ君、どうかしたの？　いつもと比べて、調子が悪そうだけど……」

「えっとね……。実は、うちの学校が甲子園で──」

「いやぁ、惜しかったなぁ西にし木き蔦づた高校！　あとちょっとで、甲子園優勝だったのになぁ！」

　随分とバカでけぇ声で話すお客さんがいるなぁ！　どれ、仕方がない！

「ツバキ。ちょいと掃除のために、ほうき金属バツトを一本拝借したいのだが……、よろしいか？」

「……よろしくないかな。そもそも、そんなの、うちの店には置いてないし」

「あ～……。そういうことか……」

　金かね本もとさんが、どこか困った表情でポリポリとホッペをかく。

　そう。今年の甲子園で西にし木き蔦づた高校は、甲子園決勝戦で敗れてしまったのだ……。

　四回裏、相手チームの一番バッターがフォアボールで出塁。その後、本来であればフライで終わるはずだった打球が、勝利の女神の息吹いぶき……浜風によって、ヒットへと変貌。

　西にし木き蔦づた高校は、そこで一点を相手チームに奪われた。

　さらに八回表。ランナー一、二塁のチャンスでキャッチャーの芝しばが放った長打。本来であればホームランになっていたはずだった打球が、浜風によって、フライへと変貌。

　結果として、試合は１─０で終了してしまったのだ。

「ジョーロ、試合は残念だったけど、甲子園の決勝まで行けたこと自体がすごいことかな」

　その通りだ。甲子園準優勝……。十分にすごいことだし、誇れる結果だ。

　……だが、それでもやはり二位なのだ！

　学校のみんなはとても喜んでいたが、サンちゃんや芝しばは悔しかったのだろう。

　笑顔で声援に応えつつも、その瞳には失意の念が浮かんでいるのが俺にはよく分かった。

　その気持ちは、本当に分かるよ……。

　これは、電撃小説大賞で『大賞』ではなく『金賞』を取った時の気持ちにそっくり。

　受賞できたという喜びと、一番上に届かなかったという悔しさが、心の中で葛藤するのだ！

　んもぉぉぉぉ!!　大賞が取りたかったよぉぉぉ！　ただ、それだけでよかったんです……。

　みたいな気持ちになるのよ！　これ、マジでね!!　……って、これは俺の話じゃなかったな。

　まぁとにかく、サンちゃんの気持ちは、よく分かるということで。

「ねぇ、如月きさらぎ君。君の友とも達だちは、こうして君が落ち込んでいるのを知ったら余計に気にしちゃうんじゃないかな？　本当に大事な友とも達だちなら、早く元気を出さないと！」

「……金かね本もとさん」

　思わず目頭が熱くなった。……そうだよな。サンちゃん達たちは十分すごかったし、俺がこんな状態だって知ったら余計に気にしちまうかもしれねぇ。

　だったら、俺がすべきは……、いつも通りでいることだよな！

「分かりました！　変な態度で、バイトをしてすみません！」

「ん。元気が出たならいいかな。じゃ、お客さんも来たし、ジョーロお願いね？」

「ああ！　任せてくれ！」

　ツバキの笑顔に見送られながら、俺は再びホールへと戻る。

　よし！　ここからはしっかりと真面目に……って、あれ？

「ジョーロ、海水浴以来だな」

「フーちゃんじゃねぇか」

　やってきたのは、ハリウッドスターのようなイケメンで、地区大会の決勝戦でサンちゃんと熱き戦いを繰り広げた男、唐とう菖しよう蒲ぶ高校野球部所属の特とく正しよう北きた風かぜ……通称『フーちゃん』だ。

　以前までは、あまり良いい印象を持っていなかったが、夏休みに色々とあった結果、お互いにアダ名で呼び合うくらいには仲を深めた男である。

「ねぇ、あの人、めっちゃかっこよくない!?」

「ほんとだね！　正面にいる歩く性犯罪とは、大違い！」

　おい、さっき来た女二人組。歩く性犯罪はひどくないか？

「むぅ……。今日は、少し声の大きな埴はに輪わが……まぁ、いいか」

　全ての女が埴はに輪わに見えるフーちゃんの埴はに輪わ眼球は、今日も健在のようだ。

「甲子園は、残念だったな」

「……まぁ、仕方ねぇさ……」

「だが、良いいこともあるぞ。あの試合、本来であれば間違いなく西にし木き蔦づた高校が勝利していた。そして、やってきたスカウト達たちはそれが分からぬほど愚かではない。間違いなく、多くの球団が大おお賀がや芝しばに注目していた。故に、優勝よりも価値のある準優勝だったと俺は思う」

　ふぐぅ！　嬉うれしいことを言ってくれるじゃねぇか！

「サンキューな、フーちゃん」

「うむ。だが……、それとは別に……、俺は最低だった……」

　どうした、イケメン？　いきなりドンヨリと落ち込み始めて。

「えっと、何かあったのか？」

「あの試合、テレビで見ていたのだが、西にし木き蔦づたが負けてしまった時に映っていたヤツの涙を見て……、つい、ときめいてしまったのだ……。本来であれば、共に悲しまねばならんはずなのに、自分が情けないっ！」

「あ、あぁ～……。そういうことか」

　フーちゃんが言う『ヤツ』とは、西にし木き蔦づた高校野球部のマネージャーである蒲かま田た公きみ英え……通称『たんぽぽ』のことだ。可愛かわいい外見ではあるのだが、すぐに調子に乗っては失敗を繰り返す、芸人枠のような女。しかし、埴はに輪わ眼球のフーちゃんが唯一普通の女の子と認識でき、強い恋心を抱いている相手だったりもする。

「あの涙の破壊力は凄すさまじすぎる！　あまりに愛いとおし過すぎて、気がついたらテレビを抱きしめながら気絶していた！　恐らく、あの試合をテレビで見ていた者の八割は同様の行動を……」

　とりません。貴方あなた限定です。まぁ、試合終了直後のたんぽぽの泣き顔は、可愛かわいかったよ。

　大粒の涙をポロポロと流しながらも、必死に野球部のみんなを励ましててさ。

　実はあれの影響で、うちの学校のたんぽぽのファンワタゲスト、結構増えてるんだよな。

　なんでたんぽぽって、狙ってやることはことごとく失敗するくせに、狙ってない時は本人が気づかぬうちに中々の成果をあげられるのだろう……。

　俺も密ひそかに評価を上げていたのだが、甲子園が終わった後に、『二学期が始まったら、最低でも一週間に一度は私に利用されに来て下さいね！　如月きさらぎ先輩にとっては、ご褒ほう美びでしょう？　むふふ！』とメッセージがきたので、最終的に評価は元に戻ったが。

「そんだけあいつが大事ってことだろ？　気にすんなよ」

「そう言ってもらえると、ありがたい……。感謝するぞ、ジョーロ」

「それより、折角来たんだし串カツを食ってってくれよ。……えっと、一人か？」

「いや、今日は一人ではない。一緒に……」

「やっほー！　ジョーロっち！　久しぶりっしょ！」

「うっ！　…………お、お久しぶりですね」

　フーちゃんの背後から現れた一人の女。そいつは、両サイドのイカリングと口元のほくろが目立つ美少女。唐とう菖しよう蒲ぶ高校三年、生徒会長の桜さくら原ばら桃もも……通称『チェリー』だ。

　夏休みということもあってか、格好は制服ではなく私服。

　カットソーにミニスカートで、こう、ガードが薄そうな印象だ。

「私服だから分からんかもしれんが、チェリーさんだぞ」

　大丈夫。俺はフーちゃんと違って埴はに輪わ眼球じゃないから、顔を見れば誰か分かる。

「あはは！　それは、フーちゃんだけっしょ！　ね、ジョーロっち？」

「エエ。ソウデスネー」

　はぁ……、できればチェリーとは二度と会いたくも、関わりたくもなかったんだけどな。

　なんせ、こいつは以前、自分の恋心を諦めさせるために自分の好きな男とパンジーを付き合わせようとするという暴挙に出た、非常に危険極まりない女だからな。

「そんな露骨に嫌な顔しないでよぉ～！　ほら、前のことは水に流して仲良くやるっしょ！」

　それ、俺が言うべき台詞せりふだよね？　トラブルを起こした張本人が、言う台詞せりふじゃないよね？

「それで、本日のご用件は？」

「もっちろん、串カツを食べに来ただけっしょ！　フーちゃんと一緒にねっ！」

　ふーん。串カツを食べに来ただけなんだ。へぇ～……、そう……。

「フーちゃん、チェリーさんはなんの目もく論ろ見みがあって、ここに来てるんだ？」

「あ、ジョーロっち！　それはダメっしょ！　フーちゃんは、なんでも素直に──」

「チェリーさんが、ジョーロに頼み事があるらしい。以前の件で一人では頼みづらかったようでな、緩衝材として俺が同伴させられた。俺もジョーロに会いたかったし、串カツを食べたかったので、チェリーさんの同伴はついでといった感じだがな」

　さすが、真面目正直人間。ちゃんと素直に、全部教えてくれた。

「へぇ～……。ただ、串カツを食べに来ただけ、ねぇ……」

「まぁ～、そういう一面もあったりなかったり……あ！　あれだよ！　うちはお客様！　だから、ちゃんと歓迎するべきっしょ！」

　なに、両手をブンブン振って、言い訳してるんだか……。

　へいへい。分かってますよ。来ちまった以上、俺の個人的事情で追い返せるわけもねぇしな。

「かしこまりました。こちらにどうぞ」

　仕方がない。とりあえず席に案内して、

「では、少々お待ち下さい」

　即座にチェリーのいる席から離脱。あとは、近寄らないようにすりゃいいだろ。

　金かね本もとさんに事情を説明すりゃ、その辺は何とかなるはずだ。

「よ、よぉ～し！　それじゃあ、串カツを食べよっかなー！　あははは……。フーちゃん、何か食べたい物ある？」

「ジョーロからこの店のおすすめを教えてもらっているので、それを頼んではどうでしょう？」

「そっか！　うん！　二人が仲良くて助かるっしょ！　これなら、うちも……うししし！」

　離れてっけど、丸聞こえだからな。てめぇと仲良くする気なんざ、さらさらねぇよ。

　大体、俺は俺で色々と大変なんだ。

　もうすぐ……、二学期が始まる。

　俺は、二学期中にはあいつらとの中ちゆう途と半はん端ぱな関係にケリをつけるつもりだ。

　パンジー、コスモス、ひまわり、あすなろ……。あれだけ真まっ直すぐに気持ちをぶつけられたんだ。いつまでも、見て見ぬフリをしているわけにはいかねぇ。

　だから、俺もあいつらに、ちゃんと真まっ直すぐに気持ちをぶつける。

　そうしねぇと、俺おれ達たちはこれ以上先に進めねぇ。

　俺の答えがどんな結果を生み出すか分からず、恐ろしい気持ちはあるが、あいつらがあんだけの勇気を示したんだ。俺だけが、そこから逃げ続けるわけにはいかねぇよ。

　ただ、おまけでもう一つ。目下、解決しなきゃなんねぇドでかい問題があるんだよな……。

　それは、図書室の件だ。以前に閉鎖しかけた図書室、その問題は利用者を増やすことで解決したのだが、その解決方法こそが新たな問題を生み出してしまった。

　要するに、以前と比べて忙し過ぎるのだ。

　今、図書室の利用者は非常に多い。対して、図書室を回す人間が足りない。

　夏休み中は、俺や他のみんなで図書委員の手伝いをすることで、ギリギリ回せていた図書室だが、二学期が始まったら、部活や生徒会の都合上そうもいかなくなるだろう。

　どうにか対策を練らなければならないのだが……、今のところ何も思いついていない。

　だから、それを考えるのに精一杯で、チェリーの頼みを聞く余裕なんて一切ないってわけ。

　ほんと、次から次へと面倒事が起きるのは──

「きちゃらぎゅぃぃぃぃ！　むちゅめが！　むちゅめがぁぁぁぁぁ！」

　どうしよう……。間髪をいれず、とびっきりの面倒事が泣きながら現れたんですけど……。

　やってきたのは、四十代後半の加齢臭漂うナイスミドル。俺の同級生であるサザンカこと真ま山やま亜あ茶さ花かの父親である真ま山やまのおっさんなのだが……、その表情はひどい。

　娘からプレゼントでもらったお気に入りの帽子をかぶりつつ、両目一杯に涙を溜ためて俺の胸に思い切り顔をうずめるように抱きつき、……って何してんだよ！　このおっさんは!?

「うわぁ！　ま、真ま山やまさん！　ちょ、離れて下さい！」

「きちゃらぎゅぃ！　どうしよう!?　むちゅめのアチャカに嫌われちゃったよぅぅぅ！」

　やめろぉぉぉ！　俺の胸に顔をグリグリするなぁ！

「落ち着いて下さい！　とにかく、離れて！　……ね？」

「うん。ごめんね……。いきなり変なことしちゃって……クスン」

　喋しやべっているのは決して美少女ではなく、四十代後半、加齢臭漂うナイスミドルである。

　とりあえず、素直に席に案内されてくれてよかった。

「では、お水とおしぼりを持ってきますので……」

「待って！　行かないで！」

　ムンズと仕事着の裾をつかまれた。四十代後半、加齢臭漂うナイスミドルに。

「……どうかしましたか？」

「あのね……、こないだ夏祭りがあったでしょ？　その日の夜にね、俺が買ってあげた浴衣ゆかたでアチャカが友とも達だちとお出かけしたんだけど、それがもう、可愛かわいいアンリミテッドだったんだ……」

　いいから、本題を話してほしいアンリミテッドである。

「でね、お祭りが終わって帰ってきた時、お面を持ってたの。それで、ちょっとふざけてそのお面をかぶったら……」

　そのお面は、夏祭りでサザンカが俺と一緒にいるところを誰かに見られるのが恥ずかしいって言うから、正体を隠すために俺が買って渡したお面だろう。

　結局、使ってもらえなかったけど、やけに気に入って大事そうに抱えてたよな。

　で、それをおっさんがふざけてかぶったと。いや、それは……

「アチャカが、『パパのバカ！　もう知らない！』って大激怒して、それから口を利きいてもらえないんだよぅぅぅぅ！　どうしよう!?」

　ぎぃやぁぁぁぁ！　また抱きついてきやがった！

　どんだけ、メンタルが豆腐なんだよ、このおっさんは！　俺を巻き込むな、俺を！

「何度も謝ろうとしたんだけど、顔も合わせてくれなくて！　うぅぅ！　俺が悪かったから！　もう絶対にしないから……、許しておくれよ、亜あ茶さ花かぁぁぁぁ！」

「じ、時間が解決してくれますって！　真ま山やまさん、とにかく離れて！」

「やだやだやだ！　今すぐにでも仲直りしたいぃぃぃぃぃ！」

　黙れ、四十代後半駄々っ子ミドル。今の姿を娘が見たら、泣くぞ。

　あー……。こんな時、他のお客さんが注文のために俺を呼んでくれたら……

「すみませーん！　注文お願いしたいんで、来てもらってもいいですか～？」

　おお！　珍しく願いが叶かなったじゃねぇか！

　では早速、他のお客さんの元に行くという口実で、この場からは……

「もう決まってるから、早くしてほしいっしょ！」

　てめぇかよぉぉぉ！　……くそ！　どうする!?　おっさんからは逃げたい。

　だが、あそこの席には行きたくない。行ったら確実に、別の面倒事に巻き込まれるからだ。

　前門のナイスミドル、後門のイカリングである。

「きちゃらぎゅぃ、行かないよね？　そばにいてくれるよね？」

　よし。後門に向かおう。前門がキモすぎる。

「すみません、真ま山やまさん。ちょっと他の仕事があるんで……」

「……シュン。分かった。ナイスミドル、我慢する」

　自分で言うな。それじゃあ、行くか。……はぁ～。

「お待たせしました。ご注文をおうかがい致します」

「お！　待ってたっしょ！　えっとね、ピーマンの串カツ、春菊の串カツ、ほたての串カツ、うずらの串カツを全部二本ずつ！　それにフライドポテトをお願い！　飲み物は、うちがコーラで、フーちゃんがオレンジジュース！」

「かしこまりました。では、少々──」

「あと、明日ジョーロっちがうちとデートする約束を一つ、お願いするっしょ！」

「当店では、そのような商品は取り扱っておりません」

　さ、注文も聞いたし、急いで厨ちゆう房ぼうに戻ろう。

　そして、こいつが帰るまで、二度とホールに出なくていいよう金かね本もとさんと交渉しよう。

　なーにが、デートだっつうの。ぜってぇ裏があるやつだろ、これ。

「えー！　じゃ、うちから個人的にお願い！　ジョーロっち、明日デートしよっ！」

「絶対に嫌です」

「絶対にって……。そこまで言わなくてもいいじゃん……。ねぇ、お願いだよぉ～」

　ふん。可愛かわいらしくおねだりをしたところで無駄だ。

「ホースに頼めばいいのでは？」

「うっ！」

　随分と面白い顔になったな。まるで、苦虫を嚙かみ潰つぶした後みてぇじゃねぇか。

「ジョーロ。チェリーさんとホースの関係は、あまりよくないのだ。夏休み中、一度も話していないほどにな。……故に、奴やつの力を当てにすることはできん」

　あ、そうなんだ。そういや、フーちゃんが初めてこの店に来た時言ってたな。『チェリーとホースの関係に変化があった』って。……あれは、悪化という意味だったのか。

　それで、二番煎じの俺を頼りにきたと。人を滑り止めみたいな扱いしやがって……。

「チェリーさん。すみませんが、俺もそこまで余裕はないので」

「いいじゃん！　ほら、うちと君の仲でしょ～？」

「俺とチェリーさんって、まったく仲良くないですよね？」

「はうっ！　……そんなハッキリ言わなくても……。……はぁ。分かったよ。なら、もうジョーロっちにはお願いしないで、串カツを食べたら大人しく帰るっしょ……」

　クリクリと髪の毛をいじりながら、しぶしぶと俺の助力を諦めるチェリー。

　しかし、その瞳に灯ともっている炎を見逃す俺ではない。この女は、絶対にまだ諦めてない。

「では、そういうことで。少々お待ち下さい」

「ジョーロ、時間をかけてしまってすまなかったな。仕事のほう、頑張ってくれ」

「おう。サンキューな」

「うぅ～！　ホースっちなら、すぐ力を貸してくれるのに……」

　だったら、そっちに頼め。

　俺とあいつを一緒にするなっつーの。




　無事、おっさんから逃にげ果おおせ、チェリーの頼みも断った俺は、再び真面目に仕事を。

　と言っても、ホールに戻ると非常に面倒な方々がスタンバイしているので、その事情を金かね本もとさんやツバキに伝えて、現在は厨ちゆう房ぼうにこもって皿洗いに勤いそしんでいる。

「如月きさらぎ君。真ま山やまさんだけど、ご飯を食べ終わったらションボリしながら帰っていったよ。如月きさらぎ君と話したがってたけど、僕のほうから『彼にも仕事がある』って伝えたら、ちゃんと分かってくれたからさ！」

「本当ですか？　助かりました！　ありがとうございます！」

「ただ、もう一人の子は中々引き下がってくれなくて……」

　参ったな……。そろそろ、通常業務に戻りたいところではあるのだが……。

「金かね本もとさん、そのお客さんのところだけど、ボクが行ってくるかな」

「え、ツバキちゃんが？」

「いいのか……、ツバキ？」

「もちろん。ボクは、ジョーロの味方だよ。任せてほしいかな」

　ウインク一つに、温かい笑顔。バンダナをキュッと巻いて、颯さつ爽そうとホールへと向かっていくツバキに、俺の胸はキュンキュンだ。ツバキって、やっぱり頼りになりすぎる！

　よーし！　これで面倒事は──

「ジョーロ、チェリーさんの話を聞いてあげて」

「ありがとぉ～！　ツバキっち！」

　あれぇぇぇ!?　どういうことぉ!?

　あっという間に戻ってきた上に、面倒事チエリーをお届けに来ちゃったんですけど!?

「じゃ、ジョーロっち。行こっか！　ほら、早く早く！」

　おい、やめろ。グイグイ引っ張るな。

「えっと……、ツバキ？」

「ジョーロはチェリーさんの話を聞きがてら、休憩に入ってほしいかな。君が悪いんだし」

　なんか、ツバキの顔がさっきとは正反対に、冷め切ってるんですけど！

　なぜ、俺の味方だったはずのツバキが、チェリーの味方に!?

　いったい、この短時間でチェリーの奴やつは、ツバキに何を言いやがった!?

　くそ！　こうなったら、フーちゃんに相談してこの女を無理矢理にでも帰らせ……

「あ、フーちゃんのことなら気にしないでね！　もう帰って、自主練に向かったっしょ！」

　ちくしょぉぉぉ！　完全に逃げ道が塞がれてるじゃねぇか！

「さ、行こ行こ！　うちとジョーロっちは、二人で話し合いっしょ！」

　なぜだ？　なぜ俺は、もう二度と関わることはないであろうと思っていた女に引きずられ、休憩室へ連行されなくてはならないのだ？




「おっじゃましまぁ～す！　……よいしょっと！」

　この女、初めて来た休憩室で、堂々と我が物顔でパイプ椅子に座りやがって……。

「……で、用件はなんですか？」

「さっきも言ったっしょ！　明日、うちとデートしてよ！」

「俺は、本当の用件を知りたいんですが？」

「だーかーら！　君とデートがしたい！　うちのお願いは、それだけっしょ！」

　なんで、チェリーはここまでデートにこだわってんだよ？　……怪しい。

「でしたら、お断りします。俺は、貴女あなたと関わりたくないので」

「うわぁ……。ジョーロっちってさ、少しぐらい優しさとか親切心とか持ち合わせてないの？」

「時には厳しく戒めるのも、優しさの一種だと思いますが？」

　大体、チェリーはどうやってツバキを味方につけたんだ？　ツバキは優しい反面、厳しい面もかなりある。味方につけるなんて、そう簡単にできることじゃねぇはずなんだが……。

「いいこと言うね！　じゃあ、君への戒めってことで、うちとデートをしよう！」

「しつこいですね……。大体、貴女あなたに俺の戒めなんて……」

「おっぱい」

「え？」

「うちのおっぱいに、君は何をしたかな？」

「……はっ！」

　やっべぇ……。そうだ。……そうだった。地区大会の決勝戦で行われた俺とホースの勝負。

　あの時、俺は作戦の都合上、野球の試合が終わるギリギリまで誰にも捕まらず逃げ隠れしなければならなかった。……しかし、そんな簡単に話が進むわけはない。

　俺は、作戦の途中でチェリーに捕まり、逃げるためにおっぱいを揉もんだのだ。

「誰にも触られたことがなかったのに、あんなことを無理矢理されて……。本当に気持ちが引き裂かれそうだよ……。うち、もうお嫁にいけないっ！　うぅっ！」

　涙目で斜め下を眺めながら、自らの体を抱きしめ内股になり、下唇をキュッと嚙かんでいる。

　綺き麗れいな体を汚されたアピールがすごい。本当に、すみません……。

「まさか、それでツバキは……」

「そっ！　事情を説明したら、ツバキっちも納得してくれてね！」

　おっぱいはなぁ～！　色んな意味で、ツバキにとってクリティカルな話題だからなぁ！
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　まずいぞ……。ツバキに知られたということは、そこから芋づる式に他の連中に情報が……

「安心していいよ！　ツバキっちには、他の子には内緒にしておいてねって言ってあるから！　けどさ、君の態度次第では……分かるよね？　うしししし！」

「ぐっ！　……デートをするだけで、いいんですね？」

「あはっ！　もちろんさ！　本当にデートをするだけ！　他は何もないよ！」

　これ、絶対他にも何かあるやつだ。……常に警戒を怠らないようにしなくては。

「それに、ジョーロっちだって、こんな可愛かわいい女の子とデートができて嬉うれししいっしょ？」

　これっぽっちも嬉うれしくありません。

「分かりました……。明日、チェリーさんにお付き合いさせていただきます」

「やったぁ！　ありがとね！　っと、場所と時間を決めないとね！　場所はそうだな～……、スタバと一緒になってるツタヤの前で！　時間は十時でどう？」

「構いません……」

「うん！　君ならそう言ってくれるって信じてたよ！　それじゃ、まったねぇ～！」

　話がまとまると、チェリーは満足気にパイプ椅子から立ち上がり帰っていった。

　まさか、夏休み終了目前にチェリーとデートをすることになるとは……。最悪だ……。





※






　バイトを終え、トボトボと一人帰る俺。

　明日のチェリーとのデート……、考えれば考えるほど、憂ゆう鬱うつになる。

　とにかく、周辺にヤツの気配を感じたら、即座に逃げ出すようにして……

「あっれぇぇぇぇぇ？　こ、こんな所で偶然ねぇ！」

「うわっ！」

　ビ、ビックリした！　店を出たら、いきなり真正面から声をかけられたぞ！

　現れたのは、クラスメートである真ま山やま亜あ茶さ花か……通称『サザンカ』だ。

　相変わらず、超絶俺好みの清せい楚そな容姿である。

「ふん！　今日も辛気臭い顔ね！　ねぇ、みん……あれ!?　みんながいない！」

　なぜ声をかけてきた張本人が、ビックリした表情をして周囲を見回している？

「お店から出てきたら、みんなで声をかけようって決めてたのに、あたしだけ!?　……はっ！」

「「「「……わんだふぉ!!」」」」

「また騙だまされた！」

　少し離れた所で、とても楽しそうに親指をピッとあげるカリスマ群の皆様。

　どうやら夏祭りの時と同様、またもやサザンカをたばかって一人で声をかけさせた模様だ。

「ど、どうしよう!?　いきなり二人きりなんて、何を話せば……えっと、えっと……そうだ！　なに、ジロジロ見てんのよ!?　殺されたいの!?」

　……わんだふぉ!!

「いや、こんな所でサザンカと会ったから、何をしてたのかなーって思って……」

「み、みんなでカラオケに行って、その帰りに偶然あんたを見かけたから声をかけてあげたの！　あくまで、ついでなんだからね！　勘違いしたらぶっ殺すわよ！」

　先程の『俺が店から出てきたらみんなで声をかけよう』という発言とまるで整合性が取れていない件については、俺の勘違いだったらしい。ジョーロ、うっかりである。

「あ！　あたしがカラオケに一緒に行ったのは、女の子とだけだからね！　女の子とだけ！」

　とてつもない、女の子オンリーアピールである。

「そっか……。相変わらず、仲がいいんだな」

「あったりまえでしょ！　あたし達たちみんなで、すっごく仲がいいんだから！　えへへへ」

　カリスマ群の皆様との仲を褒められるのは嬉うれしいようで、小指でポリポリとほっぺをかきながら、無邪気な笑顔を披露している。……ほんと、外見だけは超俺の好みだよなぁ。可愛かわいい。

「よし！　今のところ、普通に話せてるわね！　今日のあたし、頑張ってる！」

　殺意と暴力を匂わせるこの会話が、サザンカ的には普通らしい。

「で、でも、ここからどうしよう……。やっぱり、物理的な会話をするしか……」

　ウルウルとした瞳で周囲を見回す仕草は可愛かわいいんだけどさ、『物理的な会話』って何？

「やっほー、ジョーロ！　ひっさしぶりぃ！」

　サザンカの限界と俺の物理的な危機を感じ取ったのか、カリスマ群Ｅ子さんを筆頭に続々とこっちにやってくるカリスマ群の皆様。正直、ちょっと怖い。

「ああ、久しぶりだな。元気にしてたか？」

「うん！　元気にしてたよ！　夏休みが終わっちゃうのが寂しいけどね！　……ジョーロは、なんだか元気がないように見えるんだけど、何かあったのかな？」

　そんなに俺はうんざりした表情をしていただろうか？　まぁ、事が事だからなぁ～。

「それがな、変な女に脅されてデートをすることになっ……うぎぇ！」

「ちょっと！　それ、どういうことよ!?」

　いきなりサザンカに胸倉を摑つかまれた！　ちょ！　やめて！　俺の体を揺らさないで！

　まずい……。頭がくらくらしてきた……。

「言う！　言うからやめてくれ！」

　そうするとピタッと俺を揺らすのをやめて、ジーッと俺の顔を覗のぞき込こんできた。

「……本当でしょうね？」

「本当だって……」

「ふん！　だったら、さっさと教えなさい！」

　パッと俺の体を解放して、ギロリと睨にらみつけるサザンカ。

　……なんだかこのやり取りって、随分と前にどこかで他の誰かとあったような……。

「明日の土曜日に、唐とう菖しよう蒲ぶ高校の生徒会長の桜さくら原ばら桃ももって人と出かけるんだよ。ちょっと、借りがあってな。それを返すために……」

　そう伝えた瞬間、サザンカの表情が絶望に満みち溢あふれたものになった。

　……やばい。なんだか非常にやばい気がする。

「な、なんでよ……、あたしとはしてくれないのに……」

　まるで自分には理解不能な事態に陥ったかのような声。

　何か不安でもあるのか、俺の胸元を強くギュッと両手で握り締めている。

「い、いや、別にサザンカとしたくねぇわけじゃねぇって！　大体、デートっつったって、別に恋愛感情があるわけじゃねぇ！　ただ、借りを返すだけだ！　本当にそれだけだからよ！」

　なぜ俺は、口調が言い訳っぽくなっているのだ？

　これじゃあまるで、浮うわ気きをしてバレた亭主のようだ。

　恐る恐るサザンカを見ると、顔を下に向けてブツブツと言葉を漏らしている。

「夏休みの間全然会えなかったし、会ってもちょっとしか話せないし、いつもなんだか避けられてる気がするし、もっと一緒にいたいのに、やっと今日会えたのに……どうして……」

　いや、ほんとこの流れって前にどこかで……ん？　これって……、思い出したぁ！

　これは、まだ俺が自分を偽っていた頃、俺がコスモスと二人でデートをすることになったのを知ったひまわりの反応だ！　ってことは、まさかこの後って……

「……日曜日」

　やっぱりかぁ！　顔を地面に向けたまま、サザンカがポツリとそう言っちゃったよ！

「いや、それは……」

「日曜日よ！」

　今度はガバッと顔を上げてそう叫んだ。

　思い切り顔を近づけて、鼻息をフンフンと鳴らして、それが俺の顔に当たる。

　近い！　サザンカさん近いです！

「もう我慢できない！　あたしもジョーロとデートする！　いっつもいっつも、あたしばっかり仲間外れでずるい！　だから、日曜日はあたしがジョーロとデート！　いいわね!?」

　よくねぇよ！　やばい……。これは絶対にやばいやつだ！

「けどよ……」

「けどじゃない！　それに、あんたはあたしと約束したでしょ！」

「へ？　いや、俺はサザンカとは何も約束なんてしてな──」

「うん！　確かに約束をしてたね！　私もちゃんと聞いてたよ！」

「えぇぇぇ！　ジョーロ、サザンカとの約束まだ守ってなかったのぉ！」

「どんだけぇ～！　サザンカ、かわいそう！　これは急いで、ラブ注入！」

「約束を忘れちゃうなんて、ダメだよぉ！　お詫わびをしなきゃ！」

　カリスマ群の皆様ぁぁぁぁ！　ここぞとばかりに、サザンカに加勢しないで下さいよぉ！

　そして、相変わらずお一人ほど、流行の後取りをなさっておりますね……。

「ほら、前に地区大会の決勝戦で私わたし達たちがジョーロを匿かくまった時、サザンカが言ってたじゃん！　『今度、埋め合わせに付き合いなさい』ってさ！　ジョーロ、まだ埋め合わせしてないでしょ？」

　……はて？　そんなことあったっけ？　ここは、俺の超人的な記憶力で思い出してみよう。

　えーっと……、ホースとの勝負で、カリスマ群の皆様に匿かくまってもらった時だと……

『うっさいわね……。いちいちお礼なんて言わなくても、あんたのためなら……あぁぁぁ！　なに言わせてんのよ！　感謝して平ひれ伏ふしなさい！　靴を舐なめなさい！　あと、今度埋め合わせにあたしに付き合いなさい！　分かったわね!?』

　ほんとだぁぁぁぁ！　あの時は大慌てで、スルーしてたけど約束しちゃってるぅ！

　でも、俺は了承していないような……

「というわけで、これは決定事項よ！　分かったわね!?」

　ダメだね。そんな言葉が通用する相手じゃないね。

「……はい」

　そういうわけで俺は、土曜日にチェリーと、日曜日にサザンカと一緒に出かけることになりました。相手は違えど、あの時を完かん璧ぺきに再現しちまったよ……。

　はぁ……、どうしてこんなことになってしまうのやら……。














【俺と君の出会い】









　──その日、俺がベッドに入って眠りについた後。

　ふと気がつくと、俺は夜の草原にいた。

　月明かりに照らされた、緑一杯の草が生い茂る、美しく幻想的な草原。

　……ははーん。そうですか、そういうことですか。これは……、どう考えても夢だな！

「ジョーロ……、やっと会えたんち……」

「……え？」

　いつの間にか、一人の少女が俺の正面に立っている。褐色の肌に、茶色と濃い茶色のストライプのロングヘアー。素肌に木綿だけを羽織る、瞳に涙を溜ためた扇情的な姿の美少女だ。

　どちら様だろう？

「ジョーロ。これから、君にはとても辛つらい困難が待ち受けてるんち。……ワタシのせいで……」

「えっと、君は……誰だ？」

「むぅ……。ジョーロは、ワタシのことを知っているんち……」

　そんな不満気な顔をされましても、生あい憎にくと語尾に『んち』をつけるなんて、特徴的な喋しやべり方かたをする子と知り合いだった記憶はないんだが……。

　あれ？　どうしたんだろう？

　不満気な顔をしていると思ったら、突然しょんぼりと落ち込み始めたぞ。

「ワタシと出会う度に君は辛つらい思いをしてるんち。ワタシは……、不幸を運ぶ存在なんち」

　震える体。風になびく髪。今にも消えそうな声で、少女はそう言った。

　その様子を見ていると、妙に愛いとおしく感じ、無性に守ってやりたくなった。

　俺に妹がいたら、こんな感じなのかもしれない。なぜか、他人とは思えないんだよな……。

「あのさ……、俺は君のことを思い出せない。だから、名前を教えてくれないか？」

「……モクセイ」

「それって、名字か？　それとも名前か？　フルネームを教えてもらいたいんだが……」

「分かったんち」

　いや、『モクセイ』というアダ名の可能性もあったか。『金きん木もく犀せい』の略語みたいな。

　なんにせよ、フルネームを教えてくれれば疑問はすぐに解決するし、聞き直す必要はないか。

「ワタシのフルネームは……」

「君のフルネームは？」




「長なが椅い子す木もく製せい」




「ベンチじゃねぇか！　てめぇ、いつの間に擬人化したんだよ!?」

　ベンチがヒロイン化するなんて、聞いたことねぇぞ！　とんでもねぇな！

『モクセイ』って、そっちのモクセイなのな！　ぜんっぜん、『金きん木もく犀せい』と関係なかったよ！

　言われてみりゃ、色々と特徴があんな！

　語尾もそうだけど、その茶色と濃い茶色のストライプの髪とか、モロにベンチだったよ！

「ずっと君を見ていたんち。ずっと君と話したいと思っていたんち。そうしたら、こうして君の夢の中にだけ現れることができるようになったんち。いつも座られてばかりだったから、こうして話せるようになれて……神様に感謝んち……」

　俺は、神様にクレームを全力で叫びたい気持ちでいっぱいだけどね。

　なに幸せそうな表情で、ぶっ飛んだことを言ってるのやら。

「ちゃんと覚えてるよ、ジョーロのお尻の感触は。とっても柔らかかったんち。……ポッ」

　んなもん、覚えとらんでいい。恥ずかしいのは、こっちだよ。

「……で、てめぇは何をしに俺の夢に出てきたんだよ？」

　可愛かわいい外見だが、油断をするなよ……。

　こいつは、今まで数多くの不幸に俺を陥おとしいれてきた究極の悪魔だ。

　不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵、俺がこれまで関わってきた相手の中でも、最悪の部類だろう。

　いや、待てよ……。そういやこいつ、自分が不幸を運ぶ存在とか悲しげに言ってたな……。

「そうだよね……。君からしたら、ワタシは許せない存在んち……」

　ツーッと一筋の涙が、モクセイの頰を伝う。妙な罪悪感に襲われた。

「うっ！　悪い……。言い過ぎた……」

「ううん。本当のことだもん。仕方ないんち……」

　モクセイが、フルフルと首を横に振る。

　その仕草は、今までのことを全て許してしまいたくなるような、不思議な魅力を備えていた。

「でも、これ以上ジョーロを悲しい目にあわせたくないんち！　だから、伝えにきたんち！」

「……俺に、伝えに？」

　モクセイがコクリと小さく首を縦に振った。

　そして、力強い目で俺を見つめると……、ギュッと俺の体を抱きしめてきた。

「う、うわっ！」

　頰に当たる絹のような、モクセイの髪。漂ってくる甘い樹液のような、モクセイの香り。

　想像以上に柔らかい感触が、これまで俺の中にあったベンチのイメージを払ふつ拭しよくしていく。

「よく聞くんち！　明日と明後日あさつて、ワタシはジョーロの前に現れるんち……。だけど、絶対に近づかないで！　ワタシがいない場所でも油断しないで！　たとえそこにいなくても、誰かがワタシを連れてくる可能性は、十分にあるんち！」

　おいおい……。今まで、ベンチは喜々として俺を不幸に陥おとしいれていると思っていた。

　だが、違ったのだ！　そんなこと、ベンチは望んでいなかったのだ！

　だから、こうして夢にまで現れて、危険を報しらせにきてくれたのか！

　……くっ！　いい奴やつじゃねぇか！

「……悪かったな。いきなり、ひどい態度をとって……」

「いいんち。ワタシは、それだけのことをジョーロにやってしまっているし……」

　そんなことはない。今までのことは、きっと全て不慮の事故だったんだ。

　ベンチは、何も悪くなんてない！　ベンチに罪はないんだ！

「それで……、ワタシのお願いは……」

「分かったぜ！　俺はちゃんと、てめぇの頼みは聞き入れる！」

　モクセイの言葉を最後まで聞かず、俺はそう叫んだ。

「……よかったんち」

　俺の返答を聞いて、胸元で祈るように手を組み笑うモクセイ。

　その組んだ手を、俺は自分の両手でグッと包み込む。

「ありがとな！　わざわざ危険を報しらせてくれてよ！　本当に……本当に、嬉うれしいよ！」

「そんな……、恥ずかしいんち。……ポッ」

　照れ笑いを浮かべ俺を見つめるモクセイ。

　釣られて、俺も笑顔になってしまう。

　そんな俺おれ達たちを祝福してか、夜闇に包まれていた草原が太陽に照らされ、明るくなってきた。

「あ！　そろそろ……、お別れの時間だんち」

　徐々に光に包まれていくモクセイの体。

　それが夢の終わりだということを、感覚的に理解することができた俺は叫ぶ。

「絶対……ぜってぇに、モクセイに言われたことを守ってみせるよ！　もし、ベンチを見かけても近づかねぇし、いない場所でも油断しねぇ！　どんなことがあっても、死に物狂いでモクセイとの約束を守ってみせるから！　だから、安心しててくれよな！」

「……うん。ワタシは貴方あなたを信じ──」

　その言葉を最後まで聞くよりも先に、モクセイの体は完全に光に包まれ、俺の夢は終わった。







[image: 第二章　俺はド変態な難題に襲われた]
















「う、うーん……」

　気だるい体を起こし、時計を確認すると、現在時刻は午前六時。

　せっかくの土曜日だというのに、随分と早く起きちまったな……。

　恐らくだが、先程まで見ていた夢が……あ、あれ？　俺、どんな夢を見てたんだっけ？

　うーん……。思い出そうとしても思い出せねぇし…………

「ま、いっか！　思い出せねぇもんは仕方ねぇよな！」

　とりあえず、シャワーを浴びて準備をしよ。

　あ～、マジでチェリーとのデート、行きたくねぇな……。





※






「あ！　ジョーロっち！　ここだよ、ここ！」

　約束の時間の五分前に待ち合わせ場所へ向かうと、すでにチェリーは到着していたようで、俺を確認するなり嬉うれしそうにパタパタと手を振ってきた。格好は、白のショートパンツに、体のラインがよく分かるピッチリとしたＴシャツ。色いろ仕じ掛かけに引っかからないよう気をつけよう。

「ちゃんと時間通りに来てくれて、嬉うれしいっしょ！」

「脅されてなかったら、そもそも来ませんでしたけどね」

「あはは！　それでもさ！　破ろうと思えば破れる約束をちゃんと守ってくれる君に、うちはすごく感謝してるよ！　ありがとね！」

　明るい言葉と共に、俺の腕をギュッと抱きしめるチェリー。腕に伝わる柔らかい感触と、甘いさくらんぼのような香り。以前、俺の身体からだに触れるのをとてつもなく嫌けん悪おしていたというのにここまで大胆な行動を取るとは、いったいどうした？　……怪しい。非常に怪しい……。

「歩きづらいので、離れてほしいんですけど？」

「やぁだよ！　今日はデートなんだよ？　だから、たーっぷりイチャイチャしないと！」

　やりすぎだっつーの。こんな密着してデートをするなんて、バカップル以外の何者でもない。

「用件はなんですか？　デートは、そのための口実ですよね？」

「ジョーロっち、そうやって人を疑ってかかるのはよくないよ～？　うちは、純粋に君とデートを楽しみたいだけ！　本当に、それだけっしょ！」

「ハッキリ言って、まったく信じられません」

「はぁ……。ほんとに、嫌われたもんだよ。お姉さん、悲しいなぁ～」

　かなり辛辣で、嫌われてもおかしくないことをガンガン言っているのに、チェリーの機嫌が損なわれることはまるでない。それどころか、より密着度を高めてきた。

「ちなみに今日のプランは、まずは二人でウィンドウショッピングに行って、その後はお昼ご飯っしょ！　楽しい時間にしようね！　ジョーロっち！」

　楽しい時間ね……。申し訳ないが、俺はてめぇの行動には裏があると踏んで、ここに来てるんでな。楽しむつもりなんざ、サラサラねぇよ。

　何を企たくらんでいるかはまだ分からねぇが、そいつはこれから見抜いてやる。

「……分かりました。なら、どこに行きますか？」

「ハンズ！　うち、ハンズ好きなんだ！　面白グッズとか便利グッズとか、沢山あるじゃん！」

　なんとなくだけど、チェリーのイメージにちょっと合ってるな。特に面白グッズが。

「さっ！　行こ行こ！　記念すべき、うちらの初デートにさ！」





※






　チェリーの希望に沿いハンズへと向かうと、土曜日ということもあってか多くの人で賑にぎわっていた。そんな中、俺おれ達たちは日用品コーナーへと向かい、

「ジョーロっち、これすごくない？　トイレの便座を直接触らず、上げ下げできるんだって！」

「それは便利ですね」

　うら若き高校生の男女が、デートで便座について話すのは、果たして正解なのだろうかとは思うが、なんでもいいだろう。あくまでも、形式的にデートをしてるだけだし。

「んー……あ！　次は、あっちのパーティーグッズを見にいこ！　ほら、急いで急いで！」

　キョロキョロと周辺を見渡した後、ギュッと俺の腕に抱きついて引っ張ってきやがった。

　まじで、異常なまでにベタベタしてくるな……。

「ジョーロっちもやっぱり男の子だね！　がっしりしてて、たくましいっしょ！」

　体はたくましくても、心はたくましくねぇんだからな。

　さっきから、周囲の視線が痛すぎる。俺の肩にほっぺをスリスリとしないでほしい。

　うわぁ……。なんか、少し離れた所に、すっげぇ目で見てる男がいるな。『可愛かわいい子とイチャつきやがって！　死ね！』と言わんばかりの視線だよ。

「はぁ……。なんでこんなことに……」

「そんな文句ばっかり言わないでよぉ～！　寂しいじゃん！」

「知りませんよ。俺はさっさと帰り……うっ！」

　やべぇ……。さすがに態度が悪すぎたかもしれん……。

　チェリーの表情が、明らかに沈んじまってるぞ。

「……ねぇ、ジョーロっち。そんなにうちと一緒にいるの……嫌？」

「最初からそう言っていましたが？」

　……ダメだ。ここで甘い顔をしたら、いつもと同じパターンになる。

　胸の件は謝罪するが、かといって以前のことを全部水に流すわけにはいかねぇんだ。

「そっか……。まぁ、そうだよね！　前にうちは色々やりすぎちゃったもんね！　あははは！」

「そ、そうですよ……」

　寂しげな表情を、笑ってごまかすチェリー。少しだけ胸がチクリと痛んだ。

「あ、あのさ、ジョーロっち。君がうちに嫌な印象を持ってるのはよく分かってる……。沢山迷惑かけちゃったしね。だけどさ、折角のデートなんだし、今だけは普通の恋人……ううん。ただの友とも達だちとしてでもいいから、一緒に楽しめたりしない？　……ダメ、かな？」

　すがるような声。ギュッと俺の腕を抱きしめることで伝わってくる体の震え。

　それだけで、チェリーに対しての嫌けん悪おが取り払われ、優しくしたくなってしまう自分の甘さに反へ吐どが出る。俺って、どんだけ懲りてねぇんだよ……。

　だが、

「……分かりました。失礼な態度をとってしまって……、すみません」

　やらずに後悔より、やって後悔。もしかしたら、未来の俺からぶん殴られるかもしれないが、そん時はそん時だ。取り返しのつかねぇ事態なんてねぇ。

　もしやばくなったら、そこから巻き返してやるよ。

「わぁ～！　ありがとう、ジョーロっち！　やっぱり、君は優しいっしょ！」

　よかった。明るい表情に戻ってくれたぞ。

　なんか、チェリーが笑ってるのを見ると、今だけは自分の行動が正しかったように思えて嬉うれしいな。……が、いちいち喜びを体で表現するのはやっぱり困る。

「ど、どういたしまして……」

「あ！　ジョーロっち、照れてない？」

「別に……、照れてませんよ！」

「あははは！　そんな一生懸命、否定しちゃってぇ！　可愛かわいいところもあるんだね！」

　無邪気な声。トンと肩に乗せられる頭。

　サラサラとした髪が頰に当たると、俺はより一層恥ずかしくなってきた。





※






　その後、ウィンドウショッピングを終えた俺おれ達たちは美う味まいと評判のラーメン店で昼食を取り、休憩がてら喫茶店に来ていた。

　この店を選んだのはチェリー。何かを気にしていたのか、キョロキョロと周囲を見回してから、ギュッと俺の腕を抱きしめて『このお店に入るっしょ！』と提案してきたのが印象的だ。

「なぜ、デートでよりにもよってラーメンを……」

「いやー、前から行ってみたかったんだけど、中々一緒に行く相手がいなくてさ！　美お味いしいものって食べ終わった後に感想を話せる人がいると、もっと美お味いしくなるでしょ？　だから、この機会にジョーロっちと一緒に行きたかったんだ！　美お味いしかったね、ジョーロっち！」

「はい。結構っていうか、かなり。……こう、昔懐なつかしのもやし醬しよう油ゆラーメンって感じで」

「だよね！　ほんっと、こんなに楽しいのは久しぶりっしょ！　今日は付き合ってくれて、ありがとね！　大感謝だよ！」

　ミルクとガムシロップをたっぷりと入れたアイスティーを飲み、ストローから口を離す仕草が妙に色っぽく、つい目をそらしてしまう。

「いえ、俺もまぁ、その……楽しかったですし……」

「ほんと!?　嬉うれしいっしょ！　じゃあ、次のデートはいつに──」

「今日一回。貴女あなたとのデートは、これっきりです」

　少し惜しいとも思ってしまうが、ダメなものはダメだ。

「あはは！　そりゃ、残念！　でも、そうだよね！　あんまりうちと仲良くしてたら、菫すみれ子こっちに怒られちゃうもんね！　菫すみれ子こっちは、怒らせると怖いからなぁ～」

「チェリーさんって、パンジーを怒らせたことがあるんですか？」

「一回だけね！　あれは、うちが中学を卒業した春休みだったかなぁ～」

　中学時代のパンジーは、自分の危機を助けてもらったというでかすぎる借りがあったから、チェリー達たちには言いたいことを言えなかったはずだ。

　そんな状態のパンジーを怒らせるなんて、いったい何をしでかしたのやら……。

「菫すみれ子こっちって、うちからの誘いは絶対に断らなかったんだけどさ、一度だけ……、みんなで遊びに行こうって約束してたのに、来なかったことがあったんだ」

「ただ、他に予定が入っただけでは？」

「そうだと思うんだけどさ、約束してたのに連絡もなしに来なかったんだよ？　菫すみれ子こっちの性格だと、来れなくなったら前もって連絡してくると思わない？」

「普通に嫌で、ドタキャンをしたということは……」

「ううん。それもないっしょ！　その証拠に、それ以降は誘ったら来てくれたもん！　いやぁ～、あの日は大変だったっしょ！　ホースっちが菫すみれ子こっちを心配しちゃってねぇ～！　結局、予定はキャンセルして、菫すみれ子こっち捜査網の開始さ！」

　そりゃ、そうなるな。恐らく、俺おれ達たちでも似たようなことをしただろう。

「なのに、全然見つからなくてさ！　菫すみれ子こっちの家に行っても留守だし、他にも菫すみれ子こっちが行きそうなところは全部見て回ったけど、見つからなくて完全に八方塞がりだったっしょ！」

「その後は、どうなったんですか？　見つかるまで探したとか？」

「それが割とあっさり解決しちゃってさ！　夜になったら、菫すみれ子こっちから連絡がきたんだ！　『予定が入ってしまって、行けませんでした。すみません』ってさ！」

　なんだ。結局、連絡がきてんじゃねぇか。

「でね、次に会った時、聞いてみたんだ。『こないだはどうして来れなかったの？』って！」

「それ、理由を教えてもらえました？　あいつ、言いたくないことは絶対に言わないから……」

「さすが、ジョーロっち！　よく分かってるねぇ！　君の言う通り、どれだけ聞いても全然教えてもらえなかったっしょ！　……ただ、それでついカッとなっちゃってさ。菫すみれ子こっちに、『どうせくだらないことで、わざと来なかったんでしょ！』って言っちゃったんだよねぇ……」

　なんていうか、すげぇその光景は思い浮かべやすいな。

　チェリーは以前もそうだったが、感情的になるとポロッと失言をこぼす奴やつだし。

「そしたら、いつもは大人しい菫すみれ子こっちが『勝手に決め付けないで下さい』ってすごい形相で睨にらんできてさ。……あの時は本当に怖かったよ……。うちが、悪いんだけどね……」

　どっちもどっちだろ。元はと言えば、パンジーが連絡なしにドタキャンしたのが原因だし。

　しかし、怒ったパンジーか。今までもあいつが怒ったところを何度か見てきたが、めっちゃ怖かったよな。……というか、俺がこうしていることを知られたら、激怒するのではないか？

　これは、早々にデートを切り上げたほうがよさそうだ。

「あー……、チェリーさん。そろそろ、行きませんか？」

「え？　うーん……そだね！　目的もバッチリ達成したし、喫茶店から出るっしょ！」

　目的を達成だと？　もしかして本当に、今まで行きたかったけど一緒に行く相手が見つからず、足踏みしていた場所に行ってみたかっただけだったのか？

　なんか、警戒ばっかして申し訳なかったな……。




「あ、あのさ！　ジョーロっち！」

　帰かえり際ぎわ、駅前に辿たどり着つくと、チェリーが意を決したように強く声を出し、比例するかのように俺の腕を抱きしめる力が強まった。

「どうしました？」

「帰る前に、もう一つだけ話したいことがあるんだけど、……いいかな？」

　ふっ。ついにきたか……。目的は達成したと言っていたが、まだ残っていたのだろう？

「はい。いいですよ」

　俺は落ち着いた口調で、チェリーにそう返事をした。

　ま、そんなこったろうとは思っていたから、驚きもしないし疑問にも思わないさ。

「ほんと！　ありがとう！　すごく嬉うれしいっしょ！」

　何も慌てる必要はない。なんせこの周辺には、座れる場所なんてどこにもないからなぁ！

　つまり、相談があったとしても、大したことではない可能性が大だ！

「じゃあ、どこで話そうか？　ここだと、ちょっと話しにくいし……。うーん……」

　まぁまぁ、そんな細かいことは気にせずここで立って話を…………ん？　んんん!?　何やら運搬業者のお兄さんが、やけにでかい長方形のブツを持ってこっちに来ているのだが……

「よっと！　これで、ベンチ置きたてだな！」

　ペンキ塗りたてみたいに言わないでくれますぅぅぅ!?

　なんでこんな都合悪く、唐突にベンチ運搬業者が現れてんだよ！

　まずい！　急いでここから離れなくては！　チェリーは……

「あ、えっと……。まずは、隣に座ってもらっていい？」

　早い。早いです、チェリーさん。置きたてのベンチに、即座に座らないで下さい。

　周りにはないと油断したのが、仇あだとなってしまったか……。

「…………はい」

　俺は全てを諦め、チェリーの指示に従い、ベンチに腰を下ろす彼女の左側に座った。

　だが、指示に従ってもチェリーの言葉が続くことはない。かなり緊張しているのか、視線を下に向けて手をモジモジとこね…………おや？　おやおや？　なんだか、おかしくないか？

　いつもの流れなら、座った後は髪の毛クリクリなのに……、手をモジモジだと？

　それに、俺の配置もいつもと違って…………、『左』じゃねぇか！

「あー……、なんだか緊張するね！　あははは！」

　ごまかすように、笑うチェリー。その言葉が、俺の脳内の疑問を加速させる。

　おかしいぞ……。明らかに、いつもと台詞せりふも流れも違うじゃねぇか！

「今からする話はね……、ジョーロっちにだけ、聞いてほしい話なんだ……」

　いつもと違う、いつもと違う……、それってつまり、いつもの残念ガツカリパターンと違って本マ気ジパターンのやつってこと!?　不幸続きだった俺に、ハッピーベンチが到来しちゃったの!?

　手痛い失恋をしてしまったチェリー……。

　寂しさを埋めるために男を求め……、俺に恋心を実らせてしまったということなのか!?

　いやいやいや！　そんな都合のいい話が、…………なくもないのではないでしょうか！

　だって、デートも特に裏のないイチャイチャデートだったよな!?

「そ、そうですか……」

「ずっと悩んでた。こんなこと言うべきじゃないって、頭では分かってる！　でもさ、やっぱり心には逆らえなくてさ……。だから、うちの心からの言葉を聞いて！」

　ついに……、ついに来るのか!?　俺にとって、最高にハッピーなベンチイベントが！

　いやー！　モテる男は大変ですなぁ！　ムフォ！　ムフォフォフォ！

「ジョーロっち……」

　覚悟を決めたチェリーの力強い眼光が、俺をとらえる。

　心まで鷲わしづかみにする魅力的で不可思議な力をもった瞳に、俺は釘くぎ付づけになった。

　徐々に近づくチェリーの瞳。トンと俺の鼻先に、チェリーの鼻先が当たる感触が走った。

　やれやれ……。モテる男ってのは、大変だぜ……。




「うちのド変態彼氏になって!!」




　本当に大変なことになったぁぁぁ!!　なんか、余分なオプションついてるんですけどぉ!?

「はい？　ド、ド変態？　なぜ、俺がそんなこ──」

「きっかけは今年、野球部のみんなが挑んだ地区大会の決勝っしょ！」

　俺の質問を最後まで聞けやぁぁぁぁ！　勝手に話を進めてんじゃねぇよ！

　ってか、今年だぁ!?　おま、ざっけんなよ！

　なに？　左に座ると、今年の話になんの!?　なんだ、その新システムは!?

「あの時、試合と勝負が終わった後、ホースっち、すごく落ち込んでたんだ。励まそうと思ったんだけど、うちがジョーロっちに髪留めを渡しちゃったからホースっちが負けたってのもあってできなくて……。ほら、そうじゃなかったら、二人の勝負は引き分けだったじゃん？」

　そうだね。君はコスモスとひまわりとあすなろに説得されて、俺に髪留めを渡したね。

　正直、慰めづらいポジションにいるよね。

「うち、どうしていいか分からなくなって、怖くなってその場から逃げ出しちゃったんだ。それで、もう帰るしかないから東口から出たんだけど……。そこで、知らない男の子から、『今までずっと貴女あなたを見ていました。……好きです！　付き合って下さい！』って告白されて……」

　あ、東から出ちゃいましたか。そこは、前回のコスモスさんとちょっぴり似てますね。

「でも、うちはまだホースっちへの気持ちがあったし断ったんだ。だけど、その男の子がどうしても引き下がってくれなくてさ、その日から何度もしつこく付き合ってほしいって言われて。もう困りに困っちゃって、『彼氏がいるから、絶対ムリ！』って噓うそをついちゃったんだ……」

　おやおやぁ～？　何やら、雲行きが怪しくなってきましたぞぉ？

「そしたら、その男の子から、『もしかして、地区大会の決勝戦で君のおっぱいを揉もみしだいていたド変態？』って聞かれちゃって、思わず『うん』って……」

　てめぇは、なんっつーことを言ってるんだ!?　それで、俺のところにきやがったのか！

　ちょっとニヒルにかっこつけようとしたら、ド変態になってたよ！　どういうことだよ!?

「その男の子から、『あんなおっぱいにしか興味のないド変態、君には相応ふさわしくない！　今すぐに別れたほうがいい！』って言われたんだけど、もう引くに引けない状況で……『それでも、うちは大好きなの！　むしろ、そういうおっぱいにしか興味のないド変態なところがクセになるんだから！』って、強く言っちゃって……」

　おっぱい以外にも興味あるわ。なんで、俺はおっぱい専門のド変態なんだよ？

　自分で引くに引けない状況を作り出した上に、俺を爆心地に引きずり込んでんじゃねぇ。

「だから、その男の子が諦めてくれるまででいいの！　うちのド変態彼氏のフリをして！」

　チェリーは顔を真っ赤にして、俺をすがるように見つめている。

　なるほどね。彼氏と言っても、彼氏のフリってことか。ご理解させていただきましたよ。

　が、『ド変態』があろうがなかろうが、俺の返事は一つだ。

「ぜぇぇぇぇったいに！　断る！」

　敬語も忘れて、全力で拒絶した。

「ひ、ひどいよ、ジョーロっち！　折角、今日一緒に仲良く遊んだのに！」

「ざけんな！　そんな事情があるって知ってたら、そもそも来なかったよ！」

「悪いとは思ってるって！　でも、その男の子がすごくしつこくて、その後もずっとうちのことをつけてきたり、変なことを言ってきたりして、怖いんだよ！」

　そりゃ、怖いでしょうね！　俺もすっげぇ怖くて、関わりたくねぇよ！

　ようするに、ストーカーってことじゃねぇか！

　俺は、もう一匹のストーカーにとりつかれてるんだから、これ以上は勘弁なの！

「ホースっちの力は頼れないし……お願いだよ、ジョーロっち！　うちを助けて！」

　大体、そんな奴やつにチェリーとイチャついてるところを、もし見られでもしたら……ん？

「おい……、チェリー」

「な、何かな？　もしかして、考え直してくれた？」

　ワクワクした瞳で俺を見つめてるとこ、悪いんだが……

「てめぇ、昨日からやけに、『デート』にこだわってたよな？　しかも、今日も『純粋にデートを楽しみたい』とかほざいて、やけにイチャイチャしてきたり……」

「えーっと……、そうだったっけ？　そうだったかなぁ～？」

　おい、なに汗を垂らしながら、俺から視線をそらしてやがる？

「特にひどかったのは、ハンズにいた時と喫茶店に入る前だ。周りを見回してから、いきなり俺にメチャクチャくっついてきたよな？」

「いやー！　ここ、暑いねー！　クーラー、効いてないんじゃない？」

　そりゃ、屋外だからな。クーラーなんて効くはずねぇよな。

「あれってまさか……、そのストーカーとやらを発見して、わざとそいつに過剰なイチャつきを見せつけるためだったり……」

「あー……。あはははは……。バ、バレちった？　てへ☆」

「このクソ女！　俺の純粋な気持ちを返しやがれ！　マジで、信じらんねぇことすんのな！」

　あぁぁぁ！　やらずに後悔しときゃよかったぁぁぁ！　過去の俺をぶん殴りてぇ!!

　そん時はそん時じゃねぇよ！　取り返しのつかねぇ事態になってんじゃねぇか！

「うちだって、嫌だけど我慢してやったんだよ！」

「なんだその言い草は!?　過去進行形で俺をトラブルに巻き込みつつ、現在進行形で俺を傷つけてんじゃねぇよ！　しかも、ド変態のおまけまでつけやがって！」

　つまり、現時点で俺もストーカーのターゲットになってる可能性が大じゃねぇか！

「ご、ごめんって！　だけど、ジョーロっち以外に頼れる人もいなくて……、ほ、ほら！　うちのおっぱいを触ったんだから、その借りは返すべきっしょ！」

「今日のデートでチャラだろが！　勝手に利子をつけようとしてんじゃねぇ！」

「じゃ……、じゃあ、髪留めの分！　うちが渡した髪留めの分の借りを……」

「そこは利害の一致だろうが！　大体、てめぇはあそこでホースに勝ってほしかったのか？　そのまま、パンジーとホースが付き合うことになってもよかったのか!?」

「うっ！　……それは、嫌だけどさ……、他に何かジョーロっちの借りを……」

　はん！　ブツブツと考えようが無駄だね！　てめぇに借りなんて、もう何も……

「……図書室」

「は？」

「図書室の件があるっしょ！　閉鎖しそうだった西にし木き蔦づた高校の図書室の利用者を増やすのを、うちらが手伝った！　そのおかげで、図書室は残ってるって言ってもいいっしょ！」

「ぐっ！」

「うししし！　これは、れっきとした借りだよねぇ～？」

　その通りだ……。どんな思惑があったとしても、ホースやチェリー達たちが色々と知恵を授けてくれなければ、今頃図書室は閉鎖されてしまっていただろう。

　つまり、現在の利用者過多問題に辿たどり着つく前にゲームオーバーだった。

「はい！　ジョーロっちは、うちの彼氏に決定！　期限は、ストーカーをやっつけるまで！」

　勝利を確信した笑顔で、俺にビシッと指をさすチェリー。ち、ちっくしょ～……。

「……分かりました」

　全てを諦め、俺は再び敬語へ戻し、そう言った。

「やったぁ！　それじゃあ、夏休み中はこれからもうちと一緒にデートをして、二学期になったら、放課後は唐とう菖しよう蒲ぶ高校に来るということで！」

「なんか後半に、妙なおまけがついてるんですけど？」

「うっ！　流れでいけると思ったのに、意外と鋭いっしょ……」

　流さねぇよ。なに、さりげなくトラブルにトラブルを重ねようとしとるんだ。

「あのね、唐とう菖しよう蒲ぶ高校って、二学期になったら各部活と委員会が必要な資材を生徒会が提供するってことになってるの。……で、大きな物は届けてもらうんだけど、運送料のカットってことで、手で運べる範囲の物は生徒会が学校から予算を受け取って、直接買いに行くんだ」

　ふむ。西にし木き蔦づたにはない文化だな。つまり、買出しに行くということか。

　……なんか、話が見えてきたんだけど……。

「それで、もし生徒会のメンバーと一緒にいる時にその人が来ちゃったら困るから、ジョーロっちにも一緒にいてほしくて……」

「普通に他校から手伝いにきましたでいいのでは？　わざわざ彼氏のフリをしなくても……」

「それが、できれば楽なんだけどね。うちの学校って仲間意識がすごく強くてさ。結構、他校から来た人には厳しいんだ。でも、彼氏って名目があれば割と受け入れやすくなるかなって！　それに、生徒会のみんなにもそう説明しちゃったし……」

　この子は、いったいどれだけ話をややこしくすれば気が済むの？

　けど、少し分かる部分はある。前回、うちの図書室が閉鎖寸前の時は、こっちから手伝いを頼む形だったが、今回はその逆。だとしたら、何かしらの大義名分があったほうがいい。

　で、それが『チェリーの彼氏』って肩書きってわけか。

　はぁ……。本当は嫌だけど、さっさと問題が解決できるに越したことはねぇしな……。

「……分かりました……。なら、二学期の放課後は唐とう菖しよう蒲ぶ高校に行きますよ……」

「ありがとう！　君ならそう言ってくれると信じてたっしょ！」

　だろ？　そうとしか言えなかっただけだけどね。

「ちなみに、うちの彼氏は、『二人きりの時はド変態だけど、普段はオドオドして弱気な普通の男の子！　でも、いざという時はすごく頼れる人』って説明してるから！」

　ド変態を省いたら、それ、ただのホースじゃねぇか。

「よーし、これからは呼び方も変えないと！　じゃあ、今後ともよろしく！　……雨露っち！」

　腕を組み、キュッと胸を押し上げながら、モジモジとする仕草。

　早速、彼女面でもし始めているつもりなのだろうか？　果てしなく迷惑だ……。

「はい。今後ともよろしくお願いします……。チェリーさん」

「じゃあ、またね！　今日は、本当にありがとう！」

　満足気な言葉を残して、立ち上がり去っていくチェリー。

　そして、その場には俺だけが取り残され、一筋の風が突き抜ける。

　……オーマイ、ゴッド。

　その時の俺は、それを考えるのが精一杯だった。





※






　日曜日……、昨日発生した予想だにしないビッグトラブルに放心状態の俺は、トボトボと待ち合わせ場所へと向かう。サザンカとの待ち合わせ場所は、商店街の時計台前。

　時間は、昨日と同じく十時。遅刻したら殺されそうなので三十分前に向かうと、そこにサザンカの姿はなかった。……早く来すぎちまったか。

「遅い！　どんだけ待たせんのよ！」

「……へ？　うわっ！　サザンカ、もう来てたのかよ！」

　背後から聞こえてきた怒鳴り声に反応して振り向くと、麦わら帽子に白のワンピースをまとい、両手でバスケットを持ったサザンカがギロリと俺を睨にらみつけていた。

「うわぉ……」

　なんだ、その俺の好みのど真ん中をぶち抜く格好は！

「な、なに？　あたし、どこか変!?」

「いや、変じゃねぇぞ！　全然、変じゃねぇ！」

　っていうか、可愛かわいすぎて直視できん！　ちょっと目をそらさせて……

「あー！　あっち向いた！　やっぱり変なんだ！　うぅ～！　頑張ったのに……」

「ち、違う！　その……、あまりにもよく似合ってたから、恥ずかしくて……」

「……え？」

　しまった……。つい、慌てて余計なことを言っちまった……。俺、死んだかも……。

「なぁ～んだ！　だったら、最初からそう言いなさいよね！　なに、あんた、あたしを見るのが恥ずかしかったわけぇ～？　仕方ないわねぇ～！」

　なんだか、とてつもなく調子に乗り始めた……。ちょっと面白い。

「悪かったよ……」

「いいわよ！　ちゃんと褒めてくれたし、許してあげるわ！　あと、特別に一時間半の遅刻も大目に見てあげる！　ふふふっ！」

　……上機嫌なのはいいんだけどさ、一つ聞かせてもらってもいい？

「なぁ、サザンカ。俺おれ達たちの待ち合わせ時間って、その……、何時だった？」

「は？　なに言ってんの？　十時に決まってるでしょ？」

　ちなみに、現在時刻は九時三十分だよ？

　なのに、一時間半の遅刻と言ったということは、もしかしてサザンカは……

「…………」

「なによ？　そんな変な顔をして？」

「いや、別になんでもねぇ」

　うん。時間の件は触れないでおこう。触れたら俺が殺されそうな予感がする……。

「じゃあ、早速行くわよ！　……あ！　それと、お昼は公園で食べるからね！」

「公園？　どっかの店で食わねぇのか？」

「そ、その……あれよ！　昨日の晩ご飯の残り物が沢山あるの！　だから、残飯処理を手伝いなさい！　べ、別に、あんたのために作ってきたとか、そういうんじゃないんだからね！　本当にただの余り物なんだからね！」

「そっか。……分かった」

　やけに顔が真っ赤でアタフタしているけど、きっと残飯処理を手伝わせるのが心苦しかったからだろう。それ以外の感情は、これっぽっちも皆目見当がつかない。




「なんで開あいてないのよ！」

「仕方ねぇだろ。まだ、開店時間前だし……」

　サザンカと俺が最初に向かったのは、商店街にあるゲームセンター。

　そこで、夏祭りでは全然ダメだった射的のリベンジに、シューティングゲームをするつもりだったらしいのだが、生あい憎にくとゲーセンの開店時間は十時から。今は、九時四十五分。

　つまり、どれだけサザンカが文句を言おうが、あと十五分は店の自動ドアが開くことはない。

　なんと言うか、出だしから色々と躓つまずきすぎである。

「仕方ないわね。なら、適当に座って待てる場所でも──」

「おぉぉぉぉ！　サザンカ、それ以上言うなぁ！」

「きゃっ！　あ、あんた、何いきなり人の手を握ってきてんのよ！」

　あっぶねぇ！　危うく、開始早々デスイベントが発生するところだった！

「いいか？　ハッキリ言うぞ！　今日は、絶対……ぜぇぇぇったい、俺と二人でベンチに座ろうとしないでくれ！　頼む！」

「はぁ？　なんでよ？」

「その……、説明するのは難しいんだが、とにかく俺は、ベンチに座るとなぜか不幸に見舞われる病にかかっていると思ってくれ！　ほんっとぉぉぉに！　頼む！」

　どうか俺の願いよ、届いてくれ！　こんな一生懸命、両手をパンと合わせたんだから！

「あ……。離し、ちゃうの？」
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「へ？　離しちゃうって何をだ？」

　そう聞くと、キューっとサザンカの顔が真っ赤になった。

「なんでもないわよ！　いちいち、変なことを聞くんじゃないわよ！　……と、とにかく！　そこまで言うなら分かったわよ！　今日、あんたと一緒にベンチに座らなければいいのね？」

「ああ。それで大丈夫だ！　ありがとな！」

「別に、いちいち礼を言うようなことじゃないでしょ……」

　どうやら、俺の願いはサザンカに届いたようで、小指でポリポリと頰をかきながら了承してくれた。ふぅ……。これで、多分今日は大丈夫な……いいや、まだ油断はするな！

「あ、ちょうど時間ね！　それじゃ、行くわよ！　こないだの雪辱を果たすんだから！」

　そんなこんなで無事にゲーセンが開店したので、俺はサザンカと共に中へと入っていった。




「あー！　死んじゃったじゃない！　どうすんのよ!?」

「いや、んなこと言われても……、俺だっていっぱいいっぱいだし……あっ！」

　結局、サザンカの雪辱戦の結果はいまいち。相変わらず、射撃が苦手なようであっという間にゾンビに食べられた。そして、そのクレームに反応したら、もれなく俺も食べられた。

「ちょっと！　あんたもダメじゃない！　偉そうにしてたくせに、情けないわね！」

「別に偉そうには……、えっと、コンティニューするか？」

「やめよやめ！　こんなの、やってらんないわ！　次にいくわよ！」

「次は、何をやる予定なんだ？」

「そうね……。あんたが、決めなさい！」

　ビシッと俺に指を向けて、とてつもなく上機嫌なサザンカがそう言った。

「は？　俺？」

「そうよ！　あたしばっかり、やりたいことをやってたら不公平でしょ？　だから、次はあんたの番！　ほら、言いなさいよ！　別になんでもいいわよ？　プ、プリクラとかでも！」

　サザンカって言葉は乱暴だけど、ちょいちょい優しいよな。

　もちろん、それは俺に限ったことではない。

　カリスマ群の皆様と一緒にいる時も、ちゃんとみんなの意見を聞いたり、静かにしている奴やつがいるとそいつに話題をふったりと、色々周囲に気を遣っている優しい奴やつなのだ。

　……が、現在に於おいては、さり気なく自分の希望を混ぜ入れている気がするな……。

「ちゃ、ちゃんと言えた！　今日の私、すごく頑張ってる！」

　この子が、自分の声のでかさに気づくのは、いったいいつになるのやら……。

「じゃあ、プリクラでも撮らねぇか？　えっと、今日の記念にでも……」

「ほんと!?　……し、仕方ないわねぇ～！　あんたが、そこまで言うなら特別にプリクラを撮ってあげるわよ！　勘違いすんじゃないわよ？　あくまで、ついでなんだからね！　ふふっ！」

　俺、ついででプリクラ撮る人って、初めて出会ったかもしれない。

「それじゃあ、行くわよ！　い、言っとくけど、変なことをしたら殺すからね！」

　無む垢くな笑顔で、純粋にこの空間を楽しんでいるサザンカと一緒にいると、それだけで楽しい。

　そういえば、夏休みにサンちゃんが言ってたな。

　場所じゃなくて、誰といるかが大切だって。その言葉の意味が、今ならよく分かるよ。

「分かってるよ。別に何もしねぇって」

「なんで何もしないのよ！」

「……すみません」

　たまに、理不尽で困るけど……。





※






　それから正午になるまで、俺おれ達たちはゲーセンで遊んでいた。

　二人でプリクラを撮った後は、ＵＦＯキャッチャーをやったり、レースゲームをやったり、クイズゲームをやったりと、なんやかんやで満喫できた。

　ちなみに、プリクラではもちろん何もしていない。

　緊張でもしてたのか、サザンカ、すっげぇ鼻息が荒くて怖いんだもん……。

　多分、指一本でも触れていたら、問答無用で殺されていただろう。

　そして、ゲーセンを後にした俺おれ達たちは昼食のために公園へと移動し、サザンカが用意してきてくれたビニールシートに二人で座っている。無論、周囲にヤツはいないかの確認も済ませて。

「それじゃあ、覚悟はいいわね!?」

「お、おう……」

　溢あふれる闘志。中々に鋭い眼光で俺を睨にらみつけながら、サザンカが何をしているかと言うと、ただバスケットを開けるだけ。残り物を披露するのが恥ずかしいらしい。

「……はい！　こ、これよ！」

「へぇ～……。だし巻き玉子以外にも色々あるんだな」

「か、感想はいいから、さっさと食べなさいよ！　ほら、これで手を拭きなさい！」

　顔を真っ赤にしながら、俺に手渡されるおしぼり。それで手を拭いた後にお箸を受け取り、サザンカが持ってきた残り物で構成された弁当を食った。……どれも、めっちゃ美う味まい。

「ご馳ち走そう様さま。美う味まかったよ。特に、春菊入りのだし巻き玉子が最高だった」

「そ、そう？　……ふふん！　そうでしょ！　いっぱい練習……はっ！　余ってたんだから！」

　そうか。きっと昨日の晩ご飯を作りすぎちゃったんだな。こんなに沢山余ってるんだし。

　あぁ、平和だ……。そよ風が気持ちいい。

　このまま何も起きずに今日という日を過ごせたら、それはいい日になる……ん？

「サザンカ、スマホが震えてるぞ」

「え？　誰だろ……げっ」

　スマホの画面を見て、明らかに顔をしかめているな。

　しかも、どうするか悩んでるのか、スマホの画面をジッと見て操作をしようとしない。

「どうした？　何か大事な用事でもあったのか？」

「そ、そうじゃないわよ！　ただ、その……パパから電話がきて……」

　あー、お父様ですか。それはなんというか、コメントしづらいな……。

　っていうか、一緒にいるのがバレたら殺されるのでは？

「……出といたほうが、いいんじゃねぇか？」

「で、でも！　うぅ～……分かったわよ」

　サザンカは覚悟を決めたようで、スマホの画面をタップ。すると……

『亜あ茶さ花かぁぁぁぁぁ！　パパが悪かった！　パパが悪かったから、許しておくれよぉぉぉ！』

　とんでもない声が、スマホから聞こえてきた……。まだ、喧けん嘩かは継続中でしたか……。

「パ、パパ！　声が大きい！　今は、ちょっと──」

『朝から亜あ茶さ花かがいなくなっちゃって、寂しいんだよぅぅぅ！　ママに聞いたら、亜あ茶さ花かは今日、大事な人と出かけるからって朝の四時に起きて、すごく張り切ってお弁当を──』

「うきゃぁぁぁぁぁ!!」

　うっさぁ！　とんでもない絶叫をあげて、問答無用で電話を終了しちゃった！

「あんた、今の聞いた!?」

「い、いや、聞いてねぇ！　なんにも聞こえてねぇ！」

「本当でしょうね!?　本当に、本当に聞いてないんでしょうね!?」

「聞いてねぇって！」

　右手の親指と人差し指をすり合わせながら、必死の弁明をする俺。

　すみません！　本当は聞いてましたぁ！

「あ、あのよ、サザンカ。今日はもう帰ったほうがいいんじゃねぇか？　おっさんも心配してるみたいだし……」

「でも、まだお昼ご飯を食べ終わったばかりで……、これから色々な所に……」

　サザンカはまだ帰りたくないようで、シュンとしながらブツブツと不満を漏らしている。

　だが、このままだとパピー捜査網が展開されそうで、俺としてはとても怖い。

「……また電話、かかってきてるぞ？」

「でも……っ！　でもぉ！」

　まずいな……。駄々っ子モードに突入しかけているぞ。仮にも、あの父親の血を引く娘だ。

　あんな感じで、駄々をこねられたら色々と大変だ……。

「じゃ、じゃあ、こうしようぜ！　今日はここまでにして、続きはまた今度ってことでどうだ？　次は、絶対に約束を忘れないからよ！　……な？」

「ほんと!?　また、あたしと一緒に遊んでくれるの？」

「おう、もちろんだ。だから、早く電話に……」

「やったぁぁぁぁぁぁ!!　約束よ！　絶対に、絶対だからね！　ジョーロ！」

「お……、おう」

　そんなギュッと俺の手を両手で握らないで。細かい仕草が可愛かわいすぎて困るのだが、ビニールシートに寝そべっているスマホから放たれる、嘆きの振動がいちいち気になって仕方ないから。

「えへへへ……はっ！　なら、今日はここまでにしておいてあげるわ！　約束、忘れるんじゃないわよ！　忘れたら、グーだからね！　グー！」

「分かってるって」

　最後に、お得意の『はっ！』をして、テキパキと片づけをしていくサザンカ。

　いまだ、父の嘆きは続いている。

「これでよし……っと！　じゃあね、ジョーロ！　また、今度！」

「おう。今日はありがとな。あと、おっさんとは仲良くしとけよ」

「ふふっ。それは、お互い様よ！　パパとは、ちゃんと仲良くするから平気なんだから！」

　よかった。恐らくだが、これで真ま山やまのおっさんは許してもらえるだろう……。俺、頑張った。

　にしても、サザンカの去さり際ぎわの笑顔……。すっげぇ、可愛かわいかったなぁ～。

　では、一人になったわけだし……

「いよっしゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　天に向けて拳を掲げ、ひと目を気にせず全力で叫んだ。

　どうだ！　やってやったぞ！　初めて、ヤツから逃げ切ってやったわ！

　ん～？　案の定、運搬業者がきやがったか！　だが、そいつはもう手遅れだぜ？

「よっと！　これで、ベンチ置きたてだな！」

　おっつー！　だけど、残念でした！　俺はもう一人なので、一緒に座る奴やつがいましぇーん！

　そんじゃ、俺もクルッと振り向いて帰ろ……おや？　おやおやおやぁ？

「ねぇ、ジョーロ……。ちょっと話したいことがあるんだけど、いいかな？」

「すっごく大事な話があるの！　ジョーロにしか頼めない、大事な話が！」

「時間、平気だよね？　本当なら、サザンカとデートしてたぐらいだもんね！」

「ごめんね、突然声かけちゃって！　けど、ほんっとーに大切なことなの！」

　なぜ、俺の背後にモジモジと照れたカリスマ群の皆様が!?

　しかも、四人揃そろって、すんげぇ真剣な顔で俺を見つめちゃってるんだけど！

「な、なんで、ここに……？」

「えっとね……、実は二人のデートをこっそり見てたんだ。サザンカが心配で……。あと、どうしても、ジョーロに話したいことがあって！」

　四人を代表して、カリスマ群Ｅ子さんがそう言った。

　あのさ……、もううっすらどころかクッキリと予感がしちゃってるんだけど、今日のベンチのお相手って、もしかしなくてもサザンカさんではなくて……

「あ、えっと……。まずは、隣に座ってもらえる？」

　てめぇかよぉぉぉぉぉぉ!!　まさかのキャラ過ぎるわ！

　……ど、どっちだ!?　右か？　左か!?　選択肢を誤ると、絶対にやべぇやつだぞ！

　カリスマ群の皆様と本格的に関わるようになったのは、今年から。なら……、右だぁ！

　というわけで、俺は指示に従い、ベンチに腰を下ろす彼女の右側に座った。

　そんな俺とＥ子さんの背後に、カリスマ群Ｂ子さん、Ｃ子さん、Ｄ子さんが立つ。

　大丈夫……大丈夫なはず……あぁぁぁぁぁ！　髪の毛、クリクリし始めたぁ！

「あのっ……！　うぅ……！」

　いつものやつだぁぁぁ！　これ、絶対にアウトなやつだぁぁぁ！

「じ、実はさ……。その……。私、ジョーロにお願いしたいことがあって……」

　やぁめぇてぇ～。お願いとか、もうしないでぇ～。俺、いっぱいいっぱいなのぉ～！

「そのことを考えると胸が苦しくなって、毎日考えるだけですごく幸せになるんだ。だから、自分勝手だと思うんだけど、口実を無理矢理作って色々しちゃってるんだけど……」

　分かった。恐らくだが、これはサザンカの件だ。

　もうずっと見て見ぬフリをしてきたが、俺はサザンカの気持ちに八割方気づいている。

　そして、その予感を十割にさせる発言をＥ子さんはするつもりなのだ。

　……だが、すまないが、その気持ちに応えることはできない。

　俺には、その前に片づけないといけないことが山ほどあるのだから……。

「あ、あのね……」

　そして、Ｅ子さんの顔が近づいてくる。ゆっくりと、それでいて確実に。

　まさに恋する乙女の表情だ。その真剣な眼まな差ざしに、俺も強く覚悟を決める。

　そして、互いの吐息がかかる距離まで近づくと、Ｅ子さんはグッと瞼まぶたを閉じた。

　くぅ！　やっぱりモテる男ってのは、辛つらいもんだな……。




「サザンカのド変態彼氏になって!!」




　ほんっっっとうに辛つらいからな!!　なんでまたそれが出てくるんだよ!?

「きっかけは去年、野球部のみんなが挑んだ地区大会の決勝戦だよ！」

　通例行事なのか？

　地区大会の決勝戦が開催されると、俺はド変態にならにゃならんくなるのか!?

「あの時、試合が終わった後、私わたし達たちはみんなで一緒に帰ってたんだ。試合の結果は残念だったけど、一生懸命頑張ってたし、来年はきっと勝てるよねって話しながら」

　うん。そうだね。カリスマ群の皆様は、一年の時から仲良しこよしだったもんね。

「ただ、その後に問題が起きたの！　みんなで西口から出て帰ってる時に、変な目でこっちを見てるうちの生徒がいてさ……、その子が、カメラでこっそりサザンカの写真を撮ってたの！」

　あ、西から出てるわけですね。つまり、ひまわりは西からＩＮ。カリスマ群の皆様は西からＯＵＴ……と。おまけで、不動の東西スタイルは崩れない……と。

「ニヤニヤって、気味の悪い笑顔を浮かべながらサザンカの写真を撮ってて……、もうお本当に怖かったんだよ！　だから、大急ぎで逃げたんだ！　よかったのは、サザンカが気づいてなかったことぐらい。ほら、サザンカってすごく優しいからさ、自分が変なトラブルに巻き込まれちゃったら、私わたし達たちを守るために距離を置きそうじゃん？　そうはなりたくなかったから……」

　で、代理として俺に伝えに来たと。……どうして？

「でも、それ以来ずーっと、その子はサザンカの写真を撮り続けてるの！　未いまだに、サザンカが気づいてないのはよかったけど……」

　サザンカよ……。君は一体どれだけ鈍いのだ？　さすがに気づこうよ。

　いや、俺もとあるストーカーに、一年以上ストーキングされていたのに気づかなかったから、他人のことは言えないか……。

「けどね、そうしたら信じられないことが起きたの！　今年の一学期の終盤にね、体育の授業が終わった後、なんだか嫌な予感がして大急ぎで教室に戻ったらさ、その子がサザンカの制服を持って、一人でニヤニヤ笑ってたんだよ！」

　変態だぁぁぁぁ！　ぜってぇ、やべぇ奴やつじゃねぇかよ、そいつ！

　洒しや落れになんねぇどころの騒ぎじゃねぇぞ！

「それで我慢できなくなっちゃって、私わたし達たちでその子にどういうつもりか聞いたの！　そしたら、『サザンカに憧れてる。綺き麗れいなサザンカを永遠に手元に残しておきたかった』なんて言ってさ、どうしたらやめさせられるだろうって考えて、『あんた、いい加減にしなさいよ！　サザンカにはド変態の彼氏がいるんだから、もうその人に汚されまくってるの！　綺き麗れいじゃないの！』って、つい言っちゃったんだ……」

　おっおーう！　なにやら、話がとんでもない方向へぶっ飛び始めたぞぉ～？

「そしたら、その子に、『もしかして、去年の地区大会の決勝戦でサザンカのおっぱいを揉もみしだいていたド変態？』って聞かれて、思わず『だから、なんなの！　悪い!?』って……」

　ちょっと待てやぁぁぁぁぁぁ！　またおっぱいか！　またおっぱいなのか!?

　目には目をみたいな感じで、ド変態にド変態をぶつけないでくれよ！

「いや……、俺、去年の地区大会の決勝戦で、サザンカの胸を揉もみしだいてなんて……」

「ううん、そんなことないよ！　ほら、思い出して！　みんなで野球部を応援してる時にさ、ファールボールが飛んできてジョーロの頭に当たったでしょ？　そのまま気を失う直前、体のバランスを崩したジョーロはサザンカのおっぱいを揉もみしだいてたんだよ！」

　なんだそれは!?　ファールボールに直撃したのは、あすなろ事件簿の時に発覚していたが、その後の話なんて今まで一度も……いや、待てよ。

　よーく、思い出せ俺！　思い出すのは、去年の地区大会の決勝戦じゃねぇ！

　あすなろが三股記事を意図的に配布し、俺がカリスマ群の皆様に責めたてられた時だ！

　あの時、まだＡ子さんだったサザンカは……

『あすなろがそこまで言うなら、……分かったよ。けど、気をつけてね。こいつ、何をするか分からないからさ。前に、いきなり胸を触られたって、言ってた子もいたし』

　あれ、サザンカ本人のことだったのかよぉぉぉ！　さも他ひ人と事ごとみたいに言いやがって！

　でも、自分が胸を触られたなんて言いづらいよな！　ちくしょう！

「ほら、見て！　サザンカ、こんな写真まで撮られちゃってるんだよ！」

　なにやらＥ子さんが、懐ふところから数枚の写真を取り出して、俺に見せてきた。

　恐らく、その怪しげな人物から奪い取った写真なのだろう。

「うわぁ……」

「ひどいでしょ？　一応、持ってたのは没収したけど、それで全部とは限らないし……」

　見せてもらった写真は、ただの日常のサザンカを撮ったものもあるが、アレなものも多い。

　サザンカが飯を食ってる時や、カリスマ群の皆様と話している写真はいいとして、スカートがひらりと揺れた瞬間や、着替えをしようとしている写真まで混ざっていやがる。

　幸い、決定的な物は写っていないが、それでもかなり際きわどいラインのものだ。

　やべぇって……。マジで関わり合いになりたくない相手だって、これ。

「だからお願い、ジョーロ！　サザンカを守って！　ほら、今までもサザンカには色々お世話になってるでしょ？　こないだの勝負とか、今日とかさ！」

　……確かに。今日はさておき、サザンカには色々と借りがある。

　夏祭りでそれなりに礼をしたが、あの程度で返せるほど安い借りではないはずだ。

　だから、俺は……

「……分かったよ」

　そう答える以外の、選択肢は用意されてなかった。

「やったぁ！　それじゃあ、早速お願いなんだけどさ、夏休み中はこれからもサザンカとデートをしてね！　あと、二学期になったら学校でもできる限りサザンカと過ごしてよ！」

「はぁ!?　なんだよ、それ？　夏休みはいいんだが、二学期は……」

「どうもその子って、うちの学校の子みたいなの。だから、二人が仲良くしてるところを見れば、私わたし達たちの言葉を信じて、もうサザンカに近づかなくなるかなって！」

　至極正論でございますね……。

「あ！　ちょっとぐらいなら、サザンカにエッチなことをしても、きっと平気だから！」

　絶対、平気じゃないよね。多方面から殺されるよね？

「ジョーロ、汚しちゃえ～！」

　ジョーロ、怪け我がしちゃう～！

「よかったぁ！　ジョーロが協力してくれるなら、サザンカに事情を説明しても大丈夫だろうし、私わたし達たちのほうからそれはやっておくね！　じゃ、これからよろしく！　ジョーロ！」

　あの子、物理的に俺より強いし守らなくてもいい気はするんだけど、ダメ？　ダメだね。

「今日はありがとう！　また、二学期にね！」

　満面の笑みを披露して、立ち上がり去っていくカリスマ群の皆様。

　そして、公園には俺だけが取り残され、一筋の風が突き抜ける。

　……オーマイ、ゴッド。

　ま、まさか……、こんな事態になってしまうとは……。

　一学期最初の……、『好きな人と恋人になりたい事件』は、一人の男を好きな二人の女だったから、まだよかった……。ある意味、同時に二つの相談を進めることができたからな。

　だが、今回は違うのだ。……二人の女に近づく二人の人物。

『ド変態なんちゃって彼氏事件』は、それぞれ別に進行しつつ解決しなくてはならない。

　なんっつーか、不幸具合がパワーアップしてる気しかしねぇな……。














【俺は君に決意する】









　ふと気がつくと、俺は草原にいた。

　太陽に照らされた、緑一杯の草が生い茂る、美しく幻想的な草原。

　……あれ？　これって夢だよな？　……もしかして、疲れて寝ちまったのか？

　にしても、この夢ってついこないだも見たような……。

　確か、ここで……あぁぁぁぁぁ！　思い出したぁ！

「約束したんち……、どうして……、ジョーロ……」

　記憶が呼び起こされると同時に目の前に現れたのは、褐色の肌に茶色と濃い茶色のストライプのロングヘアーの美少女、長なが椅い子す木もく製せい……擬人化したベンチさんだ。

　そんな彼女が、哀かなしみと絶望と怒りの入り交ざった、形容しがたい表情で俺を見つめている。

「忠告したんち……。ワタシがいなくても油断しないでって、あれほど言ったんち……」

　モクセイが、両手をギュッと握り締めて悔しそうに言葉を漏らす。

　そうだ……。せっかくモクセイが忠告してくれていたのに、俺は全て忘れてしまっていた！

「ごめん！　夢から覚めてたら、綺き麗れいサッパリ忘れて……。けど、次は絶対に忘れないから！　約束するから！」

「……ほんと？」

　必死の弁明が受け入れられたのか、モクセイが涙目で俺を見つめる。

　その瞳には、もう怒りはなくなっているように感じた。

「ほんとだよ。もう、絶対！　今度こそ、ぜぇぇぇったいにだ！」

「んちちちち。なら、許してあげるんち。それに、久しぶりのジョーロのお尻の感触は、やっぱり素敵だったから、ちょっと嬉うれしかったんち。……ポッ」

　いちいち、俺の尻の感触を話に出すのは、できればやめてほしいんだけどね。

　あと、笑い方すごいね。

「でもよ、その、情けねぇんだが、俺はもう座っちまったし、君が出てくることは……」

「違う……。まだんち……、まだ残ってるんち」

　モクセイが首をフルフルと横に振って、そう言った。

「……二人で終わりじゃないんち。まだ、もう一人いるんち。……だからもう一度言うよ、ジョーロ！　もし、近くに私がいなくても、どんなにありえない場所だとしても、絶対に油断しないで！　三人目の人が、君に最悪の事態を引き起こす鍵を渡してくるんち！　だから、その人とは絶対に関わらないでほしいんち！」

　なんということだ！　まだ、俺の悲劇は終わっていなかったのか！

「分かった！　次は、もう絶対に君の忠告を守ってみせる！　だから、安心してくれ！」

「ジョーロならそう言ってくれると思ったんち。本当に、君は優しい男の子だんち」

「何言ってんだよ。こうして、夢に出てきて忠告をしてくれるモクセイのほうが優しいさ」

　まさか、ベンチがこんなにも慈愛に溢あふれた奴やつだったなんて、知らなかったよ。

「なぁ、教えてほしいんだが、その最後の一人ってのは、どんな奴やつなんだ？」

「純粋でひたむきな人。愛のために生き、愛のために己を貫く人。だから、どんなことでもやってみせるという覚悟のある、恐ろしい人だんち」

　そんな愛の戦士が、俺にいったい何を……。

　いや、愛に生きるからこそ、哀に囚とらわれてしまい、暴走してしまうのかもしれないな。

　よーし！　分かったぞ！　今度こそ、絶対に失敗しねぇからな！

「それに、大丈夫！　今回は絶対に忘れないように、おまじないをかけてあげるんち！」

「わざわざ、そこまでしてくれるのか！　ありがとう！　助かるよ！」

「これぐらい、ベンチとして当たり前だんち」

　これはありがたい話だ！　正直、また忘れてしまうのではと心配だったからな！

「じゃあ……、いくんち」

　真剣な眼まな差ざしで俺を見つめ、両手で俺の顔を包み込むように頰に手を添える。

　そして……【ドドドド】……ん？　なにやらけたたましい足音が聞こえてきているのだが？

「うおぉぉぉぉぉ！　なんだ、この化物は!?」

　突如としてモクセイの背後から、やってきたのは巨大な塗ぬり壁かべ……いや、違う！

　これは、まな板だ！　まな板に手足が生えた化物が、モクセイを押しのけて俺の肩をガシリと両手で押さえている！

「……っ！　……っ！」

「ひぃぃぃぃ！」

　そのまま、俺の体をブルンブルンと前後に揺らし始めやがった！　なんだ、こいつは！

　これが、おまじないの効果なのか!?

「いきなり何をするんち！　ここはワタシとジョーロの……」

　どうやら、この超常現象はモクセイにとっても予想外の事態だったらしい。

　そうだよね。忘れないおまじないで、塗ぬりまな板いたとかさすがに有り得ないよね。

　……まずい。体を揺らされすぎて、昇天寸前だ。

　だが、諦めてなるものか！　なんとか、ベンチへ今の想おもいを伝えなくては！

「あへへへ……。ひゃいひょうふ、ひゃいひょうふ。へっひゃい、わひゅれねぇからぁ～」

「ダメ！　今、起きちゃったら忘れちゃう！　まだ起きちゃダメんち！　ジョーロ！」

　懸命に呼びかけるモクセイ。ひたすらに俺を揺らす塗ぬりまな板いた。

　そんな、ぶっとんだ状況の中、俺の視界は真っ白になっていったのであった。
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「……ジョーロ。……ジョーロ。起きてほしいかな、ジョーロ」

「……んお？　ツ、ツバキか？」

　体を強く揺らされる感触に誘われ目を覚ますと、そこは俺がバイトをしているヨーキな串カツ屋の事務所。どうやら、俺は休憩中に眠ってしまっていたらしい。

「ん。お昼休み、もうおしまいかな」

　俺の様子を確認して、ニコリと笑うツバキ。

　胸はペッタンコだけど、目を覚ましたらこんな美女が目の前にいるなんて、俺は幸せ者だ。

　……しかし、なぜだ？　一瞬、ツバキが美少女ではなく、巨大なまな板に見えてしまった。

　ああ、そっか。そういや夢で……あ、あれ？

「俺、どんな夢見てたんだっけ？」

「知らないかな。ボク、君の夢にまでは干渉できないし」

　そりゃそうだ。しかし、なんだかひっじょ～に、重要な夢を見ていた気がするんだよなぁ～。

　確か……うっ！　なぜか、全身をまな板に揺らされたような謎の感覚が走って思い出せん。

「……ま、いっか！　大して重要じゃないことだろうから、忘れたんだろう！」

　思い出せないもんは思い出せない！　以上！　終了！

「じゃあ、そろそろお仕事に戻ってほしいかな」

「おう。任せてくれよ、ツバキ！」

　よっしゃ！　そんじゃ、アルバイト頑張るぞぉ！





※






　午後三時。バイトを少し早めに終えた俺は、テクテクと家への帰路についていた。

　今日のバイトでは、すさまじく上機嫌になった真ま山やまのおっさんがやってきて、『ねぇねぇ、如月きさらぎ！　やっぱり、一生懸命謝るのって大切なんだな！　娘がギャラクシー上機嫌に許してくれたんだよぉ！』と語り、いつものキモさに戻ってくれて安心した。

　サザンカも、内心では仲直りがしたくて仕方がなかったのだろう。

　他にギャラクシー上機嫌になる理由は見当たらないし。

　というわけで、俺に残された課題だが……

「ジョーロっち、どういうことか説明してほしいっしょ！」

「そうよ！　あんたの家に来たら、別の女の人がいるなんて聞いてない！　せ、せっかく頑張ってオシャレしてきたのに……」

　現在、俺の部屋で修羅と化しているご両人に、事情を説明するところから始めよう……。

　二回に分けるより、一度で済ませたほうがいいだろうと判断して、『話したいことがあるから、俺の家に来てほしい』と二人に連絡をしたのだが、言葉足らずだったかもしれん。

　ちゃんと話を聞いてくれるといいんだが……。




「──というわけで、チェリーさんとサザンカ、お二人の恋人のフリを同時進行にさせていただければな……と」

　用意していた春菊ジュースを二人に差し出し、ペコリと丁寧にお辞儀。

「何よそれ!?　あんたは、あたしの彼氏になるんじゃないの!?」

「違うっしょ！　ジョーロっちは、うちの彼氏になるって約束したっしょ！」

　うわぁ～い！　美少女達たちが、俺の取り合いをしてるぞぉ～！　羨ましい？

　でもね、これって、危険なストーカー撃退のための偽にせ彼かれ氏し奪い合戦なんだ。

　誰か代わってくんない？

「うちのほうが先にお願いのに！　ジョーロっちは、うちのストーカーを刺し違える覚悟でやっつけるって約束したっしょ！」

「順番なんて関係ないわよ！　こいつは、無期懲役覚悟で、あたしのストーカーをやっつけるって約束したんだから！」

　俺、そこまでの約束はしてないよ？　刺し違えるとか無期懲役とか、どゆこと？

「えっと、二人とも少し落ち着いてくれよ。ほら、春菊ジュースでも飲んで……」

「誰のせいだと思ってんのよ!!」「誰のせいだと思ってるっしょ!!」

「……ごめんなさい」

「だいたい、このジュースあんまり美お味いしくないっしょ！　なんか苦い！」

「まったくよ！　こんな飲み物を出してくるとか、頭と舌がおかしいんじゃないの？」

　俺のことは嫌いでも、ＳＧＫしゆんぎくジュースのことは嫌いにならないで下さい！

「あ、あのよ……二人には悪いと思ってる！　こんな風にダブルブッキングしちまって！　けどさ、どっちもほっておけなかったんだよ！　だって、ストーカーだぜ？」

「「うっ！」」

　そこで、俺をギロリと睨にらんでいた二人が苦い表情を。

　恐ろしい偶然とは言え、よく似た境遇だからな。シンパシーを感じるところもあるのだろう。

「……はぁ～。分かったっしょ……。元々お願いしたのはこっちだし……」

　おお！　なんとかチェリーは納得してくれたぞ！　あとは、サザンカだが……

「うぅ～！　昨日あの子達たちから初めて聞いて怖かったけど……、あんたがそばにいてくれるって聞いて、嬉うれしくて安心してたのに……、そうじゃないなんて……」

「いや、ちげぇって！　ストーカーをやっつけるまで、ちゃんとそばにいるつもりだ！」

「……ほんと？　もう、噓うそつかない？」

「もちろんだ！」

　っていうか、最初から噓うそはついてないんだけどなぁ。

　涙目でジッと見つめられると、ついなんでも頷うなずきたくなってしまう。

　やっぱり、凶暴じゃなくなると本当に俺好みな──

「じゃあ、信じる。……噓うそついたら、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷ抹消する……」

　後半がなければ、すっげぇ可愛かわいいんだけどなぁ～！　後半がなぁ～！

　どうにかサザンカの許可も得られたけど、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷが人質になった。

「なら、まずはお互いに自己紹介をしようぜ！　ほら、まともにできてなかっただろ？」

「分かったっしょ！　うちは桜さくら原ばら桃もも！　唐とう菖しよう蒲ぶ高校で生徒会長をやってるっしょ！　『桜桃チエリー』って、みんなに呼ばれてるからそう呼んでね！」

「えっと……、真ま山やま亜あ茶さ花かです。こいつのクラスメートで、『山茶花サザンカ』って呼ばれてます」

　うんうん。やっぱり、女の子同士は仲良くするに限るよな！

　よぉし！　修羅場も無事に乗り切ったし、ここからは──【ガチャ】

「随分と楽しそうね、ジョーロ君？　ブロブフィッシュみたいな顔になっているわよ？」

「ふふふ……。生徒会長として、是非私も話に混ぜてもらいたいなぁ～」

　次の修羅場を、乗り切る準備を整えるとするかぁ！

　なぜ、もうバレてしまったのだろう……。




「二人とも、大変じゃないか！　それなら、微力ながら私わたし達たちも協力させてもらうよ！」

「そうですね、コスモス先輩。これは、ジョーロ君にだけ任せてはおけない事件です」

「嬉うれしいんだけど、……いいの？　うちは、前にすごく迷惑をかけちゃったから……」

「その点ならば問題ないよ、チェリーさん。困っている時はお互い様だろう？　以前に図書室の件を助けてもらったのだから、今度は私わたし達たちの番さ！　だろう？　パンジーさん」

「ええ。以前のことを水に流すつもりはありませんが、流さないからこそ恩は返します」

「ありがとうっしょ……。それと、前はごめんね……」

「えっと、あたしはそんなに二人には……」

「真ま山やまさん、今年の地区大会で行われたジョーロ君の勝負。あそこで貴女あなたが協力してくれたからこそ、今の私わたし達たちがあるの。だから、関係ないなんて思わないでほしいわ」

「そ、そう？　ありがと……」

　事情を聞いた後、仲なか睦むつまじく会話をする四人の美少女。

　突如としてパンジーとコスモスが現れた疑問の答えは、俺の姉……ジャスミンこと如月きさらぎ茉ま莉り花かとチェリーとサザンカの二人それぞれが交わした会話にあった。

　どうも二人を歓迎したのは姉ちゃんだったようで、その際に二人揃そろって『俺の彼女』と名乗って来てしまっていたのだ。つまり、どう考えてもおかしい。

　そこで、俺を困らせることに特化した姉ちゃんは、『雨あま露つゆが二人の女の子と同時に付き合ってるみたいだけど、何があったか知ってる？』と、パンジー、コスモス、ひまわり、あすなろの四人へマッハでメッセージを送信。

　結果がこの有あり様さま。今日は予定がなく、ターボで行動できるこいつらが現れたというわけだ。

　残りの二人は、部活が終わり次第やってくるらしい。

　……で、俺の現状はというと……。

「ここまですることはねぇじゃねぇかよぅ……」

　いつの間にか姉ちゃんから受け取っていた、中学時代に俺が書いた詩集ポエムを床にぶちまけられた上に、背中にはデカデカと『─Congratulations 地球─』と記載された紙を貼られている。

「ま、まぁ……、その……、わ、悪くないんじゃない？　あたしにはよく分からないけど」

「そ、そうだねぇ～！　うん！　むしろ、かっこいいっしょ！　英語使ってるところとか！」

　やめて、触れないで。その気遣い、逆に辛つらいから。

「これで、おしおき：序は完了ね」

　しかも、まだおしおきは『序』らしい。

　次は、何をされてしまうのか、考えるだけでも恐ろしいので考えるのをやめた。

　唯一幸いなことは、俺の事情を姉ちゃんと母ちゃんが知らないことだろう。

　どうも、サンちゃんも二人と一緒に来てくれたらしく、今はリビングで、姉ちゃんと母ちゃんとの会話を担当して気を引いてくれているらしい。

　まさに、陰の功労者。親友からの精一杯のサポートに、思わず涙が出そうになった。

　とりあえず、もう事情も理解してくれただろうし、パンジーとコスモスは帰らせよう。

　今回の事件はかなり危険な気がするから、こいつらは巻き込みたくない。

「んじゃ、もういいだろ？　あとは俺が二人と──」

「さっきも言ったでしょ、ジョーロ君？　私わたし達たちも協力する……とね」

「パンジー。今回は、大人しく手を引け。これは俺が頼まれたことだ」

「ジョーロ君。仮に君の立場が私と逆だったら、大人しく手を引いてくれるかな？」

「うっ！　コスモス会長……、それは……」

「ふふっ。つまり、そういうことさ」

　……ダメだ。こいつら、意地でもこの件に首をつっこんでくるつもりだ……。

「本当に危険になったら、無理矢理にでも手を引かせますからね？」

「それは、今考えるべきことではないだろう？」

　もぉぉぉぉ！　なんで、素直に『うん』って言ってくれないんだよ！

「それじゃあ、そろそろ話の続きをしましょうか。ジョーロ君」

　いつものことではあるが、まるで俺の思った通りに話が進まねぇな……。

「……分かったよ。まずは、チェリーさんとサザンカの二人に付きまとってる奴やつの特定からだ」

「でも、どうやって特定するのよ？　あたし、今までだって全然気づかなかったし……」

「簡単だよ。俺がこれからも、てめぇら二人と別々にデートをする。で、そん時にできる限り周りに注意して、つけてる奴やつがいねぇか気を配る。多分だが、勝手に向こうからついてくるから、これで見つけられるはずだ」

「デ、デート！　……うん！　それがいいわね！　仕方ないからしてあげるわ！」

「ジョーロっち、それはまずいんじゃないかな？」

　む？　ノリノリ風味なサザンカとは反対に、チェリーは消極的だな。

「だって、君の顔はうちとサザンカっちに付きまとってる人に、知られてる可能性があるんだよ？　もし、うちに付きまとってる人が、君とサザンカっちが一緒にいるところを見たら、恋人じゃなくてただのド変態偽にせ彼かれ氏しって気づかれちゃって、作戦が失敗しちゃう可能性が……」

　ド変態も取れや。なんでド変態が、俺のデフォルト装備みたいになってんだよ。

「チェリーさんの言う通りだね。正確には……、相当なド変態だが……」

「まずいわね……。ただのド変態ってバレたら……」

　ねぇ、コスモスさん、サザンカさん？　俺のこと、そんな風に思ってたの？

「三人とも、それはジョーロ君に失礼よ」

　なぬ!?　まさか、パンジーがこんなフォローを入れてくれるとは──

「本人としては、高貴なるうさちゃんフェチのド変態のつもりなんだから」

　うるせぇぇぇ！　うさちゃんが好きで悪いか！　仕方ねぇだろ、好きなんだから！

「さ、高貴なるジョーロ様。桜さくら原ばら先輩の心配を解決する対策を、教えてほしいぴょん」

　任せろぴょん……。

「対策？　どうするつもりっしょ？」

「あー、実は用意していた物があるんです。なので、それを使えば大丈夫かなと……」

　そう言いつつ、ゴソゴソと鞄かばんを漁あさり俺はとある物を取り出した。

　そう。俺はチェリーとサザンカ、両方の相手に顔を知られている可能性がある。

　だから、その対策としてとあるアイテムを用意したのだ。

　そいつをつけて、この二人とそれぞれ行動すれば、かなりギリギリのラインではあるが、ごまかせるお約束の変装セット…………、サングラスとマスクと帽子をな。





※






　今回の問題を、早急に解決するための第一歩。

　それは、『チェリーに付きまとう人物の特定』と『サザンカに付きまとう人物の特定』である。

　だが、こちらからその人物を探し出す必要はない。

　なぜなら、俺が二人とデートをしていれば、向こうから現れる可能性が高いからだ。

　その際に最も避けるべき事態は、俺とチェリーがデートをしているところを、サザンカに付きまとっている人物が見てしまうこと。もしくはその逆で、俺とサザンカがデートをしているところを、チェリーに付きまとっている人物が見てしまうこと。

　そんなことになったら、俺おれ達たちの関係が偽にせ者ものだとバレかねないからな。

　そこで、サングラスとマスクと帽子……お約束の変装セットの出番である。

　こいつを装着すれば、俺の顔が見られることはない。

　つまり、仮に先程懸け念ねんしていた事態が起きたとしても、どうにかごまかせるわけだ。

　さすがに怪しすぎる格好なので疑いはもたれるだろうが、その疑いが１００％になる前に付きまとう人物を特定できれば、それは十分な成果といえるだろう。




　というわけで、早速『デートでストーカーをおびき出そう』作戦を実行してみたのだが……

「結局、現れなかったわね」

「中々うまくいかないね……」

　午後六時。残念ながら、今日の作戦は失敗に終わった。

　チェリーのほうもサザンカのほうも、尾行者を発見できなかったのだ。

　毎日のように付けまわされてるって聞いてたから、すぐに見つかると思ったんだけどな……。

　一応、付けまわしている人物の風貌はチェリー、カリスマ群の皆様それぞれに確認したが、そんな人物はどこにも見当たらなかった。

　見逃している可能性は有り得ない。なんせ、俺おれ達たちのデートを密ひそかに監視していたパンジーが『誰もつけていない』と明言したからだ。本職が言うのだから、間違いないだろう。

　なので、今日のところは解散。……なのだが、パンジーとコスモスはまだ俺の部屋にいる。

　なにやら、サザンカとチェリーに聞かれるとまずい話をしたいそうだ。

　本当は、リビングにいたサンちゃんにも参加してもらいたかったのだが、残念なことに姉ちゃんと一緒に夕食へと行ってしまった。

　最初は多少強引にでも、俺の部屋に呼ぼうとしたが、『雨あま露つゆは、パンジーちゃんとコスモスちゃんと三人でゆっくり話したいわよね？』と鬼の形相で言われてしまったため、逆らえず。

　姉の本気度合いが伝わってきて、恐ろしすぎた。サンちゃん、無事でいてくれ……。

「……本当に、そんな人が存在するのかしらね？」

　沈黙に包まれた室内で、パンジーがそう小さく呟つぶやいた。

　これが、『二人に聞かれるとまずい話』だろう。

「そうだな。俺も、同じことを考えていた」

　正直、今回の話は事実だとしたらかなり厄介なのだが、話ができすぎているのだ。

　特に、怪しいのはチェリー。もしかしたら、あいつは他に何か別のことを企たくらんでいて、そのためにこのような話をでっち上げたのではないかと少し疑っている。

　サザンカのほうは……、あいつ自身も知らなかったというのだから、本人は何も噓うそをついていないだろうが、その『知らなかった』という事実がどうにもきな臭さを生んでいる。

　もしかしたら、カリスマ群の皆様に別の思惑があって……というのは、なくはない話だ。

「もし、ジョーロ君とパンジーさんの仮説が当たっていたら、とても難しい問題だよ。……存在しないことを証明するなんて、まるでフェルマーの最終定理のようだね」

　それが何かは分からないが、とりあえずとてつもなく難しい問題ということは分かった。

「……一応、考えてることがあります」

「考えていること？　それは何かな？　ジョーロ君」

「二人の彼氏のフリをする期間を決めようかなって。夏休みと……二学期が始まって一週間ぐらいは続けますが、そこまでやっても付けまわしている奴やつが見つからなかったら、関係は終わりにする。……どうですかね？」

「う、うん！　私は賛成だよ！」

「私も賛成ね。……偉いじゃない、ジョーロ君。ちゃんとそこまで考えて」

「ど、どーも……」

　二人とも笑顔で俺を真まっ直すぐに見つめてくるので、正直結構恥ずかしい……。

「んじゃ、今日のところはこれで終わりだ。二人とも、帰るんだったら送って──」

「まだよ、ジョーロ君」

「そうだね。パンジーさんの言う通りだ」

「へ？」

　なぜ、二人は顔を見合わせてコクリと頷うなずいているのだ？

　もう話すことは話したし……ん？　何やらドドドと激しい足音が聞こえてきたのだが……

「ジョーロ、どういうこと!!　わたし、聞いてない！」

　それはね、この後説明するつもりだったからだよ、ひまわり……。

「どういうことですか、ジョーロ！　殺さつ命めいさせて下さい!!」

　あすなろ、説明の間違いだよね？　決して、俺の命を奪うつもりじゃ……。

「さ。それじゃあ、おしおき：破を始めましょうか」

　その後、ひまわりとあすなろに事情を説明しつつ、俺は形容しがたいおしおきをお見舞いされたのであった。本当に、早くこの事件を解決しようと決意した。俺の体がもたん……。





※






　それから夏休みの間、俺は変装セットを身につけて何度も二人とデートをしたが、未いまだ尾行者の発見には至っておらず、状況は一切進展していない。

　進展したことといえば、俺の家での立場の悪化っぷりぐらいだろう。

　毎回、二人揃そろって俺の彼女として来ちゃうからね。そりゃ、家族も困惑するわ。

　最初のほうは若干気まずそうに振舞っていた俺だったが、途中からはもう開き直って、『これが当たり前ですが？』ばりの態度でいったよね。特に、何も変わらなかったけど……。

　ただ、姉ちゃんが途中から事情に勘付き始めたのか、『ま、てめぇの好きにしな。けど、必要以上に女の子を傷つけんじゃないわよ』と忠告してきた。

　なんとなくだが、『必要以上』という言葉が重かった。それはつまり、『必要最低限』はしなければならない時が、いつか来るという暗示にも聞こえたからだ。

　なお、姉ちゃんは大学が始まるため、一人暮らし先へと戻っていった。

　夏休み中に何か収穫があったのか知らんが、帰かえり際ぎわの姉ちゃんはいつもの横暴な姉としての顔を見せる反面、どこか女の子っぽい顔を見せていた。

　首をつっこむとロクなことにならなそうだから、余計なことは聞かなかったけど……。

　ともあれ、俺おれ達たちも昨日始業式を終わらせ、いよいよ今日から二学期が本格スタートだ。




　──休み時間。

「行こうぜ、サザンカ」

　授業が終わると同時に、隣に座るサザンカへ声をかける。

　朝から放課後までのミッションは、『サザンカに付きまとう人物の特定』。

　なので、今け朝さもひまわりとではなく、駅で合流してサザンカと登校したのだが発見できず。

　だが、カリスマ群の皆様からの情報によると、サザンカに付きまとっている奴やつはうちの生徒とのことなので、サザンカとは休み時間もできる限り一緒にいることにした。

　以前に見せてもらった盗撮写真も学校内の物が多かったし、外でデートをするよりも校内でデートをしたほうが発見しやすいだろうという目もく論ろ見みがあってのことだ。

　もちろん、この作戦に参加しているのは俺とサザンカだけではない。全て監視付きだ。

　朝はひまわり、教室ではあすなろ、休み時間はパンジーが、少し離れた場所から俺おれ達たちの様子を監視しつつ、周囲にも気を配ってくれている。

　ちなみに、放課後のチェリーとの恋人のフリでは、コスモスが『生徒会長として同伴する』という名目のもと、協力してくれる監視する手て筈はずになっている。

「えっと……、サザンカ？」

「ひゃ、ひゃい！」

　別に本当の恋人ってわけじゃねぇんだから、そんな背筋をピーンと伸ばして、緊張せんでもいいのに。こんな調子で、この先大丈夫かな？

「えーっと……、できれば俺に付き合ってほしいんだが……」

「そ、そうだったわね！　いいわよ！　超特別に、つつ付き……ご相伴に預かってあげるわ！」

　サザンカへ声をかけると、『付き合う』という単語が恥ずかしかったのか、なんだか丁寧な言い回しになっている。そのまま、やけに俊敏な動きで……、

「い、痛い！　うぅ～！」

　椅子を引くという動作を忘れつつ足を上げたため、サザンカの膝小僧が机に直撃。

　涙目で、自分の膝をさすっている。

「大丈夫か？」

「へ、平気よ！　このぐらい、なんともな……きゃっ！」

　なんともあったようだ。次こそはちゃんと立ち上がろうとしたサザンカだが、今度は椅子に足をひっかけてしまい、そのまま俺のほうへ……

「っと！　大丈夫か？」

　思い切り、倒れこんできたのでキャッチ。ふぅ、特に怪け我がとかは……

「わぁ～！　ジョーロが、サザンカを抱きしめてるぅ～！」

「やぁだぁ！　すっごくお似合い！」

「あれは付き合って二週間は経たたないとできない、ラブラブっぷりだね！」

「もう夏は終わったのに、暑過ぎなぁい？　誰かクーラー強くしてぇ～！」

　ここぞとばかりの声援である。教室での注目度が半はん端ぱねぇ……。

「あ、あぁぁぁ……。恥ずかしい……」

　肝心のサザンカは、俺の胸に収まりつつ自分の失態と声援が原因か、顔が真っ赤。

　湯気が出てもおかしくないレベルだ。早く教室から出たい……。

「「「「ひゅーひゅー！」」」」

「あんた達たち、やめてよね！　別に、こいつとあたしは、全然大したことのない……、ちょっと人に言いづらい関係なだけなんだからね！」

　それ、大した関係だと思うよ。

「ジョーロ！　早くサザンカちゃんから離れるの！　教室でイチャイチャしちゃダメ！」

「そうです！　お二人の表現しがたい関係は知っていますが、時と場所は選ぶべきです！」

　ひまわり、あすなろ。これ以上、誤解を加速させないでくれ……。

　もうね、色々といたたまれないんだ。俺のメンタルはボロボロなんだ。

　……ん？　なんかスマホが振動してるんだが、このタイミングってことは……

『ジョーロ君。私は今、怒るべきか怒らないべきか悩んでいるわ』

　やっぱり、てめぇだよな……。案の定、バッチリと監視しているようだ。

　その後、どうにか復活したサザンカと共に、廊下へと出る。

　実は、我ながらナイスアイディアな作戦が──

「さぁ、あたしを付けまわしてる奴やつを見つけるわよ！　あんたにしては、ナイスアイディアよね！　教室より廊下で恋人のフリをして適当に歩いたほうが、見つけられる可能性があるし！」

　俺のナイスアイディア。君のビッグボイスで木こっ端ぱ微み塵じん。

「それで、最初はどうするつもりなの？　……分かったわ！　手を繫つなげばいいのね！」

　違う。そうじゃない。

「ま、まぁ、形式とは言え恋人なんだし、そんぐらいは我慢するわよ！　……あ！　勘違いすんじゃないわよ！　あくまでフリなんだからね！　フリ！」

　うん。だからね、そんな一人で盛り上がって、モジモジと手を差し出さないで。

　今からするのは、君とイチャつく作戦じゃなくて、君の尾行者を発見する作戦なの。

　はぁ……。こりゃ、前途多難だな。今の会話を、尾行者に聞かれてたらまずいよなぁ。

　できれば、いないでいてくれると……おや？　パンジーから再び連絡がきたぞ。

『貴方あなた達たちをつけている人がいるわ』

　マジかよ！　なんっつー、最悪のタイミングで……

『あれは、……真ま山やまさんのお友とも達だちね』

　って、カリスマ群の皆様かーい！　そういや、夏祭りの時もデートの時もつけてたな！

　まぁ、よかったっちゃよかったけどよ……。

「あ！　そうだ！　ねぇ、ちょっと聞きたいんだけど……」

　どうした、サザンカ？　そんなワクワクした声を出して？

「あんた、昼休みはどうするつもりなの？　あのね、一応恋人のフリをしてるわけだし──」

「昼休みは、図書室で過ごす予定だぞ」

「……そう。……そうよね。分かってたわよ……」

　悪いが、ここは譲れない。俺は、パンジーと、『毎日図書室に行く』という約束をしている。

　放課後は、チェリーとの約束があるので、昼休みも行かなかったらその約束を破ることになっちまう。業務の手伝いもしなきゃなんねぇからな。

「だから、昼休み……、それと放課後は、俺じゃなくて、友とも達だちと一緒にいてもらえるようにしてもらってもいいか？　そこまでは、俺も手が回せねぇからよ……」

　昼休みと放課後に関しては、カリスマ群の皆様に任せる。

　俺ばっかがサザンカを独占してたら、そっちと絡からむ時間が減って嫌だろうし、俺もサザンカとばかりいて、他のみんなと絡からむ時間が減るのはアレだしな。

　だから、お互いに利があるナイスアイディアだと思ってたんだが……

「……分かってるわよ。ちゃんと、そうするつもりよ……」

　ションボリとしたサザンカの様子を見ていると、なんだか、すげぇ申し訳なくなってくる。

　かといって、図書室のみんなをないがしろにしていいわけじゃねぇしなぁ～。

　なぜ、俺はこんな板挟みみたいな状況になってしまっているのやら……。




　休み時間終了間ま際ぎわまで廊下を適当に歩き回ったが、尾行者の発見は今回もなし。

　つまり、成果はからっきしだったわけだが、教室に戻ると、

「ふふっ！　ジョーロとサザンカ、本当のカップルみたいでお似合いだったよ！」

　ハイテンションなＥ子さんが、成果はバッチリと言わんばかりの勢いでやってきた。

「でも、ちょっと減点かなぁ～！　ジョーロ、周りをキョロキョロしすぎ！　あれじゃ、一緒にいるサザンカが可か哀わい想そうだよ！　自分がないがしろにされてるみたいじゃん！」

「いや、そういうつもりは……」

「ジョーロにそういうつもりがなくても、女の子はそう感じるの！　彼氏が自分を見てくれなかったら寂しいよ！　だから、気をつけてね！」

　いや、俺とサザンカはあくまでも恋人のフリなんだから……って、言い訳だな。

「分かった……。気をつけるようにするよ」

「ふふっ！　なら、今回は特別に許してあげる！」

　ニコッと笑うＥ子さん。勝手なイメージだが、カリスマ群の皆様の中で一番サザンカと仲がいいのってＥ子さんだよな。夏休みも、二人でショッピングモールにいたし。

「ねぇねぇ！　それで、サザンカとの恋人関係はどう？　楽しい？」

　スリル満点かな。ついさっきも、危うく偽にせの関係ってバレかけたし……。

「楽しいっていうよりも、困ってるな。サザンカに付きまとってる奴やつが見つけられなくてよ。……ごめんな。まだ進捗がいまいちで……」

「仕方ないよ！　もしかしたら、一度私わたし達たちがガツンと言っちゃったのが原因で、向こうも慎重になってるのかもしれないね！」

　それなら、もう解決ってことでいい？　……ダメだね。絶対納得してもらえないね。

「それでなんだけどな、もう少ししても出てこなかったら、一度サザンカと恋人のフリをやめてみようって考えてるんだ」

「えー！　ダメだよ！　サザンカが困っちゃうじゃん！」

　多分ね、俺はその百倍は困った状況だよ。今まさに。

「もしかしたら、恋人がいるから諦めたって、可能性もあるだろ？」

「それは……、そうだけど……」

　Ｅ子さんとしては、俺とサザンカに恋人のフリを継続してほしい模様だ。

　よっぽど、サザンカのことが心配なのだろう。間違いなく、他の思惑は何もないはずだ。

「ま、安心してくれよ。恋人のフリをやめても、サザンカを見捨てるってわけじゃねぇからさ。どっちかって言うと作戦の一環だな。恋人のフリをやめたら出てくるかもしれねぇっていう」

　んで、出てこなかったら、諦めたか実在しなかったって判断して、この話は終了だ。

「そう言ってくれるのは嬉うれしいんだけど……。はぁ……、分かったよ……」

　一応、納得はしてくれてるみたいだが、それでも『一応』って感じだな。

「……このまま、本当に付き合っちゃえばいいのに」

　ボソッと言っても、聞こえちゃってるからねぇ～。

　いや、俺もサザンカの外見は好みど真ん中だしさ、性格だって凶暴さを除けば相当いい女の子だとは思うよ？　けど、向こうの気持ちだってあるし……、他にも色々あるんだわ……。

　ほんっと、なんで俺の状況ってのは、こんなにややこしくなってるのかね……。





※






　──昼休み。

　二学期が始まっても、相変わらず大盛況の図書室。

　見渡す限り多くの生徒が集っていて、一学期の閑散とした状況からすると見違えたな。

　ただ、その分忙しさがハンパないけど……。

「ジョーロ君、返却された本を元の場所に戻しておいてもらってもいいかしら？」

「ああ、分かったよ。パンジー」

「探してる本はこっちだぜ！　ほら、そこの棚だ！」

　今までは、みんなで一緒に飯を食っていたが、この忙しさでは当然不可能。

　なので、飯は交代制。今は、コスモス、ひまわり、あすなろ、ツバキが読書スペースで昼食を取り、俺とサンちゃんとパンジーが図書室の業務をやっている。

　パンジーが受付で生徒の対応、俺が本の返却、サンちゃんが生徒の案内という役割分担だ。

　なので、本を元の場所に戻しがてら、読書スペースの会話に耳をすませてみると、

「この忙しさだと、放課後が心配かな。放課後……、パンジーだけなんだよね？」

　そうなんだよなぁ。ツバキの言う通り、放課後はみんな予定があるからパンジーオンリー。

　一応、みんなで話し合って対策はたてられたっちゃ、たてられたんだが……

「だいじょぶ！　わたし、部活がお休みの時はお手伝いするから！　テニス部のお友とも達だちにもお願いしたら、一緒にしてくれるって言ってくれたんだぁ！」

「もちろん、新聞部もですよぉ！　早速、今日の放課後から手伝っちゃいますから！」

「同じく生徒会もだよ。夏休みの間に、二学期の前半までに決めるべきことを決めておいたのが功を奏したね。支援を募ったら、山やま田だが率先して手伝うと言ってくれたよ！」

　ちなみに山やま田だっていうのは会計の人だ。

　大して重要でもないし、紹介は軽く済ませるぞ。

　山やま田ださん、モブキャラ。以上。

「そっか。じゃあ、放課後の図書室も安心なのかな？」

「うん！　だいじょぶだよぉ！」

「ええ！　バッチリです！」

「そ、そうだね。……うん、一時的ではあるが……」

　ツバキの質問に、明るく答えるひまわりとあすなろだが、正解はコスモスの歯切れの悪い反応だ。大丈夫と言えば大丈夫だが、これはあくまでも一時的な処置に過ぎない。

　テニス部も新聞部も生徒会も、『今は時間がある』から手伝ってくれているだけ。

　つまり、忙しくなったら手伝えなくなる。

　必要なのは、永続的に図書室業務を手伝ってくれる生徒なのだから。

「ねね、コスモスさん！　あのねあのね、テニス部のネットが古くてボロボロになっちゃったの！　だから、新しいの欲しい！　お予算、もらえる？」

「私も新聞部のプリンターが古くなって、紙詰まりが多くて困っているので、新しい物が欲しいです！　是非、新聞部にも予算を！」

　ただ、ひまわりとあすなろは、その問題には気づいていないようで、明るくそれぞれの部活動での希望をコスモスへ伝えている。

「そうなのかい？　うーん……。困ったな。もう各部活への予算の配分は終わってしまっているし、ここから更に追加というのは……」

　生徒会長としては、生徒の悩みは極力解決したいだろうが、難しい相談だろう。

　各部活に割り当てられる予算については、これまでの部活動での功績が大きく絡からむ。

　故に、今年は野球部が一番多く、テニス部と新聞部はやや少なかったはずだ。

　テニス部は、大会序盤で敗れてしまい、新聞部は学内に配布する以外の活動をあまりしていない。そんな状況で、テニスネットやプリンターのための予算を学校からもらうのは、さすがの万能生徒会長のコスモスでも厳しいだろう……。

「……コスモスさん、ダメ？」

「えっと、難しかったら大丈夫ですよ！　ただ、可能でしたらという話なので……」

「いや……、その……、そんなことはないさ！　生徒の希望を叶かなえるのが生徒会長の務めさ！」

　あ、コスモスの悪い癖が出たぞ、これ。

「やったぁ！　コスモスさん、ありがとう！」

「嬉うれしいです！　さすが、コスモス会長です！」

「はっはっは！　任せてくれたまえ！　私の手にかかれば、万事解決さ！」

「……本当に、大丈夫かな？」

　ツバキよ、言ってやるな。コスモスは、頼られるとつい張り切っちゃう人なんだ。

　だから、安請け合いをして後で色々と苦労するっていうね。

　前に俺が生徒会に所属してる時にも、チョイチョイそういうことがあったよな。

「それで、具体的にはいつ頃プリンターを──」

「おっと！　そろそろ休憩が終わりの時間だね！　ジョーロ君、サンちゃん、パンジーさん、次は君きみ達たちが休憩の時間だよ！　さぁ、交代をしよう！」

　逃げたな……。で、コスモスよ。なぜ若干涙目で、俺のほうに近づいてきている？

「うぅ……。ジョーロ君、どうしよう……」

　自分でまいた種は、ちゃんと自分で回収しましょう。

「さ、さぁ～て！　それじゃあ、休憩しよっかなぁ～！」

「あ！　そんな！　わ、私の話を少し……っ！　うぅ……、ジョーロ君はいじわるだ……」

　これ以上変な課題を抱え込みたくないので、落ち込むコスモスのほうは絶対に見ず、サンちゃんのほうへ。可及的速やかに休憩をしよう。

「サンちゃん、パンジー。休憩の時間だぜ」

「お、そっか！　分かったぜ！　なら、思いっきり休むとするか！」

　あれ？　なんかサンちゃん、いつもより少しテンションが高くねぇか？

　いつも元気ではあるんだが、熱血成分がいつもより多い気が……なんだろう？

　何か、いいことでもあったのだろうか？

「へへっ！　ジョーロ、俺の熱き食べっぷりを見せてやるから、遅れるなよ！」

「おわっ！」

　すっげぇ勢いで肩に手を回してきたな。中々の衝撃で、思わず少しよろけちまったぞ。

「あ、ああ……」

「お前なら、そう言ってくれると信じてたぜ！　おっしゃぁ！　迸ほとばしってきたぁ！」

　マジでどうした、親友？　少しどころか、メチャクチャテンションがたけぇじゃねぇか。

　だが、そんな俺の疑問が解決されることはなく、ただただとてつもなくテンションの高いサンちゃんとパンジーと一緒に、昼飯を食ったのであった。





※






　──休み時間。

　午後の授業が終わると同時に、俺とサザンカは再び教室から廊下へ。

　すると、少し離れた所から監視しているパンジーから連絡が来た。

『ジョーロ君、……気をつけてね』

　珍しく、優しいことを言ってくれるじゃねぇか。分かってるよ……、任せとけ。

「あんた、どうしたの？　急に真剣な顔をして……」

　どうやら、サザンカはまだ気づいてないようで、キョトンとした表情だ。

　だが、間違いない。……いる。……いやがる。俺おれ達たちから少し離れた壁かべ際ぎわに立つ生徒。

　そいつが、チラチラと顔を出してはこちらの様子を確認しては、すぐに隠れているのだ。

　もちろん、カリスマ群の皆様ではない。彼かの女じよ達たちは、サザンカに『ついてくるんじゃないわよ！』とガツンと言われて、今は教室で大人しくしているからだ。

「サザンカ……、そっちの階段のほうに移動するぞ」

「え？　なんで突然……って、もしかして……」

　無言でコクリと返答。どうやら、サザンカも何が起きているか気づいたようだ。

　なので、そのまま二人で並んで、そいつがいる方向の反対へと歩き始めた。

「サザンカは階段を下りて、パンジーと下のフロアで合流しといてくれ。俺が話をつける」

「でも！　それだと、あんただけすごく危な──」

「大丈夫だ。狙われてるのはてめぇなんだし、ここは俺に任せとけ」

「……何かあったら、すぐに呼びなさいよ。あと……、ありがと……」

　角を曲がったところで、階段を下っていくサザンカを眺めつつ、俺だけは壁かべ際ぎわでスタンバイ。

　恐らく、ここにいれば……案の定、俺おれ達たちを見失わないように追ってきやがったな！　よし！

「おい、てめぇ。なに、人のことを付け回してる？」

「……え？　ひゃ、ひゃあ！」

「逃がすか！」

　自分が罠わなにかかったことに気がついたのか、すぐさま逃げ出そうとしたがそうはさせん！

　即座に、腕を摑つかんで捕獲してやったわ！

「い、痛いです！　離して下さい！」

「離すかよ！　てめぇには、聞きたいことがあるんだ！　てか、てめぇ……」

　こいつが、今までずっとサザンカに付きまとって、盗撮までしてたのかよ！

　俺としては、怪しげで危険極まりない奴やつだと思っていたのだが、割と大人しそうな……、パッと見は無害そうな奴やつじゃねぇか。こりゃ、かなり意外な人物だぞ……。

「う、うぅ～……。どうしよう……。捕まっちゃったよぅ……」

　今にも折れそうな、柔らかい腕から伝わってくる振動。

　そんなブルブルされると、なんかこっちが悪いことをしてる気分になるんだが……。

　ま、かといって容赦はせんがな。

「俺の質問に答える気はあるか？」

「ひっ！　答えます！　答えますから……、離して下さい……」

　オドオドとした涙目で俺を見つめるそいつは、色白の肌にセミロングの髪。

　身長は一六〇センチメートル程。クリクリとした丸い目が特徴的な童顔の生徒だった。

　首からデジタルカメラをぶら下げているので、壊さないように気をつけよう。

「逃げねぇって約束できるなら、離してやる」

「ひっく……。ひっく……。逃げませんから、これ以上ひどいことをしないで……」

　ウヒヒヒヒ……。それじゃあ、たぁ～っぷりと話を聞かせてもらおうかぁ～……って、なんかこれだと、俺がド変態みたいじゃないか。正義の味方のはずなのに、おかしな話である。

　仕方がない。これ以上、誤解もされたくないし腕を解放してやるか。

　逃げたら、全力で追うけど。

「てめぇ、名前と学年は？」

「う、薄うす井い明あ日す荷か……。一年生です……。えっと、お友とも達だちからはフルネームの一番上と一番下をとって『薄荷ミント』って呼ばれています……」

　見覚えのない奴やつだと思ったが、やはり他学年か。

「なんで、一年が二年の階に来てるんだ？」

「その……、それはですね……」

　ふむ。素直に答えそうにないな。だったら、もう少しつついてみるか。

「てめぇは、サザンカに付きまとって写真を撮ってるよな？」

「うっ！　べ、別に私は、そんなことはしていな──」

「噓うそをつくんじゃねぇ！　だったら、そのカメラを見せてみろよ！」

「…………ご、ごめんなさい！　見せます！　見せますから……怒鳴らないで……」

　これ、はたから見たら、俺が後輩をカツアゲしてるように見られてもおかしくないよね。

「どうぞ……」

　ビクビクと震える手でカメラを差し出してきたので、ヒョイと受け取り中身を確認。

　すると、そこには、夏休みに俺とサザンカがゲームセンターで遊んでいる時や、ツバキの串カツ屋の前で話している時の様子が写っていた。

　うわっ！　夏休みの初デートの時の写真もありやがる。あの時もいたのかよ……。

「その……実は私、サザンカ先輩の中学の後輩なんです。サザンカ先輩は、私のことなんて知らないと思うんですけど、私は憧れてて、あんな風になりたいなって……」

「それで、付けまわして写真を撮ってたのか？」

「……はい。私、いつもオドオドしていて勇気がなくて、自分の言いたいことが全然言えないから、自分の気持ちを正直に言える、サザンカ先輩みたいな人になりたいんです」

　うん。そうだね。サザンカは、自分の気持ちに正直だよね。間違いないよ。

　絶対、俺に隠している気持ちとかないだろうし。これ、絶対。もう絶対に絶対。

　でも、念のため別の子も参考にしておいたほうがいい気もするぞ。

「だとしても、いい加減にしろ。今後、サザンカに一切付きまとうんじゃねぇ」

「ど、どうしてですか!?　わ、私、サザンカ先輩に迷惑をかけてません……よ？」

「てめぇ、サザンカの随分な写真を撮ってたよな？　それに、サザンカの制服も握り締めてニヤニヤ笑ってたって聞いたんだが？　仮に、自分がその立場だったらどう思う？」

「うっ！　それは、嫌ですけど……。お着替えとか、恥ずかしいですし……制服くんくんも……、結構っていうか、相当嫌です」

　モジモジと自分の体を抱きしめながら、ミントがそう言った。

　新情報だが、制服くんくんまでしていたらしい。……より一層、やばさが際きわ立だった。

「だろ？　だったら──」

「でも！　決定的な瞬間は撮ってませんし、制服だって香りを嗜たしなむ程度です！　毎日サザンカ先輩のおっぱいを揉もみしだいているド変態のジョーロ先輩にとやかく言われる筋合いはありません！　私は、ただ綺き麗れいなサザンカ先輩を永遠に手元に残しておきたかっただけで……」

　どう考えても、てめぇのほうがド変態だろが。

　香りを嗜たしなみつつ、サザンカを永遠に手元に残したいとか、相当やべぇからな。

「とやかく言う筋合いがあるんだよ。てめぇも聞いてんじゃねぇのか？」

「……あ！　そういえば、ジョーロ先輩ってサザンカ先輩と……」

「ああ。付き合ってるよ」

　右手の親指と人差し指をすり合わせながら、俺は淡々とそう言った。

　大丈夫だよな？　噓うそって、バレてねぇよな？

「……そうですか」

　ふぅ……。バレずにすんだな。ここで追及をされたらちょっと困ったから、助かった。

「……先輩は、誰にもなびかない孤高の人だと思ったのに……」

　いや、ああ見えて案外乙女だと思うよ。結構、女の子っぽいところ多いし。

　が、その事実を知らないミントとしてはショックなのだろう。ドンヨリと落ち込んでいる。

　この調子なら、もう少しで諦めさせられそうだな。ならば、とどめの一撃をぶちかますか。

「まぁ、そういうわけだ。彼女が困ってたら、彼氏が助けるのが筋すじってもんだろ？　それに、てめぇはさっき迷惑をかけてねぇって言ったが、サザンカは迷惑に思って……おわぁ！」

　なんだこいつ!?　いきなり、俺の胸ぐらを摑つかんできやがった！

　まさか、いきなりこんな過敏な反応をするとは……

「あ、あの！　本当に、お二人は恋人同士なんですか？　ほ、本当に!?」

　涙目だが力強く俺を見つめるミント。距離が近いこともあってか、そのセミロングの髪からアダ名どおりの清涼感のある薄荷ミントの香りが漂ってきている。

「本当だっつってんだろ。さっきから何度も聞くんじゃねぇよ」

「だって、ジョーロ先輩！　朝の通学の時も……それに休み時間もでしたけど、やけに周りをキョロキョロしてました！　サザンカ先輩と一緒にいるのに！」

　こいつ、今だけじゃなくて、登校時間も午前の休み時間でもいたのかよ！

　全然、気づかなかったぞ！　尾行者はいねぇか俺もパンジーも確認してたはずなんだが……。

「彼氏が自分を見てくれなかったら、寂しいのなんて常識です！　なのに、あんなことをしていたということは、サザンカ先輩とジョーロ先輩って本当は……」

「サザンカが付けまわされてるって知ってたから、その犯人を探してただけだよ！　つまり、てめぇが原因だっつーの！」

　あっぶねぇ！　一応、事実で片づけられたが、これ以上追及されるとまずいかもしれん。

　こりゃ、余計なことを聞かれる前に、さっさと……
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「うぅ～……っ！　ジョーロ先輩の……バカァァァァァ！」

「あ、おい！　ちょっと待てよ！」

　って、いきなり逃げ出しやがったじゃねぇか！　なぜか俺を罵倒しながら！

　あれ、ぜってぇ反省せずに、性懲りもなく続けるパターンだろ！

「……マジか」

　俺がドンヨリと肩を落としていると、背後からカンカンと階段を上る音が聞こえてきた。

　その音に誘われ振り向くと、そこに立っていたのはパンジーとサザンカだ。

　そして、パンジーが驚きの眼まな差ざしで俺を見つめ……

「なんてことなの……。ジョーロ君が、ひどいド変態顔になってしまっているわ……」

「元からこんな顔だよ！　なんで、第一声にそれをチョイスした!?」

「ジョーロ君がまた変なことをした予感がして、嫉妬して負の感情が溜たまってしまった結果、今の言葉をチョイスしたわ」

「予感で負の感情をチャージしてんじゃねぇよ！　別に何もしてねぇわ！」

　メッセージでは優しかったのに、なぜ今はこうなっている!?

「あ、あのさ……、どうだった？　変なこと、言われなかった？」

　サザンカは、普通に心配してくれているようだ。

　……爪の垢あかを煎じて、パンジーに飲ませてやりたい。

「変なことは言われてねぇから心配するな。一応、付きまとってる奴やつが誰かも分かったから、作戦の出来は上々だ。……ただ、わりぃ。付きまとうのをやめさせたかったんだが、失敗した。多分、まだ懲りずに付きまとってくると思う。だから、もう少しだけ俺と恋人のフリを続けなきゃならねぇと思うんだが……、平気か？」

「べ、別にそんぐらい、なんともないわよ！　大体、あんたが謝るようなことじゃないでしょ！　わざわざあたしのために、ここまでしてくれたんだし！　そ、それに……」

「それに？」

「その……、えっと……、さっきのあんただけど……、珍しく……か、か、か……」

「か？」

　サザンカの顔の赤さが尋常ではないのだが、大丈夫だろうか？　主に、俺の命が。

「かっこよかったわよ!!」

　うっさ！　すっげぇでかい声を出して、しかもそのまま走り去っちまった！

　あ～、あんまり離れるのはよくないと思うんだが……、もうすぐ休み時間も終わるし平気か。

　なんっつーか、女子から『かっこいい』なんて面と向かって言われたのは初めてだな。

　こう、これはこれで悪くないと言うか……

「ジョーロ君、今の貴方あなたの表情は、『かっこ悪い』という言葉に土下座するレベルだと思うの」

「せっかく良いい気分だったのに、台なしになったよ！　ほんと、てめぇは容赦ねぇな！」

「失礼ね。これでも我慢したのよ？」

「その言葉が、より俺を傷つけたよ！」

　少しでも気に食わないことがあると、すぐにふてくされて毒舌を飛ばしてきやがって！

　ま、『サザンカに付きまとう人物の特定』は達成できたし、今日のところはよしとしよう。

　次のミッションは、『ミントに諦めさせる』だ。

　今日で相手がどんな奴やつかは分かったし、この調子ならサクッと問題は解決できそうだな。





※






　──放課後。

　帰りのＨＲが終わり、教室を出た俺はコッソリとトイレに入り変装セットを着用。

　サングラスと帽子とマスクをつけてトイレから現れるものだから、そりゃあ周りの生徒から妙な視線を送られまくった。

　だが、変装セットをつけていないと、万が一ミントにチェリーと俺が一緒にいるところを見られたら、なんちゃって恋人関係とバレる可能性がある以上、仕方がない。

「それじゃあ、行こうか。ジョーロ君」

　ここから先は、西にし木き蔦づたではなく唐とう菖しよう蒲ぶ。つまり、チェリーの偽にせ彼かれ氏しとして振舞う時間だ。

　そんな俺を下げ駄た箱ばこの前で待っていてくれたのは、愛用のノートを片手に持ったコスモスだ。

　もしチェリーを付け回している奴やつに、コスモスがいるところが見られても、生徒会長として他校に向かう俺に同伴しているだけと言えるのは強みだ。

「やっほー！　雨あま露つゆっち、コスモスっち！」

　校門まで向かうと、俺おれ達たちに向かって笑顔で手を振るチェリー。

　最初は、俺おれ達たちが唐とう菖しよう蒲ぶ高校へ向かい、校門前で合流しようとしていたのだが、『自分が唐とう菖しよう蒲ぶ高校から出発すれば、ストーカーがついてくるかもしれないから、うちが行くっしょ！』とチェリーから申し出があったため、合流場所は西にし木き蔦づたの校門前になった。

　放課後の目標は、『チェリーに付きまとっている人物の特定』と、『彼氏として紹介され、唐とう菖しよう蒲ぶの生徒会に参加する大義名分を得る』だ。

　この両方が達成できたら、足踏みしていた夏休みと比べると今日のところは大躍進。

　理想を言えば、チェリーの問題を完全解決だが、さすがにそれは欲張りすぎだ。

　仮にストーカーが実在したとしても、出会ってすぐにあっさりと解決とまではいかないだろう。

「よぉし！　それじゃあ、唐とう菖しよう蒲ぶ高校まで案内するっしょ！」

　ギュッと俺の腕を抱きしめるが、その力はやや遠慮気味。コスモスの視線を気にしているのか、俺の腕を抱きしめるのが本当は嫌で仕方ないのか……、せめて前者であると幸いだ。

「チェリーさん。私わたし達たちは今日、何をすればいいんだい？」

「そだねぇ。まずは、生徒会室でみんなに紹介するっしょ！　その後は、各部活と委員会の視察をするから、一緒に来てほしいな！　どんな資材が必要かを確認しなきゃいけないっしょ！　……で、明日からはその買出し！　だから、本番は明日からかな！」

　放課後に向かう唐とう菖しよう蒲ぶ高校だが、あくまで今日は本来の目的の下準備。

　明日から行われる生徒会の買出しに、俺とコスモスが参加する大義名分を得る。

　買出しは、必然的に外へ出ることになるからな。

　そこで、チェリーに付きまとっている奴やつが現れたら捕まえる算段だ。

「分かった！　それにしても、唐とう菖しよう蒲ぶ高校のシステムは面白いね！　西にし木き蔦づただと、各部活に予算を配布して、部活ごとにそれぞれ資材を揃そろえることになっているから新鮮だよ！」

「唐とう菖しよう蒲ぶも前はそうだったみたいなんだけどねぇ。予算を活動内容と全く関係のないことに使ってた部活があって、生徒会が責任を持って資材を提供することになったんだ！　学校側からじゃないのは、あくまでも生徒の自主性を尊重したいからなんだって！」

　多分だが、西にし木き蔦づたメンバーの中で、一番チェリーと気が合うのはコスモスだろう。

　お互いに生徒会長だったり、同じ学年だったりと、共通点があるからな。

　それも、放課後にコスモスが同伴する理由の一つかもしれない。

「あ、あとさ、雨あま露つゆっち。うち、君に一つ心配してることがあるんだけど……」

　一つで足りる？　俺、諸もろ々もろを合わせると、軽く十個は心配事があるよ？

「なんでしょうか？」

「ほら、うちが前にお願いした彼氏像あるでしょ？　あれ、雨あま露つゆっちにできるかなって……。も、もちろん、無理にとは言わないよ！　ただ、できるなら……お願いしたいっしょ……」

　チェリーは、唐とう菖しよう蒲ぶ高校の生徒会メンバーに、『二人きりの時はド変態だけど、普段はオドオドして弱気な普通の男の子！　でも、いざという時はすごく頼れる人』って、俺のことを説明したんだよな。紳士たる俺に、『ド変態』を演じるのは非常に難しいが、そこは二人きりの時のみなので、問題なし。チェリーが気にしているのは、そこから先の部分だろう。

『普段はオドオドして弱気な普通の男の子』

　確かに、俺ではそいつを演じるのは、難しい。

　……けどな、それだったら、あいつの出番だ！

　そう。ここからは……




「はい！　任せて下さい、チェリーさん！　あははは☆」




　やぁ、みんな！　久しぶり！　僕だよ！

　ふっ。俺の猫かぶりは中々のものだから、何も不安に思うことなどないぞ、チェリーよ。





※






　無事にチェリーの希望を叶かなえ、まさにイメージ通りの彼氏像となった俺は、いよいよ唐とう菖しよう蒲ぶ高校へ到着。今のところ、尾行者はいない。そして、チェリー曰いわく唐とう菖しよう蒲ぶ高校の生徒ではないそうなので、これ以降現れる可能性も低いだろう。

「ふぅ……。唐とう菖しよう蒲ぶ高校に到着しましたし、これは外しますね！」

「う、うん……。そうだね……」

　サッと変装セットを取り外し、爽やかな笑顔を披露する俺。

　しかし、なぜかチェリーが、さっきから俺と一向に目を合わせようとしない。

「チェリーさん、どうかしましたか？」

「ひっ！　やめて！　雨あま露つゆっちの癖に、そんなキラキラした目でうちを見ないで！」

　なんだその態度は!?　てめぇの希望を叶かなえてこうなってんだぞ!?

　大体、俺はこの状態で中学時代を過ごしてきたんだ！　中学時代の俺に謝れ！

「チェリーさん。本当のジョーロ君を知っていると、そうなってしまう気持ちは分かるが、君が頼んだことだろう？　多少は、我慢しないと……」

「そうだよね、コスモスっち……。うちが頼んだんだもんね……」

　俺だって、やりたくてやってんじゃねぇんだからな！

　久々だから、ちょっとだけ楽しい気持ちはあるけど……。

「それじゃ、生徒会室に行くっしょ！　そこで、二人をみんなに紹介するね！」

「分かりました！　皆さんに気に入ってもらえるよう、頑張りますね！」

「い、いやぁ～……、あんまり頑張り過ぎないほうがいいと思うけどなぁ～」

　うるさい、黙れ。俺は、このキャラが万人受けすると信じて止やまないんだ。

　てめぇが気持ち悪がってるのだって、あくまでも本性を知ってるからに決まっている。




「やっほー！　みんな、おまたせっしょ！」

　バン！　と、でかい音を立てて開かれるドア。

　その先に広がる光景に、俺とコスモスは素直に驚いた。

「うわぁ～……、ここが唐とう菖しよう蒲ぶ高校の生徒会室ですか……」

「すごいね。西にし木き蔦づた高校とは、大違いだよ……」

　もはや西にし木き蔦づたとは作りが違うっていうか、格が違うじゃねぇか。

　まず、西にし木き蔦づた高校の生徒会室は、ホワイトボードとパイプ椅子。それに、折りたたみ式の机を二つくっつけて中心に置かれている。

　それに対して唐とう菖しよう蒲ぶ高校は、椅子じゃなくてソファー。しかも、やけに高そうなのが二つ。

　その間には、木製の立派な机が配置されていて、お洒しや落れなティーパーティーが開けそうだ。

　おまけで、生徒会長には専用の机と、これまた立派な椅子まで提供されている。

　そして、根本的に広い。うちの生徒会室の二倍以上はある。

　っと、いかんいかん。つい、あまりの光景に呆ほうけてしまったが、自己紹介をせねば。

「あ、えっと……、初めまして。如月きさらぎ雨あま露つゆです。西にし木き蔦づた高校の二年で、チェリーさんとは仲良くさせていただいております」

「初めまして。西にし木き蔦づた高校生徒会長の秋あき野の桜さくらです。チェリーさんには、以前西にし木き蔦づた高校の図書室の件で非常にお世話になったので、そのお礼にこちらの生徒会業務を手伝いに来ました。至らぬところがあると思いますが、よろしくお願いします」

「「「「…………」」」」

　俺とコスモスが、それぞれ自己紹介をするが、反応はいまいち。鋭い視線が飛んできて、なんというか、少し……いや、かなり警戒されている気がする。

　恐らくだが、これがチェリーの言っていた、唐とう菖しよう蒲ぶ高校の排他的な校風というやつだろう。

　そう簡単に、信頼は得られそうにないってことか。

「みんな、前にちゃんと説明したじゃん！　ほら、うちの彼……うぷ。そこはかとなく大事な人と、その友とも達だちが手伝いに来てくれたんだから、そんな失礼な態度しちゃダメっしょ！」

　すかさずフォローを入れてくれたことには感謝しよう。だが、『うぷ』とはなんぞや？

「よぉし！　早速、みんなのことを雨あま露つゆっちとコスモスっちに紹介するっしょ！　まずは──」

　テキパキと他の生徒会メンバーを紹介していくチェリー。

　前もって、メンバーの名前は聞いていたので、あとは顔と一致させるだけだ。

「次は……あ！　山やま口ぐちっちは今日、お休みか！」

　ちなみに山やま口ぐちっていうのは唐とう菖しよう蒲ぶ高校の会計の人だ。

　大して重要でもないし、紹介は軽く済ませるぞ。

　山やま口ぐちさん、モブキャラ。以上。

「それじゃあ最後に……はい！　書記のリリスっちだよ！」

　最後にチェリーが紹介したのは、女子にしては高い一六五センチメートル程の身長の少女だ。

　前髪がすさまじく長いため顔はよく見えないのだが、それよりも両手で、チェリーと二人で撮ったであろうプリクラを貼ったスマホをやけに大切そうに持っているのが、印象的。

　しかし、書記か。以前の俺と同じ役職だから、少しシンパシーを感じてしまうな。

「リリスっち、この人がうちの彼氏の如月きさらぎ雨あま露つゆ君っしょ！　どう？　かっこ……うっ！　結構見れないこともない人でしょ？」

　このまま、偽にせ彼かれ氏しとバラしてくれようか……。

「初めまして。如月きさらぎ雨あま露つゆです。えっと、リリスさんって本名は……」

「蘭らん頂ちよう朱あかね！　名前を並び替えて『朱頂蘭アマリリス』だからリリスっち！　雨あま露つゆっちと同じ二年生！」

「……（コク）……（コク）」

　なぜ、チェリーが説明して、この子は頷うなずくだけなのだ？

　ん？　何やら、スマホをタプタプといじり始めたが……

『初めまして。蘭らん頂ちよう朱あかねです。よろしくお願いします』

　スマホで会話をするんかい！　無口にも程があるだろ！

「あはは！　最初はビックリするよね！　リリスっち、すっごく内気だから、滅多に自分から喋しやべらないんだ！　だから、スマホでこうやって話すんだよねぇ～」

「それで、生徒会の業務に支障をきたしたりとかしないんですか？」

『きっと、うまくいく。私の名字通り』

「ごめん、ちょっとよく分からないんだけど……」

「リリスっちは、映画が大好きでね！　よく映画の話をしてくれるんだ！　多分だけど、それも何かの映画の話だよね？」

『インドの映画だよ。そんなことも知らないの？』

　ちょっと映画を知らないだけで、なんか棘とげのある言葉が飛んできた気がするのですが……。

「あと、雨あま露つゆっちの心配は無用だよ！　リリスっち、すごく頼れる子だから！　うちが生徒会で一番信用してるって言ってもいいぐらい！」

「……（コク）！　……（コク）！」

　さっきよりも、強い力で頷うなずいている。多分だけど、褒められて喜んでいるのだろう。

　俺への態度とは段違いである。

『私が、チェリーさんの一番。だから、如月きさらぎ君はいなくても平気だよ』

　俺だって、いたくているんじゃないんだからな！　そんな冷たい態度をしないでくれよ！

「すごいな。日常会話に支障をきたさないレベルで、スマホに文字を入力するなんて。是非、私も習得したい技術だ……」

　コスモスの興味を持つポイントは、なんだかおかしい気もしたが、まぁいいか。

　いったい高速タップを身につけて、この人は何をするつもりなのやら……。

「そっか。えっと……、これからよろしくね」

「…………（プイ）」

　思い切り、そっぽを向かれた……。

　チェリーが言うから、特別に参加させてあげるって感じの態度だ。

　こりゃ、彼氏って肩書きがあっても、大義名分を得るのはそう簡単じゃなさそうだぞ……。

「さてと、それじゃ早速生徒会を始めるっしょ！　今日の部活と委員会の視察だけど、二組に分かれてやろうね！　雨あま露つゆっちとコスモスっちは、うちとリリスっちと一緒だよ！　ついでに、唐とう菖しよう蒲ぶ高校を案内してあげる！」

『はい。頑張ります』

　チェリーの言葉にはスマホで俊敏に返答。俺おれ達たちへの態度とは大違いだ。

「ちなみに、うちらの担当は主に委員会回りね！　……まずは、図書委員から向かうっしょ！」

「……え？　チェリーさん、それってまさか……」

「ささ、みんな動いた動いた！　よぉ～し！　頑張るぞぉ～！」

　なに、一応の彼氏である俺をシカトして話を進めてんだ！

　図書委員からって……、つまり、俺の上位互換のあいつと会うってことじゃねぇかよ……。





※






　生徒会室を出て、向かった先は当然ながら唐とう菖しよう蒲ぶ高校の図書室。

　デデンと構えられた仰々しい木製の扉。俺にはそれが、魔王城の門のように見えた。

「じゃ～あ～……、雨あま露つゆっちお願い！」

「え？　ぼ、僕ですかぁ!?」

　いやいやいや、勘弁してくれよ！　てめぇはこの先にいる奴やつに会うのが気まずいかもしれねぇけどよ、俺はその百倍は気まずいんだぞ？　それだったら、コスモスに……いや、ダメか。

　以前に俺とあいつは、『負けたほうは、パンジーとパンジーの友とも達だちに二度と近づかず話しかけない』という罰ゲームのかかった勝負を行って、俺が勝利している。

　つまり、負けてしまったあいつは、パンジーの友とも達だちであるコスモスには近づけないし話しかけられないのだ。その約束を、コスモスから破るわけにはいかないだろう。

「ジョーロ君、私は約束の都合上、彼には近づかないほうがいいと思うんだ。ただ、君はそういう意味では問題ない……はずだ」

　だよな。俺は……、パンジーの友達じゃねぇから、ギリギリセーフっちゃセーフだ。

「できればリリスに行ってもらいたいなぁ～、なんて……」

『私、あの人は苦手。それに如月きさらぎ君は、チェリーさんの恋人でしょ？　彼氏なのに、彼女のお願いを聞かないの？』

　手厳しい！　なんか、これも認めるか認めないかのテストの一環みたいになってるよ！

　……ちっくしょ～。なぜ、俺ばかりこんな苦労を……。

「分かりました……。ただ、できれば話してる時は一緒にいてもらえると……」

「「もちろんだ（っしょ）!!」」

　二人ともそう言ってくれるなら、最初ぐらいは頑張ってみるか。では……いざ、出陣！

「どうもぉ～！　生徒会でぇ～す！　図書室の視察をさせていただきますね！」

「ああ。そういえば、今日は生徒会の視察が……って、君は……」

　勢いに任せて図書室に突入すると、やはり奴やつがいた。

　相変わらずの純朴系イケメン。返却された本を整理する姿すら絵になる男。

「……ジョーロ？」

　俺の圧倒的上位互換である、葉は月づき保やす雄お……通称『ホース』君の登場だ。

　もしかしたら、爽やかに歓迎してくれるかなとか期待したけど、そんなことはまるでなし。

　すさまじく訝いぶかしげな視線が、グサグサと突き刺さっている。

「ジョーロだ。どうして？」

　さらにその隣には、ホースの幼おさな馴な染じみであるつきみこと草くさ見み月ルナもいる。

　相変わらず、小柄な割にとんでもなく主張の激しい胸が目立つ。

　フーちゃんは……、いねぇか。多分、野球部のほうで練習してるんだろうな……。

「……なんで、君が唐とう菖しよう蒲ぶ高校に？」

「やっほー、ホース！　おひさぁ！　実は、生徒会の手伝いで視察に来たってわけさ！」

「へぇ……。そうなんだ……」

　早速、プレッシャーがやばいんですけどぉ！

　つか、他の奴やつらは何をやってんだよ？　早く来てくれって！　俺一人じゃ……

「お……、おっじゃましまーす！」

『失礼します』

「久しぶりだね。ホ……こほん。つきみさん」

「チェリーさん、リリス……コスモスさんがいる。びっくり」

「…………っ！　ひ、久しぶりです。チェリーさん、リリスちゃん」

　俺の願いを感じ取ってか、残りの三名も続々と図書室へ入室。

　そんな中、俺とは違う意味で気まずい空気を醸かもし出だしているのはコスモスとホースだ。

　約束の件があるから、お互いに話しかけられず、何とも言えない感じになっている。

　よし！　ここからはみんな一緒だし、どうにか──

「それじゃ、早速視察を始めるっしょ！　つきみっち、図書室に入った新しい本のこととか色々おっしえて～！」

「分かった。ホースに、聞かなくて平気？」

「あー……、うん！　だいじょぶだいじょぶ！　そっちは、雨あま露つゆっちの担当だから！」

「つきみさん、私には貸し出しシステムについて色々教えてほしい！　ささ、早く！」

「うん。……あ、コスモスさん。菫すみれ子こに『ごめんなさい』って伝えてほしい」

「そのぐらいお安い御用さ、つきみさん！　任せてくれたまえ！」

　裏切り者ぉぉぉぉぉ!!　なんで、俺とホースを取り残して、そそくさと逃げてんだよ！

　さっきの『もちろん』はなんだったんだ!?　リリスも、そっちについてっちゃってるし！

「……で、どういうことかな？　僕の担当は、君みたいだけど？」

「その……、実はよ、チェリーさんの頼みで、彼氏のフリをしている。んで、その際にキャラを変えてくれって頼まれた。だから、普段と違う喋しやべり方かたもしてる」

「へぇ……。君が、チェリー会長の彼氏ねぇ……」

　……気まずい。めっちゃ、気まずい……。

　昔のキラキラホースに、今だけは戻ってくれと思わずにはいられない。

「なんで、そんなことになっているのかな？」

「……チェリーさんからは何も聞いてねぇのか？」

「そうだね。何も聞いてないよ」

　……どうやら、チェリーとホースの関係が良くないというのは、本当のようだ。

　以前までの関係だったら、チェリーのトラブルをホースが知らないなんて有り得ない。

　ただ、それなら俺から事情を説明するより……

「その辺は、チェリーさんから聞いてくれるとありがたいんだが……」

「聞けるような状況じゃないって、分からないわけないよね？」

　仰おつしやる通りでございますね……。はぁ、仕方がない。なら、俺から説明しておくか……。

「──つうわけだよ。だから、俺がチェリーさんの恋人のフリをしてるわけだ」

「ふーん……。そんなことになってたんだ」

　事情を手短かに説明すると、興味のなさそうな反応が返ってきたが、実際は違うのだろう。

　さっきから、図書室の視察をするチェリーを、心配そうな眼まな差ざしでチラチラと見つめている。

　この態度を見ていると、二人の仲が悪いというのが噓うそにも思えてきてしまう。

「ったく、本当なら偽にせ彼かれ氏しはてめぇの役割だったんだからな……」

「それはご愁傷様。けど、仕方ないでしょ。僕とチェリー会長は、疎遠になってるんだから」

「なんでんなことになってんだよ？　前は、あんなに……」

「髪留めの件……と言えば、君なら分かるよね？」

　やっぱり、それが原因か……。

「あの勝負以降、チェリー会長とは、話さないどころか、顔も合わせてなかったよ」

　俺とホースが以前に行った……『地区大会の決勝戦で、どちらが女の子から多くの髪留めをもらえるか』という勝負で、チェリーはホース側についていたはずなのに、最後の最後、土ど壇たん場ばで意見を変えて俺に髪留めを渡した。

　そして最終的に勝負は、俺が１００、ホースが98で俺の勝ちという結果で終わった。

「チェリー会長の髪留めさえ手に入れていたら、こんなことにはならなかったんだけどね」

　その通りだ。もし、チェリーがホースに手渡していたら、勝負は引き分けとなり、お互いに罰ゲームは実行されなかっただろう。

　だが、現実では決着がつき、ホースは二度とパンジーとその友とも達だちに近づけず、話しかけられないという制約を設けられることになってしまった。

　そうなっちまった原因の一端が、チェリーにあるっちゃあるからなぁ～。

　けどよ……

「なぁ、ホース。チェリーさんのことを許してやってくれないか？　あの人は、今でもてめぇのことを大切に想おもってて、きっと仲直りを──」

「だから？　どれだけ大切に誰かのことを想おもっても、届かない気持ちは届かない。それを僕に教えてくれたのは君だよね？」

　うぐっ！　こいつ、完全に意気消沈してると思いきや、そうじゃねぇから厄介だ。

　しかも、話をまともに聞く態度にも見えねぇし……。こりゃ、俺には荷が重かったか？

「ジョーロ。君と僕は似た者同士だ。だから分かるだろう？　もし、君が僕の立場だったらどうなっていた？　……それが分からない君じゃないよね？」

　手厳しいことを言ってくれる。

　けど、そうだな……。もし、俺がこいつの立場になっていたら……、

「……多分、今みてぇな状況になってたと思うよ」

　ま、俺が負けていた場合は、パンジーとその友とも達だちに近づけなく、話しかけられなくなるんだから、問答無用ってところはあったが、それを無視したとしてもだ。

　きっと、コスモスやひまわり、それにあすなろと疎遠になっていただろうな……。

「ちゃんと分かってくれて助かるよ。……じゃあ、チェリー会長の件は君に任せていいよね？　僕に勝つのに比べたら、そのぐらい簡単でしょ？」

　自分で言うなっつーの。……けど、まぁ、そうだな……。

「分かったよ。チェリーさんの件は俺がなんとかする。……それで、満足か？」

「うん。大満足だよ」

　はぁ……。言いくるめようとしたら、逆に言いくるめられた。

　さすが、俺の上位互換様だよ。弱っていても、俺よりも圧倒的に優秀だ。

「ところでさ、もう一つ教えてほしいんだけど……」

「なんだよ？」

「……菫すみれ子こは、元気？」

　そう言ったホースの顔は、以前と同じ……いや、以前よりも澄んだ瞳をしていて、こいつが未いまだにパンジーに対して、強い気持ちを抱いていることがよく分かった。

「……元気だよ。むしろ、元気すぎて困ってる」

「そっか。……うん。それなら良かった」

　キャラは以前と大分変わったが、きっと根っこの部分は変わってねぇんだろうな。

　あんなひどいフられ方をしたのに、パンジーを心配するなんて……本当にこいつは、こっちが困るぐらいに良いい奴やつだよ。

　そんな俺の視線に気づいたのか、ホースがどこか照れくさそうにそっぽを向く。

　そして……、

「前は殴ったりして……、ごめん」
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　小さな……、本当に小さな声だが、確かにホースはそう言った。

　きっと、あの勝負の後から、ホースも色々と考えていたのだろう。

　人のほとんどいない図書室、寂しげな雰囲気、こいつも本当に苦労していたのだ。

　勝負事に、勝者と敗者が生まれるのは仕方がないのだが、こんなボロボロのホースを見ていると、なぜか胸が妙に苦しくなる。

　それはきっと、先程こいつが言った通り、俺おれ達たちが似た者同士だからだろう。

　……大丈夫だよ、ホース。似た者同士のよしみだ。

　前に殴られたことは、綺き麗れいサッパリ水に……【バン！】

「やっほー！　ホース！　遊びにきたよぉ！」

「ホース、ホース！　おすすめの本、教えてぇ～ん！」

「今日の放課後は、図書室でホースとおっはなしターイム！」

「うわぁ！　みんな、そんないっぺんに来られちゃうと……」

　なんか、ドアの向こうからすっげぇ沢山の女の子が来たんですけどぉ!?

　なんっつう人数だ！　軽く三十人はいるぞ！

　ホースの野郎!!　俺がド変態なんちゃって彼氏をやる羽目になったってのに、そっちはのん気に可愛かわいい女の子達たちとイチャイチャですか!?　ああ、そうですか！

「ねぇ、ホースお兄ちゃん！　今度の休み暇ぁ？　暇なら、私に付き合ってよん！」

「ダメ！　ホースにぃにぃは、あちと一緒に遊ぶのぉ！」

「ホース兄貴、これ作ってきたから、味見してくれよ！　……い、嫌か？」

「あはは……。困っちゃうなぁ……」

　妹、何人いんだよ！　ほんっと、むかつく!!

　謝罪したぐらいで、殴ったことが許されると思うんじゃねぇぞ！

　水は水でも、汚水で流してやっからな！　もうすっげぇ汚い水で流してやるからな！

　そんで、てめぇもド変態騒動に巻き込んでやる！　死なば諸もろ共ともだ！





※






　どうにかこうにか、全ての委員会の視察を終えて生徒会へと戻った俺おれ達たち。

　その後の話し合いで、各部活や委員会が必要としている資材のリストアップは完了したので、明日からはいよいよ買出しのスタートだ。

　ちなみに、みんなからの信用を得られたか得られなかったかという話だが……

「コスモスさん、こっちのチェックは無事に終わりました！」

「このリストでどうでしょうか？　コスモスさん！」

「いや、本当にコスモスさんはすごいですね。まさか、ここまで予算を浮かすとは……」

「そんなことはないさ。皆がしっかりと調べてくれたおかげだよ」

　無事、コスモスさんがとても信用されました……。

　こうなった理由は、至ってシンプル。コスモスが、初日から超絶大活躍をしたからだ。

　視察の際、ただ案内され活動内容を見る俺とは違い、コスモスは委員会に存在する資材の用途を逐一確認し始めた。するとまぁ、出てくる出てくる。実は使われてない資し材ざい達たち。

　それらをリストアップ後、当然ながら、本来担当ではなかった部活のほうも確認。

　結果として、それぞれの部活や委員会で使えるのに使われていない資材を回収し、必要としているほうへ回すという手段を取ることにして、予算を二割ほど浮かした。

　そりゃ、信用もされるもんですわ。世の中、結局は金か……。

「うぅ～、うちの立場がないっしょ……」

　チェリーよ、相手が悪かったな。

　コスモスって、乙女チックだけど生徒会長モードの時は、相当すごいんだわ。

　ただ、そこまでコスモスが力を示しても、未いまだに信用していない人物が一人。

『如月きさらぎ君、聞きたいことがあるんだけど、いい？』

「何かな？　……リリス」

　俺おれ達たちと一緒に行動をしていたリリスだ。コスモスを信用していないというよりは俺を警戒しているといった態度で、前髪で隠れてよく見えないが、今日一日やけに視線を感じた。

　で、話とはなんだろう？

『チェリーさんの、どこが好き？』

　うわぉ！　これはまた、随分とドストレートな質問が飛び出してきましたなぁ！

「それは、今答えなきゃダメ……かな？」

『しばらく、唐とう菖しよう蒲ぶ高校に来るんでしょう？　教えてよ』

　なんだろう？　すげぇ試されてる気がする……。ここの答えを間違ったら、絶対やばい。

　となれば、ここは……

「破天荒って言葉が、よく似合う人かな。よくメチャクチャなことをするけど、不思議と許せちゃう。きっと、いつも明るく楽しそうに笑ってるからだろうね。あと、いざという時になると、意外と常識的で頼れる一面もあるし。……そんな、素敵な女性だと思ってるよ」

　秘技！　上位互換丸パクリ！　この台詞せりふは、もちろん俺ではなくホースの台詞せりふである。

　以前、まだ俺おれ達たちの仲が良好だった頃、西にし木き蔦づたの図書室の手伝いに来てくれたホースにこっそりとチェリーをどう思っているか聞いてみたら、こう言っていた。

　まさか、こんなところで役に立つとはな……。

「雨あま露つゆっち……。うちのことをそんな風に思ってくれてたの……」

　さすがだぜ……。リリスじゃなくて、チェリーに効果が抜群だ……。

『そっか。ちゃんとチェリーさんのことを分かってるんだね。すごく安心した』

　おお！　前髪でよく見えないが、口元は笑ってるぞ！　これは、うまくいったっぽい！

『これからもよろしくね、如月きさらぎ君。一緒に生徒会、頑張ろうね』

　よっしゃぁ！　今日はダメかと思ったが、最後の最後でリリスの信用を得られたぞ！

　それなら、『彼氏として紹介され、唐とう菖しよう蒲ぶの生徒会に参加する大義名分を得る』は達成だ！

「よ、よぉ～し！　それじゃ、そろそろ今日の生徒会はおしまいにして、帰ろっか！　あ、雨あま露つゆっち、一緒に帰ろう……ね？」

　なんだろう。頰を赤く染めて、俺をチラチラと見つめる仕草が超可愛かわいい。

　こんなしおらしいチェリーを見れるなんて──

「それでイチャイチャしながら……ホースっちと何を話したか、うちに話しつつ帰ろうね！」

　そんなこったろうとは思ってたよ！　後半、本音がまるで隠せてねぇじゃねぇか！

「私も、今日は失礼しようかな。皆、明日からまたよろしく頼むよ！」

「「「「かしこまりました！　コスモス様!!」」」」

　こっちも調教はバッチリと……。まぁ、うまくいってよかった……よな？

　こうして、来訪初日はそれなりの面倒事を抱えつつも、無事に終了。

　再び変装セットを着用した俺は、チェリーとコスモスと共に唐とう菖しよう蒲ぶ高校をあとにした。
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　午後七時。駅であいつらと別れた俺は一人夜道を歩く。

　人通りの少ない住宅街。少し古ぼけた街灯がチカチカと道を照らしている。

　明日から、本格的にスタートするチェリーのストーカー探し。

　一応、今日で準備は整ったのだが……、相変わらず実在するという確証はなし。

　つか、マジでいねぇんじゃねぇの？

　チェリーと恋人のフリを始めてから、そろそろ二週間が経たつんだぞ？

　いるんだったら、いい加減出てきても……

「っと、あっぶな！」

　目の前にあった段差に躓つまずき、危うく転びかけた。

　普段ならこんぐらい気づくんだが、なんか今日はやけに視界が……ってそうか。

　サングラスと帽子とマスクの、変装セットをつけっぱなしだったな。

　もうチェリーとは別れたし、そろそろ外して──

「如月きさらぎ雨あま露つゆだな？」

「……はい？」

　およ？　いつの間にやら、俺の目の前に一人の男が立っているではないか。

　どこの学校……って、私服だし分からねぇな。……つか、誰だこいつ？

「あの……、貴方あなたは……？」

「炭すみ印いん嵐あらし」

　うん。聞いたことのない名前だね。嵐あらしさんとか、うちの母ちゃんがテンションの上がりそうな名前をしていらっしゃる。しかも、ちゃっかり美形。丸みを帯びた綺き麗れいな目に、髪型はオールバック。身長は……、俺のほうがちょっと高い。男子の平均よりちょい下って感じかな。

　ところで、このタイミングで現れたってことは、こいつってもしかして……

「桜さくら原ばら桃ももと別れろ」

　ですよねぇー！　そんな気はしてたっていうか、それ以外有り得ないよね！

　こいつが、チェリーに付きまとってた奴やつってことか。

　まさか、直接俺に来るとは思わなかったな……。

　結局、サザンカもチェリーもしっかりと付きまとってる奴やつは実在した、と。

　よかったのか、よくなかったのか……。

「チェリーさんと、別れる？　……僕が？　どうして？」

　一応、チェリーに言われた彼氏像を崩さないよう、僕モードで対応。

　そういや、こいつってチェリーに何度も告白をしてるんだよな？

　それで、俺に別れろって言いにきたってことは……、全然諦めてねぇってことかい！

　ミントといい、こいつといい……、ほんっと強情な奴やつばっかだな！

「桜さくら原ばら桃ももに最も相応ふさわしいのは、俺だ」

　いやね、俺も君のほうがいいと思うよ。だって俺、偽にせ彼かれ氏しだし。

　だが、生あい憎にくとそう素直に言えるわけではないので……

「悪いけど、それはできないよ。僕、チェリーさんのこと大好きだもん」

　右手の親指と人差し指をすり合わせつつ、俺はそう言った。

　うぅ……。噓うそとはいえ、女の子の名前をあげて好きというのは、恥ずかしいな。

　これで納得してもらえるとは思わないのだが、嵐あらしの反応は……

「ずっと好きだった。毎日、彼女のことしか考えていない。なのに、お前が彼女と付き合うなんて、おかしい。おかしいおかしいおかしい」

　あのぉ～、嵐あらしさん？　なんだか口調が段々荒っぽくというか、やけにサイコチックに……。

「だから、考えた」

「考えたって、何をかな？」

　ぶっちゃけ、今すぐこの場から逃げ出したいぐらい、怖いんですけど……。

「桜さくら原ばら桃ももと別れなければ、お前を殺す」

「殺すって、そんな大おお袈げ裟さな……うぐっ！」

「俺は本気だ。彼女の一番は、誰にも譲るつもりはない」

　ホースくぅぅぅん！　今すぐ俺とポジション代わってぇ！　本当の一番の出番だよぉ！

　なぜ、偽にせ彼かれ氏しの俺が胸倉を摑つかまれて、こんなことまで言われなくてはならんのだ。

　ムカついてきた……。ならば、ここはガツンと……

「悪いけど、僕はチェリーさんと別れるつもりは……」

「ふん」

「うわっ！　……っつう！」

　こいつ、話を最後まで聞く前に思いっきり、胸倉から手を離して突き飛ばしてきやがった！

　いってぇな！　モロに、尻が地面に直撃したじゃねぇか！

　しかも、サングラスも取れちまったし！

「……明日までだ。明日までに別れろ」

　ムカつくぅぅ！　もーう我慢ならん！

　ここは多少のダメージは覚悟してでも、こいつをボッコボコに……ん？　……困ったな。

　俺の尻が、もっとコンクリートの感触を味わいたいと駄々をこねているではないか。

　これでは立ち上がれんな！　まったく、困った尻だぜ！

　決して、ビビッて立ち上がれないわけではないので、そこは勘違いしないように。

　ところで、嵐あらしがゴソゴソとポケットを漁あさっているのだが、何を取り出す……ぎゃぁぁぁ！

「別れていなかったら、お前を殺す」

　こ、こいつ！　とんでもねぇもんを取り出しやがった！

　嵐あらしが鞄かばんから取り出したのは、小さな折りたたみ式のナイフだ。

　だが、小さくてもそれは刃物である以上、その機能は失われていないわけで……

「ちょ、ちょっと待ってよ！　それはさすがに……」

　ガクガクと震える足で、尻餅をついたまま引き下がる俺。ジリジリと近づいてくる嵐あらし。

　その際に、嵐あらしの足が俺の落としたサングラスを、グシャリと踏み潰した。

　ひしゃげたサングラスが、まるで自分の未来を暗示しているようで、より一層恐怖が高まる。

「忘れるな？　俺は、容赦をしない」

　最後にそう言い捨てると、嵐あらしは闇の中へと消えていった。

「まずいな……、チェリーの奴やつ、洒しや落れにならねぇ相手に付きまとわれてるじゃねぇかよ……」

　懸け念ねんされていた『チェリーに付きまとう人物の特定』は、向こうから来る形で達成。

　そして、現れた『炭すみ印いん嵐あらしに諦めさせる』という新たなミッション。

　これは……、実現可能なのか？　随分な難題を抱えちまったな……。














【俺はいよいよ覚悟を決める】









　今、俺の眼下には壮大なアルプスの草原が広がっている。

「あは！　あはははは！」

「んち！　んちちちち！」

　ヨォ～ロ♪　ヨォ～ロ♪　ヨッホッホ♪　ヨッホヨホヨッホッホ♪

　いやー！　今日の夢は、ブランコスタートかぁ～！

　なぜか知らないけど、某アルプスの少女が乗ってそうな、どこと繫つながっているかよく分からないブランコを、ブワンブワンとエンジョイしているぜ！　口笛でも吹いちゃおうかなぁ～！

　隣には、俺と同じようにブランコに乗って、満面の笑顔のモクセイ。

　どうしてこんなことになっているかを気にするのは、夢なんだし野暮ってもんだよな！

「ジョーロ、いよいよ明日んち！　明日、君に最悪の事態が起きるんち！」

　ブランコをエンジョイしているからか、やけにハイテンションなモクセイ。

　とても最悪な事態が起きるとは思えない感じだが、ま、夢だしいっかぁ！

「おう！　大丈夫だぜ！　前回は忘れててごめんな！　けど、今回はもう、バッチリ！　すんげぇしっかりちゃんと覚えてるから、任せてくれよな！」

　なので、俺もハイテンションにお答えした。

　多少不安はあるが、なーんにも問題ない！　だって俺、ちゃんと覚えてるし！

「その言葉を聞けて安心したんち！　……でも、本当に平気？」

「もっちろん！　だって、逃げりゃいいだけだろ？　簡単さ、簡単！」

「……じゃあ、証明してくれるんち？」

「証明？　それはいったい……あ、あれ？」

　気づくと、俺はブランコではなく、草原に置いてある椅子に座っていた。

　さすが、夢。コロコロと場所が変わりやがるぜ……。

　モクセイは……、なんだか少し離れた所に立って、俺に手を振っているぞ。

「ジョーロ！　ここまで来てほしいんち！　それが、証明になるんち！」

　まったく、お茶目なベンチさんだぜ。どれ、仕方がない。ならば、そこまで……って、あれ？

　なぜか、足が震えて立てないぞ。いったい、どうして……

「わ、悪いモクセイ！　なんか、足が震えて立てそうにない！　だから、そっちが──」

「そんなことないんち！　ジョーロはちゃんと、ここまでこれるんち！」

「ぐっ！」

　そうか。これは、俺がちゃんと逃げられるか試すために、モクセイが用意した状況なのか。

　ならば、それに応えるためにも椅子から……くっ！　ダメだ！

　足が動かなくて、立ち上がれねぇ……。

「ダメだ！　やっぱり俺には立てそうにない！」

　そう言うと、モクセイは瞳に涙を目一杯溜ため、俺をギュッと睨にらみつけた。

「ジョーロのバカっ！　何よ意気地なしっ！　一人で立てないのを足のせいにして！　足はちゃんと動くんち！　ジョーロの甘えん坊！　怖がり！　意気地なし！　どうしてできないんち！　そんなことじゃ一生立てないんち！　それでもいいの？　ジョーロの意気地なし！　ワタシもう知らない！　ジョーロなんかもう知らない！」

　うっ！　まるで、この台詞せりふを言うために用意された状況のような気もしなくはないが、まずいぞ！　モクセイが遠くまで走り去ろうとしているではないか！

　このまま離れるなんて嫌だ！　なんとかしないと……

「モクセイ！　モクセイ！　モクセェェェェェイ！」

　震える足に力を込め、なんとか彼女を引きとめようと、俺は立ち上がり叫んだ。

　あ、あれ？　俺？　もしかして……

「ジョーロが……、ジョーロが立ってる！」

　俺の様子を見て、涙を流すモクセイ。

　そうだよな！　やっぱり俺、ちゃんと立ててるよな！

「よかった！　よかったんち！　これだけ勇気がある君なら、大丈夫んち！」

　まだだ！　ただ、立ち上がるだけじゃ物足りない！

　このまま、離れてしまったモクセイのところまで一気に追いついて……【ズン！】

「ふっごぉぉぉぉぉ!!」

「ジョ、ジョーロ！」

　な、なんだ!?　突如として空から巨大な柔らかい何かが降ってきて、俺の体を押しつぶしやがったぞ！　しかも、なんか湿ってビチビチしてる！

　鼻孔に届く小麦粉の香り、口内に広がるカスタードの味……これは、クリームパンか！

　なぜ、ビッチビッチの巨大なクリームパンが、いきなり俺の体を押しつぶしているのだ!?

「いけない！　このままじゃ、せっかく手に入れた勇気が全部なくなっちゃう！」

　大慌てで俺のそばに駆け寄ろうとするモクセイ。だが、クリームパンはそれを許さないのか、上のほうに生えるアホ毛のようなものをムチの如ごとくしならせ、モクセイの行く手を阻はばんでいる。

「くっ！　このままじゃ、近づけないんち……」

「だ、大丈夫だ、モクセイ。俺、ちゃんと覚えてるから……、絶対、ベンチに座ったらダメってことは忘れないから……」

　圧迫され、呼吸すらも困難な状況だが、俺はどうにか声を振り絞ってそう言った。

　ちゃんと勇気も出せた。やるべきことはやれた。

　だから、モクセイとの約束は…………。

　と、そこまで考えたところで、俺の意識は夢の中だというのに暗転したのであった。
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「おっはよぉ！　ジョーロ！」

「うぎぇ！」

　な、なんだ!?　俺はベッドでゆっくりと眠っていたはずなのに、いきなり全身にとんでもない衝撃が襲い掛かってきたぞ！

「えへへ！　起きたぁ？」

「……ひまわり、かよ……」

「そだよ！　ひまわりだよ！　ジョーロが、お寝坊しないように起こしに来てあげたの！」

　薄ぼやけた視界が徐々に回復していくと、俺の瞳に映っていたのは幼おさな馴な染じみのひまわり。

　俺の体の上で天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を見せながら、アホ毛をピコピコと揺らしている。

　だが、なぜだろう？　そのアホ毛が、俺にはムチのしなりに見えた。

　まぁ、多分さっきまで見ていた夢が……あ、あれ？

「俺、どんな夢見てたんだっけ？」

「う？　ジョーロが見てた夢？　……分かんない！」

　そりゃそうだ。けど、俺は何か勇気を出して、大いなることを達成したような……

「ま、いっか！　何かを達成しても、夢じゃ意味ねぇしな！」

　うん！　なんか最近、夢の内容を忘れがちな気がするが、夢なんてそんなもんだろ！

「ジョーロ！　早く準備して、ゴーだよ！　サザンカちゃんもお家うちの外で待ってるよ！」

　え？　駅で合流する約束なのに、サザンカ、わざわざ家の前まで来てんのか？

　だったら、急いで準備したほうがよさそうだな。

　というわけで、俺はテキパキと着替えを済ませ、学校へ向かったのであった。





※






　これまでの停滞が噓うそのように、事態が進展した翌日。

　サザンカ、チェリー両人を付けまわす相手の断定は完了。

　ならば、ここからやることは決まっている。この二人に、そいつをやめさせることだ。

　そして、現在は西にし木き蔦づた高校にいる時間なので、俺の最優先課題は『ミントを諦めさせる』。

　今け朝さはその姿を現さなかったが、昨日の様子を見る限りあいつはまだ諦めていない。

　嵐あらしと比べれば遥はるかに可愛かわいげのある相手だが、かと言って軽視はできない。ミントがサザンカに付きまとうのをやめてくれない限り、俺の偽にせ彼かれ氏し生活に終わりは訪れないのだから……。

　とまぁ、そんな巨大な問題があるが、その前に一つ。

　実は今日、我がクラスでは全員参加型のとあるイベントが発生した。

　それは、学生時代に誰もが経験するであろうイベントで、結果次第で天国か地獄かが決まる重要な…………席替えである。

　で、その結果なのだが……

「ジョーロ、これからよろしくね」

「ああ、よろしくな。……ツバキ」

　俺の右隣の席で、パチンとウインクを飛ばすのはツバキ。

　ツバキって、そばにいてくれると安心できるから、結構嬉うれしい。

　そして、左隣の席には……

「むむっ！　まさか、ジョーロが隣なんてな！　よろし、くぅ～!!」

　サッカー部の有ある不ふ和わ君が、川か平びらさん風味の挨拶をしつつ座っております。

「ひどいよ……。あのくじ、こわれてたよ……」

「終わりました……。私のバラ色の高校生活が……」

「…………どうせ、こんなことだろうと思ったわよ」

　尚なお、最前列の席でひまわり、あすなろ、サザンカの三人が仲良く撃沈中。

　彼かの女じよ達たちがいったいどこの席を狙っていたかは……、まぁ考えないでおこう。

　なんにせよ、サザンカと席が離れられて少しホッとした。あいつ自身が嫌ってわけじゃねぇんだけどさ、恋人同士って認識されちゃってるし、隣同士とか……恥ずかしいじゃん？

　だから、そういった羞恥のないツバキや有ある不ふ和わ君と……おや？

　なにやら、有ある不ふ和わ君の周辺をカリスマ群の皆様が、包囲し始めているのだが……

「ねぇねぇ。有ある不ふ和わ君って、目、悪いよね？」

「だよねぇ！　私もそう思ってた！　この席じゃ、黒板見づらいよね？」

「じゃあ、前の子の誰かと、席を代わってもらえばいいんじゃない？」

「ナイスアイディア～！　あっれぇ～!?　サザンカとか良くない？」

　魂胆、スッケスケェー！　有ある不ふ和わ君、頑張れ！

　俺はこれ以上、サザンカとの関係をクラスのみんなに誤解されたくないのだ！

　だから、隣の席には是非、君にいてもらいたい！

「い、いや、俺は別にこ、くぅ～！　ばんは、ここからでもちゃんと……」

「「「「ちゃんと？」」」」

「……見えないです。前の席がいいなって、思ってます……」

　有ある不ふ和わ、くぅ～！　ん！　完全に、カリスマ群の皆様のプレッシャーにつぶされちゃったよ！

　いや、気持ちは分かるけどね……。彼かの女じよ達たちの重圧、マジですごいもんね……。

「有ある不ふ和わ君、目が悪くて今の席だと黒板が見づらいから、サザンカと交代しまぁ～す！」

　というわけで、有ある不ふ和わ君はトボトボと前方の座席へカリスマ群の皆様に連行されていった。

　結局、席替えをしたのに、左隣は相変わらずサザンカさんのまんまなんですね……。

「ふ、ふーん。またあんたが隣なのね！　ま、いいけど！　全然嬉うれしくないけど！」

　そうでございますか。なら、私からは何も言わないでおきますね。

「その手があったよ！　よぉ～し、わたしも……」

　ひまわりよ、ツバキの目は悪くないから、同じ手は……

「わたし、頭が悪いから黒板が見えすぎるとよくない！　ツバキちゃん！　席、代わって！」

　本当に頭が悪い！　悪すぎる！

「ひまわり、頭が悪いなら真面目に授業を受けるために、前の席のほうがいいと思うかな」

「言われてみれば、そうだったよ！」

　言われなくても気づこうよ……。




　席替えを終え、俺が一時間目の授業の準備を整えていると、Ｅ子さんがやってきた。

「ふふっ！　ジョーロ、よかったね！　またサザンカの隣だよ！」

「いや、俺はどっちかって言うと、サンちゃんが隣だったほうが……」

「ジョーロ！　友とも達だちを大事に想おもうのはいいけど、それはダメだよ！　女の子は、彼氏が友とも達だちのことばっかり考えてるのって、ちょっと嫌なんだからね！」

　またも出てくるＥ子さんのカップル理論。なぜ、最近俺は彼女に教育されているのだろう？

「大丈夫だ。俺とサザンカの関係は、もう少しで終わる予定だからよ」

「えぇぇぇぇ!!　どうして!?」

「サザンカに付きまとってる奴やつが、誰か特定できたからな。あとはそいつに、サザンカに付きまとうのをやめさせりゃ、俺おれ達たちが関係を続ける必要はねぇだろ？　だから、ここからはサザンカとの恋人のフリよりも、そっちを優先して進めるつもりだ」

「う、うーん……。そっかぁ……」

　いまいち、納得のいかない顔をしているＥ子さん。ぶっちゃけ、彼女だけでなくカリスマ群の皆様は、今回の件を俺に頼んでおきながら、解決に関しては消極的だ。

　昨日、ミントのことも報告したのだが、『誰か分かって大躍進だね！　じゃあ、これからもサザンカの恋人のフリ、お願いね！』と、完全に俺に丸投げの姿勢だったし。

　ま、いいさ。ミントの件は、今日中に自分の力で解決するつもりだったからな。

　このままズルズルと、あいつの好きなようにはやらせねぇよ。

　俺だって成長してるってところを、バッチリと見せてやろうじゃねぇか！





※






「やっぱり、現れやがったか……」

　休み時間、サザンカと共に廊下へと出ると、少し離れた所に見える影……ミントだ。

「そ、その……、どうするの？」

「決まってるだろ。あいつをとっ捕まえて説得する」

「でも、昨日は全然話を聞いてくれなかったんでしょ？　ほら！　もう誰が付けまわしてるかは分かったんだし、慌てないでもう少し落ち着いてからでも……」

「いや、今日中に終わらせる。サザンカだって、さっさとこんな関係は終わりにしたいだろ？」

「そ、それは……っ！　まぁ、そうだけど……。けど……、終わっちゃったら……」

　妙に歯切れの悪い態度だが、やると決めた以上俺はやる。

　もう犯人が分かっている以上、手をこまねいているつもりはねぇんだ。

　……ん？　スマホが振動しているが……パンジーか。

『ジョーロ君、気をつけてちょうだいね。なんだかあの人の視線、少し妙だと思うの。あれは、真山さんを見ているというより……、なんでもないわ。頑張ってちょうだいね』

　なんか、こっちも妙に歯切れが悪いメッセージだな。……まぁ、いいか。

「サザンカは、パンジーと合流しといてくれ。話が終わったら、二人に報告するからよ」

「分かった……わよ……。これで、おしまい、ね」

　沈んだ表情のサザンカ。その表情と声が、胸に妙なモヤをかけるが、俺はそれを振り払った。

　迷っている場合じゃない。俺には、他にも片づける問題が山ほどあるんだからな……。




　階段を下り、校舎を出て体育館裏へと向かい隠れると、僅かに遅れて現れるミント。

　キョロキョロと周辺を探っている辺り、俺を探しているのだろう。

　今日はゆっくりと話すつもりだからな。昨日みたいに人通りがある廊下よりは、この時間なら絶対に人が来ない体育館裏のほうが好都合だ。

　にしても、昨日と同じ手にこうも素直に引っかかるとは、結構単純な奴やつだ。

　そんじゃま、準備も整ったことだし、

「よう、ミント。今日も随分と楽しそうじゃねぇか」

「あっ！」

　俺の姿を見るなり逃げ出そうとしたが、サッと正面に立ち逃げ道をふさぐ。

　昨日は逃げられちまったからな、今日はぜってぇ逃がさねぇよ。

「うぅ！　どうして、ジョーロ先輩はここまで私を……」

「決まってんだろ。てめぇが、サザンカに付きまとうのをやめさせるためだ」

「嫌です！　私は、絶対にやめません！　だ、大体ですよ！　昨日も言いましたが、私は迷惑をかけてないんです！　ただ、サザンカ先輩に憧れて参考に──」

「てめぇの憧れたサザンカは、今のてめぇみてぇなことを、一度でもしてたか？」

「っ！　そ、それは……」

「なぁ、ミント。てめぇは昨日言ってたよな？　中学時代からサザンカに憧れてて、サザンカみたいに強くなりたいってよ」

「言いましたけど……、それがどうしたって言うんですか？」

　ビクビクと体を震わせながら、俺を睨にらみつけるミント。

　が、唐とう菖しよう蒲ぶ高校にいる上位互換様と比べたら、まるで大したことはない。余裕だな。

「ぶっちゃけ俺は、てめぇはそこそこ強い奴やつだと思ってる。上級生の俺にそこまでの口が利きけるんだからな。だからよ……、そろそろ勇気を出して次のステップに進んでみねぇか？」

「次のステップ……ですか？」

「おう。今度は正しい方法でよ、真まっ直すぐに自分の大切な人にぶつかっていこうぜ」

「…………」

　さて、黙って俯うつむいているが、どう出る？　できれば、このまま素直に従ってほしいが……。

「その、ジョーロ先輩は……、嫌ですか？　誰かを付けまわすような人なんて……」

「俺？　そうだな……。ま、俺だったら、絶対に……こほん。ちょっと嫌だな」

　なんだろう？　『絶対に嫌だ』と言えない自分が悲しい……。

「そうですか。……していない人のほうが、好みですか……」

　つか、ミントはなんでいちいち俺に確認するんだよ。俺の意見なんて、どうでもいいだろ。

「……分かりました！　……私、サザンカ先輩につきまとうのは、もうやめます！」

「マジか!?」

「はい！　好きな人に嫌われちゃうのは、困っちゃいますしね！」

　まさにその通りなわけだが、ここまで話が進むとは、予想外だ！

「写真もデータごと全部消しますし、もう制服くんくんも……って、どうしましたジョーロ先輩？　そんなビックリした表情をして？」

「い、いや、なんでもねぇ！」

　俺がこんなにあっさりと事を思い通りに運べて、ビックリしてるの。

　……念のため、ミントがデータを消す時は俺も同席して、写真を一枚一枚ちゃんと確認しておいたほうがいいかもしれん。消さずに残す可能性があるからな！

　決して、俺がサザンカのお宝写真を見たいわけではないので、そこは勘違いしないように。

「一応確認するんだが、本当にもうやめるんだよな？　サザンカを付けまわさねぇんだよな？」

「もちろんです！　絶対にもうしません！　誓います！」

　よっしゃぁぁぁぁ！　でけぇ問題を一つ解決できたぞ！

　よかったぁ～！　これで放課後はまだ分からんが、それ以外の生活は安泰だ！

「そう言ってくれて嬉うれしいよ！　ありがとな！」

「いえ、お礼を言うのは私のほうです！　私の間違いを気づかせてくれて……ジョーロ先輩って、優しいですね！」

　そうだろう？　俺は優しい奴やつだろう？　ふははは！

　よーし！　残すは、チェリーの問題のみ！　いやぁ～！　都合よくとんとん拍子で話が……

「あ、あの！　ジョーロ先輩！　それでなんですけど……、もうサザンカ先輩を付けまわさないって約束するんで、一つ私のお願いを聞いてもらえませんか？」

　ん？　お願いだと？

　ははーん……。さてはミントの奴やつ、俺の華麗なる説得に感動して、尊敬しちゃっているな！

「ああ。俺に手伝えることならなんでも言ってくれ！」

「やったぁ！　じゃあ、早速話を聞いてもらっちゃおうっと！」

　おいおい、そんな嬉うれしそうに目をギュッと閉じてガッツポーズしないでくれよ。

　可愛かわいいところもあるじゃねぇか！　なら、しっかりとアドバイスと応援をしてやるかぁ！

　ほんじゃま、ミントの話が始まるまで、ボンヤリとこの場で待って──

「おーほっほっほ！　これで、ベンチ置きたてですわぁ！」

「はい？　……はいぃぃぃぃぃ!?」

　ちょっと待てやぁぁぁぁ!!　なんで唐突に、どこかの夫人を思い起こす巻き髪のお嬢様が、チアリーダーの格好でベンチを配置しにきてんだよ！　この人は……

「…………ボ、ボンヤリ子先輩！」

　西にし木き蔦づた高校三年。チア部部長……個性的過ぎる名前の大だい千せん本ぼん槍やり子こ先輩である。

　ちなみに、苗みよう字じが『大だい千せん』で名前が『本ボン槍ヤリ子こ』な。みんな、勘違いしないように。

「ノンノンノン！　如月きさらぎさん、呼び方が違いましてよぉ！　敬愛を込めて『大ガ千ー本ベ槍ラ』とお呼び下さいな！　おほほほほ！」

　おほほほほ。ぜってぇ、呼ばねぇ……。

「ふっ。如月きさらぎさん、貴方あなたがこちら側に来るとは驚きですわ！　僭せん越えつながら、わたくしからの贈り物でしてよ！　では、…………アデュー！」

　いりません。今すぐ持ち帰って……って、もういなくなった！　どこに消えた!?

　まずいぞ！　この後の流れって確実に……

「あ、えっと……。まずは、隣に座ってもらっていいですか？」

　んもぉぉぉぉぉ！　二学期が始まったからって、張り切りすぎでしょうに！

　くそ！　また右か左の選択肢が俺に襲い掛かって……って、右端に座るなぁぁぁ！

　せめて選ばせろや！

「…………おう」

　が、どれだけ不平を言おうが座らざるを得ないわけで、俺は大人しく指示に従い、ミントの左側に座った。だが、指示に従ってもミントの言葉が続くことはない。

　かなり緊張しているのか、視線を下に向けて手をモジモジとこねている。

　……やはり、このパターンか……。

「あー……、なんだか緊張しますね！　ふふふっ」

　ほんっと、それな!!　マジで、俺はてめぇの五億倍は緊張してっからな！

「今からする話はですね……、ジョーロ先輩にだけ、聞いてほしい話なんです……」

　へいへい、そうですか。そんで、貴方あなた様さまのご相談とはなんでいらっしゃいますかねぇ？

　どうせロクでもない……って、ちょっと待てよ。

　前回のＥ子さん、前々回のチェリーの相談内容は、俺をガッカリさせるところといい、不幸に叩たたき落おとしつつ、何かを手伝わせるところといい、微妙にコスモス、ひまわりと似ているところがあった。それはつまり、一学期初期の展開と似ているということだ。

　なので、もしミントが三番目……パンジーと似た相談をしてくると想定すると、ミントの相談ってもしかして……、いやいや！　ないない！　そんなわけ、ぜぇぇぇったいにない！

「ずっと悩んでました。こんなこと言うべきじゃないって、頭では分かってます！　でも、やっぱり心には逆らえなくて……。だから、私の心からの言葉を聞いて下さい！」

　あ、あれだよな？　サザンカが好きって話だよな？

　大丈夫！　あいつじゃねぇはずだ！　あいつだけは、有り得ない!!

　これは、サザンカで決まり！　もう、サザンカ以外有り得ない！　ずぇぇったいサザンカ！

「ジョーロ先輩……」

　覚悟を決めたミントの力強い眼光が、俺をとらえる。

　心まで鷲わしづかみにする魅力的で不可思議な力をもった瞳に、俺は釘くぎ付づけになった。

　徐々に近づくミントの瞳。トンと俺の鼻先に、ミントの鼻先が当たる感触が走った。

　次回、サザンカに、ジャスティーン！




「私の恋人になって下さい!!」




　……なんでだよぅぅぅぅ！　なんで、よりにもよってそうなるんだよ！

「い、いや！　だけどよ、てめぇは──」

「きっかけは今年、野球部のみんなが挑んだ地区大会の決勝です！」

　俺の話を最後まで聞けぇぇぇ！　マジで、人の話を聞かねぇ奴やつばっかなのな！

「あの時、試合が終わった後、私はとても感動して球場を後にしました！　接戦の中の接戦！　あれこそ、まさに男の戦いですよね！　私、もう涙が止まらなくて止まらなくて……」

　うるせぇ。俺は、試合をほとんど直じかに見れてねぇんだから、いちいち同意を求めるな。

「それで、感動を胸に秘めながら球場の南口から帰りました。……ただ、無性にもう一度感動に浸りたくなって、球場に引き返したんですよね。……そうしたら、見てしまったんです！　球場から少し離れた場所で、二人仲良く串カツを食べる大おお賀が先輩とジョーロ先輩を！」

　大人しく帰れよぉぉぉ！　なんで去年は西から出てるくせに、今年は南なんだよ！

「私、すごくドキドキしました！　あの時のジョーロ先輩の笑顔……、本当に大おお賀が先輩を大切に想おもってるって伝わってきて！　私もそんな風に想おもわれたいなって考えてて……。それで気づいたんです！　私が、ジョーロ先輩に……恋をしたんだなって！」

「い、いや……っ！　ミントはサザンカが……」

「確かに最初はそうでした！　ですが、今は違います！　もう完全に！　私はジョーロ先輩の虜とりこで、ジョーロ先輩にオンリーラブです！　貴方あなた以外に考えられません！」

　そういや昨日見せてもらった写真も、サザンカ以外にもう一人絶対写っていた奴やつがいたな。

　誰とは、言いたくないから言わないけど……。

「左様でございますか……」

　……さて、皆さん。そろそろ俺の態度が、妙なことにお気づきではないだろうか？

　いと珍しく、超ドストレートに告白をされてしまった俺──ジョーロこと如月きさらぎ雨あま露つゆ。

　俺の性格だと、もっと喜びそうだとは思わないかね？

「ずっと怖かった……。私、勇気がないから……。でも、今は勇気をもって伝えます！」

　その理由を語る前に少しだけ、以前の俺とミントの会話を思い出してほしい。

　初めてミントをとっ捕まえた時、俺は、『てめぇ、名前と学年は？』と確認した。

　パッと聞くと普通の質問であり、実際に普通の質問だ。では、さらに情報を付け加えよう。

　うちの学校の制服は、女子にのみ限りリボンの色で学年が分かるようになっている。

　一年生は黄、二年生は赤、三年生は青って感じでな。

　にもかかわらず、俺は、ミントに学年を確認していたのだ！

「ジョーロ先輩、好きです！　私は、貴方あなたのことが大好きです！　たとえ……」

　つまりだ、このミントこと薄うす井い明あ日す荷かという奴やつは……、




「私が、男であったとしても!!」




　助けて、サンちゃぁぁぁぁん!!　なんで、俺はそっち方面を手て際ぎわよく攻略しちゃってんの!?

「あの……、ジョーロ先輩？」

「ひっ！　な、何かな？　薄うす井い君？」

　なんか円つぶらな瞳で、俺を上目遣いに見つめてきてるんですけどぉ！

「やっぱり、迷惑ですよね？　いきなり、こんなことを言われたら……」

「いやぁ～！　迷惑というか、驚天動地といいますかね……、わたくしとしても、まっこと遺い憾かんなところではあるのですが……」

「ですよね……。はぁ……。ジョーロ先輩に恋人がいなければ、私が恋人になれたのに……」

　なれねぇよ。なんで俺に恋人がいなければ、そこにピットインできると思えた？

「ぐす……。寂しいなぁ～……」

[image: ]

　やめて。そんな乙女チックに手の甲でグシグシと涙を拭かないで。

　マジで危なかった……。もし、サザンカと偽にせの恋人関係を交わしていなければ、狙われていたのは俺のほうだったのか……。本当に、ギリギリセーフだった……。

「ま、まぁ……、悪いが、俺はてめぇとは恋人になれねぇ。ほ、ほら！　サザンカがいるから！　それはもう！　俺にとって理想的な彼女の、サザンカがいるから！」

「うぅっ！　分かりました……。でも、もしお二人が別れることになったら教えて下さいね！」

　ぜってぇ、教えねぇよ。別れたって知ったら、ピットインする気満々じゃねぇか。

「そっか！　まぁ、俺はサザンカが大好きだし、ありえねぇとは思うが、一応覚えておくよ！」

「はい！　……ふふっ！　ジョーロ先輩の言う通り、次のステップに進んで大正解でした！」

　ホップ、ステップ、ダイブしたよ。俺の状況が。

「じゃ、じゃあ！　そういうことで！　俺、そろそろ教室に戻っから！」

「ふふっ。ジョーロ先輩、顔が真っ青ですよ？　もしかして、恥ずかしがってます？」

　青で照れの感情を表現するとか、聞いたことねぇぞこの野郎。恐怖だよ、恐怖。

　ともあれ、俺はベンチから立ち上がり、それはもう全力で逃げた。

　……なんとか、無事に『ミントを諦めさせる』を達成はできた。

　だが、解決と同時に生まれた副産物が、とんでもなさすぎるだろ……。





※






　──昼休み。

　衝撃的な事実を知らされ、これまでにないジャンルの絶望に叩たたき落おとされた昼休み。

　大盛況の図書室で、休憩時間になったのでひまわり、あすなろ、パンジーと一緒に飯を食う時間になったわけだが、

「うぅ～！　まさかのライバルの出現だよ！」

「そうですね……。これは予想外の展開です……」

「困ったわ。……サンちゃん以上の相手ではないと、安心できたけど……」

　こいつらは、俺をいったい何だと思っているのだろう？

　そして、サンちゃんはどんだけの強キャラなんだよ？

「でも、これで事件は解決だね！　わたし、明日からはジョーロと一緒にがっこー行けるね！」

「私も、やっと教室でジョーロと話せるようになるので、嬉うれしいです！」

　ま、それはそうだな。サザンカを守る理由はもうなくなったわけだし、これ以上恋人同士のフリをする理由はない。余計な事件は起きてしまったが、一応は日常に戻れる。

　ミントについてだが……、覚悟を決めてさっさと本当のことを教えちまおう。

　それで、あいつがピットインしようとしてきたら、全力で跳はね除のけていくしかない。

「そうだな。一応は、肩の荷が一つ下りたってことで」

「ふふっ。なら、今日はお祝いに、美お味いしい紅茶を準備するわね」

　なんやかんやで、みんな色々と我慢していたのだろう。

　パンジーですら、結構なハイテンションで機嫌が良さそうだ。

　おや？　コスモスの奴やつ、どうしたんだ？　今は休憩時間じゃないってのに、こっちに来て。

「皆、よかったらこれを食べてくれ。今日は、腕によりをかけて作ってきたから」

「わぁ～！　コスモス会長、ありがと！　わたし、嬉うれしい！」

　ヒャッホー！　怒ど涛とうの悲劇は発生したが、嬉うれしいこともあるもんだな！

　パンジーのお菓子と紅茶。コスモスのお弁当。これがあるから、図書室通いはやめられねぇ！

　あんま、図書室と関係ないよねってツッコミは、なしの方向で。

　さぁて！　それじゃあ、今だけは安息の時を──

「えへへへ……。ジョーロ先輩、会いに来ちゃいました……。迷惑……でしたか？」

　俺の安息の時がぁぁぁぁぁ！　なんで、よりにもよって君が来ちゃうんだよ！

「よ、よう……。ミント」

　が、来てしまった以上、追い返すわけにもいかない。そんな権限ないし。

　はぁ……。早速、ミント君が俺を怪け訝げんな顔で見ちゃってるよ。

「あ、あれ!?　サザンカ先輩と一緒じゃないんですか？　その……、ジョーロ先輩とサザンカ先輩は恋人同士ですし、お昼休みはてっきり一緒にいると思ったのですが……」

　はいはい。そう言うと思ってましたよ。

　どうせ、バラすつもりだったんだ。それなら、早いほうが……【バン！】

「はぁはぁ……。もう！　なんで先に行っちゃうのよ！」

「へ？　サザンカ？」

　いやいや、なんでサザンカが図書室に来てるんだ？

　昼休みはいつも、カリスマ群の皆様と一緒に飯を食ってるじゃねぇかよ。

　しかも、なんかすっげぇ勢いで俺のほうに近づいて……うわぉ！　腕まで組んできたよ！

「さ！　一緒にお昼を食べるわよ！　ちゃんとお弁当、作ってきたんだから！」

「えっと……、俺、そんな約束して……わっ！」

　なんか、耳元にすっげぇ口を近づけてきたんだけど!?

　あぁ……。上品な石せつ鹼けんの香りが漂ってくる……。

「あんた、この子に狙われてるんでしょ？　だったら、今度はあたしの番よ！」

「え？」

　ボソボソと誰にも聞こえないように、言葉を伝えるサザンカ。

　もしかして、これって……

「うぅ！　ジョーロ先輩は、やっぱりサザンカ先輩と一緒にご飯を食べるんですね……。私にもチャンスがあるのかなーって思ったのに……」

「ふふん！　残念ながら、それはダメよ！　だって、こいつは……あたしの彼氏なんだから！」

　やっぱり、そういうことか！　サザンカは、今までの借りを返すために俺との偽にせ恋こい人びと関係を継続するつもりなんだ！　恐らく期限は、ミントが諦めるまで。

　それは、メチャクチャありがたい提案ではあるのだが……、

「ふえ？　ジョーロ、一緒にご飯……食べないの？」

「そ、そんなっ！　せっかく、久しぶりに一緒に休憩ができると……」

「ひまわり、あすなろ。事情が事情ですし、我慢しましょ。……仕方ないわ」

　色々と、問題もあるような気がする……。

　だが、この状況下で俺が素直にミントへ事情を言ったら、サザンカの顔は丸潰れだ。

　さすがに、それは申し訳なさ過ぎる。恩を仇あだで返すわけにはいかねぇよなぁ。

「え、えっと……ごめんね！　でもね、こいつの事情を考えると、ほっとけなくて……」

　気にはしているが、譲るつもりはないって感じだな。

　さっきから、組まれてる腕がミシミシいって、ちょっと痛い。

「気にしないで大丈夫よ。ジョーロ君を助けてくれてありがとう。……さ、早く彼と一緒にご飯を食べてちょうだい。休憩時間は限られているから」

「う、うん！　ありがとう！　あと……、やっぱりごめん！」

　パンジーからの許可を得られたことで、パッと明るい笑顔になりつつも、謝罪を。

　その後、俺のほうをジッと見つめると、

「ほら、さっさと行くわよ！」

「あ、ああ……」

　ノォォォォ！　俺が楽しみにしていたパンジーの紅茶とコスモスの弁当がぁぁぁぁ！

　サザンカに引っ張られて、ドンドン遠ざかっていくよ！

　というわけで、俺とサザンカは読書スペースでも少し離れた席へ。

　パカッと開けられた弁当は、なぜか俺の好物オンパレードの内容だった。

　きっとサザンカが、もしもの事態を想定して用意していたのだろう。

　とてつもない、準備の良さだ。

「じゃあ……あーん……って、そこまでやるのは恥ずかしいわよ！　自分で食べなさい！」

「わ、分かってるよ！」

「はぁ……、残念。ジョーロ先輩とサザンカ先輩、なんやかんやでお似合いだなぁ～……」

　ミントよ、可及的速やかに俺への気持ちを諦めてくれないか？

　サザンカの親切心は有あり難がたい。ぶっちゃけ、弁当も好物ばかりなのもあって、めっちゃ美う味まい。

　しかし……、だがしかしだ！

「どーして、終わってないの！　わたし、嬉うれしかったのに……」

「うぅ～！　飲まなければやっていられません！　パンジー、もう一杯！」

「ええ。誰かさんの分が余ったから、まだ沢山あるわよ」

　あいつらへの罪悪感が、ハンパなさすぎる……。

　なんで、こんなややこしいことになっちまうんだよ……。





※　※






　──放課後。

　色々と予想外の事態は発生したが、放課後にやることに変化はない。

　ここからの目標は、『炭すみ印いん嵐あらしを諦めさせる』だ。

　かなり厄介な相手だとは思うが、かといって引き下がるつもりはない。

　もし会ったら、そこでチェリーへの気持ちを諦めさせてみせる。

「それじゃ、買出しに行くっしょ…………」

　これから行われるのは、生徒会の買出し。昨日、様々な部活と委員会の視察を行い、その際に必要だと提示された資材。それらを購入して、生徒会のほうから配布するのだ。

　そのために唐とう菖しよう蒲ぶ高校のトイレで、帽子、サングラス、マスクの変装セットを着用した後、チェリーと合流したのだが、どうにも元気がない様子で、ションボリとしている。

「どうかしましたか？　なんだか落ち込んでるみたいですけど……」

「そ、そう!?　そうかなぁ？　うちは元気っしょ！　あはははは……」

　パッと笑顔に切り替えているが、残念ながら笑ってごまかしているのがバレバレだ。

「そんなことありますよ。無理に言えとは言いませんけど、できることなら教えてほしいです」

「それ、無理にでも言えって、言ってるように聞こえるっしょ……」

「そういう一面もありますね。だって、僕は貴女あなたの頼みでこうなっているわけですから」

「うぅ～！　その言い方はずるいっしょ……。はぁ……、分かったよ」

　どうやら観念したようで、事情を説明してくれるらしい。

「あ、あのさ……、本当にいいの？　うちの彼氏のフリをしてもらっちゃって？　……ほら、うちに付きまとってる人、かなり危ないみたいだし、あんまり迷惑をかけちゃうのは……」

　なるほどね、そういうことか。確かに、心配してくれる気持ちは分かる。

　炭すみ印いん嵐あらし……まだ、ハッキリとした実害は出ていないが、『別れなければ、殺す』なんて言って、ナイフまで出してくる人物だ。自分の想像よりも、遥はるかに危険だと感じたのだろう。

　だから、迷惑をかけすぎることに躊ちゆう躇ちよしているんだ。……なんやかんやで、優しいな。

「気にしないで下さい。今回の問題は、僕が解決してみせますから」

「ほんと？　……ほんとに、いいの？」

　弱気な視線。普段から明るい笑顔ばかり見ていたので、こんなチェリーはどこか新鮮だ。

「もちろんです。やると決めた以上、しっかりとやらせてもらいますから」

「わぁ～！　ありがとう！　すごく……、本当にすっごく嬉うれしいっしょ！」

　よかった。ようやく明るい笑顔に戻ってくれたぞ。……って、うわっ！

　元気になってくれたのはいいんだけど、いきなり腕に抱きついてくるのは……っ！

「よーし！　じゃあ、遠慮なんてしないで、堂々と恋人として振舞わせてもらうっしょ！」

　極端すぎる！　許可が出た途端、ここまで大胆な行動をしてくるのは予想外だ！

「チェリー会長、当たってます！　当たってますから、もう少し離れて……」

「え～！　それだと困るんだけどぉ？　だって、君はうちの『ド変態彼氏』なんだよ？　二人っきりの時は、むしろ君から色々してくれないと！」

　さっきの迷惑かけちゃう発言は、もう遠い彼方かなたに行ってしまったようだ……。

「さ！　早くうちにド変態な感じで振舞ってほしいっしょ！」

「はいぃ!?　本当にやるんですか？」

「もっちろん！　早く早く！　あ！　それと、前から気になってたんだけど、うちのこと、名前で呼んでほしいっしょ！　だって、彼氏でしょ？」

　これ、早く要望を叶かなえないと、ドンドン注文が増えてくやつじゃね？

　……仕方がない。ここは、覚悟を決めて……。
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「う、うひひひ……。桃ももたん、良いい匂いがするんだなぁ～。くんかくんか」

「それじゃ、ダメっしょ！　言葉だけじゃなくて、行動でも示さないと！　さっ！　とりあえず、うちをギュッと抱きしめて！　もう、体がすっごく密着する感じで！」

　彼氏より彼女のほうが、ド変態じゃね？

「ちょ、ちょっとだけですよ？」

　はぁ……。マスクと帽子とサングラスをつけて、女の子を抱きしめるとか……、通報されてもおかしくないレベルだな……。

「言い方！　もっとド変態っぽく！」

「うひひ……。桃ももたんを抱きしめちゃうんだなぁ～！」

　言葉と共にギュッとチェリーを抱きしめる。……うん。軽く死にたくなった。

「あはは！　ありがと！　うち、楽しいよ！」

「……ご満足いただけて何よりです……」

　なぜ、こんなことまでしなくてはならないのだ？




　その後、満足気なチェリーと共に唐とう菖しよう蒲ぶ高校を出発。

　ちなみに、今はチェリーと二人きりで、コスモスは唐とう菖しよう蒲ぶ高校の生徒会室に待機している。

　昨日の視察で、大活躍をしたコスモスには、買出しとは別の仕事が誕生したからだ。

　それは、各部活や委員会でもう使われなくなった資材の回収。ボロボロで使い道のないものもあったが、まだ十分に使える資材も存在したため、それらをリストアップしたコスモスが生徒会室に届けてもらい、逆に必要としている部活や委員会に配布する。

　もちろん、コスモスだけでそれを行うわけではない。他の生徒会メンバーも一緒だ。

　排他的な唐とう菖しよう蒲ぶの生徒からあっさりと信頼を勝ち取っただけではなく、すでに彼らを手足として扱うようになるとは……、チェリーとどっちが生徒会長なのか、よく分からなくなる。

　さて、店に着いたし、向こうはコスモスに任せてこっちは買出しを……ん？　あれは……

「よぉーし！　それじゃあ、必要な資材を買いに──」

「桃ももさん、すみません。先に行ってもらってもいいですか？」

「え？　どうしたの、突然？」

「ちょっと電話をしたくて。後から僕も行くんで、気にせずお店に入っちゃって下さい」

「んー……分かったっしょ！　じゃあ、終わったら早く来てね！　それで、合流したらイチャイチャしながら、買出しをするっしょ！」

「え!?　ちょっと待って！　なんで、そんな余計なオプションが……って、はやっ！」

　話は最後まで聞こうよ！　なに、ウキウキと店の中に入っちゃってんの!?

　店の中でも、ド変態をやらなきゃいけないわけ!?　……最悪だ。

　と、嘆きたいわけではあるけども、今は気持ちを切り替えて……

「先に言っておくけど、今日はこっちも容赦しないからね」

　チェリーがいなくなったことで、近づいてきたこいつと話をするとしよう。

　私服に一六五センチメートル程の身長。丸みを帯びた綺き麗れいな目に、髪型はオールバック。

　……炭すみ印いん嵐あらしだ。

「気づいていたのか？」

「まぁね。昔とった杵きね柄づかってやつかな」

　炭すみ印いん嵐あらしがつけているのに気がついたのは、店に入る直前。

　どうも、妙な視線を感じるなと思って、周囲を注視してみたら案の定こいつがいた。

　多分、気づけたのは、今年の地区大会の決勝戦で行われた勝負が原因だろう。

　あの時、常に周囲に誰かいないか注意していたからこそ、自分への視線に敏感になったのだ。

　まったく……、妙なところで成長したもんだ。あまり、嬉うれしくない。

　で、チェリーがいなくなって話しかけてきたってことは……

「昨日、桜さくら原ばら桃ももと別れなければ、殺すと言ったはずだが？」

　やっぱり、それを言いにきたか。

　すこし甲高いが、ドスの利きいた声。誰がどう聞いても、怒っているとよく分かる。

　根性のない奴やつだったら、すぐさまにでも謝罪して逃げ出すレベルだろう。

　し・か・し・だ。

「そうだね。殺すって言われたね」

　あえて淡々と、返事をしてやった。

　ふっふっふ！　昨日までの、へなちょこジョーロと同じと思ってもらっては困る！

　今日のジョーロは、ひと味違うのだ！　ズバッとこの男を説得してみせよう！

　主に、自分の平穏のために！　もう、ド変態を演じるのはこりごりだから！

「なら、なぜ別れていない？」

「もちろん、別れたくないから」

「なに……？」

　炭すみ印いん嵐あらしの声がさらに低く……そして、より危険なものに変化した。そして、ポケットへと手を忍ばせる。恐らくだが、昨日も持っていたナイフを出して脅してくるつもりなのだろう。

「覚悟は、できていると思っていいな？」

　炭すみ印いん嵐あらしが、足を一歩前に踏み出す。そうやって、こっちをビビらせようとしてるわけか。

　残念。それは無駄だ。ハッキリ言わせてもらうが、今日は脅おびえる必要なんてまるでない。

「別にやってもいいけど、…………ここでするの？」

「……なに？」

　そう！　自信の根拠はこれ！　昨日は、人通りの少ない夜道だったが今日は違う！

　現在地は商店街！　時刻は午後三時！　つまり、結構な人がいるのだ！

　こんな場所でナイフなんて出した瞬間、国家権力様のお出ましってわけ！

「君は最大のチャンスを逃したんだよ。昨日みたいなミスを、僕はもうしない。君が何かしようと企たくらんでいるなら、それができない場所を選んで移動をすればいいだけだしね」

「ふざけるな！　たとえ、どんな場所でも……っ！」

「するの？　ここで騒ぎになったら、チェ……っと、桃ももさんが戻ってくるかもしれないよ？」

　危ない危ない。名前で呼ぶ約束をしていたんだ。それに、こうしてチェリーを名前で呼べば、炭すみ印いん嵐あらしにこっちの関係がより強固になったと思われて、諦める口実にさせられるかもしれない。

「…………」

　物騒な方法で脅してくる炭すみ印いん嵐あらしだが、それをチェリーの前ではやりたくないのだろう。

　当たり前だ。ナイフを持ち出して脅す男なんて、嫌われるどころの騒ぎじゃない。

　しかも、それが偽りとは言え、チェリーの彼氏となっている男に対してなら尚なお更さらだ。

　最悪、チェリーがブチ切れて、『二度と近づくな！』と言い出しかねない案件だろう。

　もうね、それを言われた時、ほんとへこむと思うよ？

「……人も、だいぶ多くなってきたよ？」

　近くに駅があり、電車でも到着したのか、多くの人が次々と横切っていく。おまけで、帽子とマスクとサングラスをつけた怪しすぎる男がいるので、注目度もバッチリだ。

　なんていうか、この格好で幸いしたな……。

「……ちっ。これで終わったと思うなよ」

　はい。一丁上がり。背を向けている様子からするに、今日は引き下がるつもりなのだろう。

　……が、しかしだ。

「待ってよ。炭すみ印いん嵐あらし君」

　ここで、こいつを逃がすなんてことはしない。

　やるなら、徹底的に。どんなに危険な相手でも、どんなに言いたくないことでも……

「君が、どれだけ大切に桃ももさんのことを想おもっても、届かない気持ちは届かないよ？」

　やると決めたらやる。それが、モットーだ。

「……それがどうした？　お前が消えるまで、俺は絶対に引き下がらない。……あとは、お前だけだ。お前さえいなくなれば、桜さくら原ばら桃もものそばにいられるのは、……俺になる」

　……まぁ、一度フラれたからってそこで終わりなんてのは、単純すぎる考えか……。

「仮に僕がいなくなったとしても、桃ももさんのそばには沢山の人がいるよ？　あの人、唐とう菖しよう蒲ぶ高校でも人気者だからさ。みんながほっとかないさ」

「知っている。彼女は素敵な人だから。……だが、それでも一番そばにいられればいい」

　なるほどね。要するに、『友とも達だち』の存在は認めるけど、『恋人』はダメってことか。

「そもそも、お前は他校の人間で、おっぱいにしか興味のないド変態だ。そんな男は、桜さくら原ばら桃ももに相応ふさわしくない。相応ふさわしいのは……俺だ」

　後半、ひどくない？　いや、そういう設定だけどさ……。

「そんなこと、関係ないよ」

　大体、ド変態じゃないし。超絶紳士だし。もう圧倒的紳士だし。

「関係ないだと？　そんなはずは……」

「もちろん、全部とは言わない。実際、できる限り一緒にいたほうがいいだろうね。……けどさ、知ってる？　……そばにいても、寂しい想おもいをさせる時はあるんだよ？」

「……っ！」

　炭すみ印いん嵐あらしの表情が、僅かに強こわ張ばった。恐らくだが、こいつにも思い当たる節があったのだろう。

　まるで話が通じない相手じゃなくて良かった。

「大切なのは気持ち。離れていても、心が繫つながっていれば寂しい想おもいはしない。大事な人が自分を想おもってくれているって分かるだけで、不思議だけど平気になるんだ」

「……そこまで、お前は桜さくら原ばら桃もものことを……」

「そうじゃなきゃ、こうして君と話そうとなんて思わないよ。これは、君に対しての証明だ。僕が、どれだけ桃ももさんのことを大切に想おもっているかのね……」

　あと、主にド変態になりたくないという大切な想おもいがね。

　いやね、ほんとしんどいの。あんなん、もう二度とやりたくないの。

「それで、君はどうかな？　本当に、桃ももさんを大切に想おもってる？」

「当たり前だ！　今は避けられているが、いつか俺と桜さくら原ばら桃ももの気持ちは通じ合うと……」

「今まで、何度も告白して断られてるのに？」

「……ぐっ！　それは、まだ彼女が俺のことを分かっていないだけで……」

「君って、さっきから自分のことばかりだね？　自分が桜さくら原ばら桃ももに相応ふさわしい。自分のことを分かってないだけ。自分と彼女はいつか気持ちが通じ合う。君は、自分の気持ちを一方的に押し付けているだけだ。……それじゃ、ダメなんだよ。お互いの気持ちが通じ合ってなきゃ、意味はない。時には、引く勇気を持つことも大切だよ？」

「うっ！　うっ！　うぅぅぅ！」

　言葉では抵抗しているが、炭すみ印いん嵐あらしも本当は分かっているのだろう。

　自分が、チェリーに怖がられて避けられているというのは。

　それでも諦めないのは、チェリーが大好きで大切に想おもっているからなんだろうな。

　……だからこそ、次の言葉はこいつに効果大のはずだ。

「ねぇ、頼むよ。お願いだから、もう桃ももさんに付きまとわないでくれ。彼女が辛つらい顔をしているのを見るのは、君も嫌だろう？」

「それは……っ！　その通りだ……」

　やっぱり。自分の話ばかりの炭すみ印いん嵐あらしだけど、根っこではチェリーのことを考えている。

　だから、チェリーにとって不都合な事態になるのは、こいつが最も避けたいことだ。

「…………」

　まだ、炭すみ印いん嵐あらしから返答はない。恐らく、自分がどうするべきか悩んでいるのだろう。

　言われた通り、チェリーを付けまわすのをやめるか、今後も続けていくか……。

「…………分かった。……もう桜さくら原ばら桃ももには付きまとわない」

「そう言ってくれて、助かるよ」

　よし！　意外と早く話がついてよかった！　なんだ、案外話が分かる奴やつじゃないか！

　なんかチェリーをダシに諦めさせた感があって、少しだけ申し訳ないような気もするけど。

「だが、もしお前が桜さくら原ばら桃ももに相応ふさわしくないと判断したら、俺は戻ってくるぞ。その時は、もう譲らない。彼女のそばにいるのは……、俺だ」

「分かった。肝に銘じておくよ」

「……じゃあな」

　言われたことが結構堪こたえたのか、炭すみ印いん嵐あらしはトボトボと肩を落として去っていった。

　まぁ、色々と噓うそをついてしまったけど、そもそも偽にせ彼かれ氏しなんだから今更だろう。

「もう！　いつまで待たせるッしょ！」

　おっと。結構長く話しちゃったからか、チェリーが戻ってきてしまったな。

　でも、いいタイミングだ。話はもう終わったし。

「……って、あれ？　電話は？」

「ちょうど今、終わりましたよ」

　この場では、まだチェリーには何も言わないほうがいいな。

　事情を説明するのは、唐とう菖しよう蒲ぶ高校に戻ってからでも……

「よぉし！　それじゃ、今度こそお店に入るっしょ！　またド変態彼氏よろしくね！　次は、手をギュッと握り締めつつ、ハァハァ興奮してほしいっしょ！」

　ねぇ、今すぐ説明させてもらってもいい？

　なんか、とてつもなくド変態のハードルが上がってるんだけど？

「早く早くぅ～！」

「それは、また次の機会に……」

「ダメ！　今じゃなきゃ、意味がないっしょ！」

　むしろ、嵐あらしはいなくなったから、今やっても意味はありません。

　とは、言えないわけなので……。分かりましたよ……。やればいいんでしょ、やれば……。

「桃ももたんの手、柔らかいんだなぁ～！　ハァハァ……」

「うん！　バッチリだね！　それじゃあ、次は……」

　その後、続々と出されるド変態リクエストに応えつつ、二人で買出しを行っていった。

　炭すみ印いん嵐あらしよ、可及的速やかにチェリーに付きまとうのをやめてくれ……。





※　※






「ふぅ……。これで、なんとかなったな……」

　無事、唐とう菖しよう蒲ぶ高校のトイレに辿たどり着ついた俺は、変装セットを外す。

　まずは、ホッと安あん堵どの息を吐かせてもらった。

　嵐あらしにバレるのではないかとヒヤヒヤしたが、あの様子だと気づいていないだろう。

　それに、今日はサングラスを破壊されなくてよかった……。

　昨日破壊されたから、今日は警戒して予備をいくつか用意してたんだよな。

　つか、超大躍進じゃねぇか！　これで、『炭すみ印いん嵐あらしに諦めさせる』は達成！

　つまり、無事に当初のミッションは全てコンプリートだ！

　しかも、チェリーのほうは余計な副産物もないから、お役御免は決定だ！

　つっても、まだ嵐あらしが完全に付きまとわなくなるって確証はねぇから、もう少しだけ偽にせ彼かれ氏しは続けるけど、それも一週間ぐらいだろ！

　よかったよかった！　あとは、気軽に唐とう菖しよう蒲ぶ高校の手伝いを頑張るだけでオッケー！

　もはやおまけと化したが、『唐とう菖しよう蒲ぶ高校でチェリーの彼氏として振舞う』は、常時発動型のミッションだからな。俺のうっかりで、偽にせの関係だとバレるわけにはいくまい。

　ほんじゃま、トイレから出て唐とう菖しよう蒲ぶ高校の生徒会室へ……

「随分と上機嫌な表情をしてるねぇ。……ジョーロ」

「うげっ！　ホース……、いたのかよ……」

「いたよ。ちょっと君に話があってね」

　なんか壁に背中をつけつつ、腕を組んでスタンバってる人がいるんですけど!?

『ただし、イケメンに限る』みたいな、かっこいいポーズで待機しやがって……。

「なんの用だよ？」

「似た者同士のよしみで、忠告をしてあげようと思ってね」

「忠告だぁ？」

「まだ、終わりだと思わないほうがいいよ」

「……はい？」

　こいつは、何を言ってるんだ？

　サザンカ側はいざ知らず、チェリー側についてはもうこれで解決だろうが。

　嵐あらしは引き下がった。だったら、これ以上問題なんて何も──

「他人の裏の気持ちを読む。君はちゃんと、炭すみ印いん嵐あらしの裏の気持ちは分かったかな？」

　やけにふてぶてしい笑みを浮かべやがって、どういうことだよ？

「ま、とにかく油断はするなってこと。調子に乗った時って、大抵その後に手痛いしっぺ返しがくるものでしょ？」

「うぐっ！　ま、まぁ……、それはそうだけどよ……」

「でしょ？　つまり、君がすべきことは？」

　なんという迫力だ……。有無を言わせないとは、まさにこのことだろう。

「……分かったよ。てめぇに言われた通り、油断しねぇようにする」

「それは良かったよ。じゃ、そういうことで。……あ。後で生徒会室に資材を取りに行くから、その時はよろしくね」

　端的な言葉を俺に伝え、その場から去っていくホース。

　まだ終わりじゃないってのが、妙に引っかかるな。

　こりゃ、まだ警戒は怠らず、彼氏のフリをしっかりと続けたほうがよさそうだな。




　生徒会室に向かうと、そこにいたのはチェリー、コスモス、リリスの三人。

　他のメンバーは、別の仕事をしているようで、出払っている。

　ちなみに、俺おれ達たちのここからの仕事は、買出しをしてきた資材と、各部や委員会から回収した資材の提供だ。さっきホースも言っていたが、取りに来るのは向こう任せなんだよな。

　なので、誰かが生徒会室にやってくるまでは、ふかふかのソファーを堪たん能のうしながら、クピクピと紅茶を飲んでまったり待機という、ちょっぴりおいしいポジションである。

「どう、雨あま露つゆっち？　うちの淹いれた紅茶、美お味いしいでしょ？」

　とってもハイテンションなチェリーが、俺の横にポスンと座りそんな一言を。

　恐らく、嵐あらしが付きまとうのをやめたという事実が知れて、喜んでいるのだろう。

「ええ。まぁ……」

　……美う味まいんだけど、やっぱりあいつの淹いれた紅茶には敵かなわねぇな。

　本当は、今日の昼休みに飲めるはずだったのに……。あぁ、切ない……。

「あれぇ？　なんか、表情が暗いなぁ～。……あ！　分かったっしょ！　菫すみれ子こっちの淹いれたやつのほうが美お味いしいんだよね？　で、最近飲めてなくて寂しいのかな？」

「別に、そういうわけでは……」

　チェリーの奴やつ、今日は上機嫌だからか、ここぞとばかりにからかってきやがるな。

『チェリーさん、菫すみれ子こって誰ですか？』

　と、そこでリリスがスマホに文字を入力して、チェリーへ質問を。

　そうか。リリスは、パンジーのことを知らないのか。

「三さん色しよく院いん菫すみれ子こっていう女の子だよ！　うちと同じ中学出身の子で、すっごく綺き麗れいな子なんだ！　それで……、ジョーロっちの一番大事な人かな？」

「ち、違うよ、チェリーさん！　誰が一番かなんてのは、まだ分からないのだからね！　その、もしかしたら私という可能性だって……、あるかもしれないじゃないか！」

　くぉらぁぁぁ！　てめぇら、俺の設定を二人揃そろってなに綺き麗れいサッパリ忘れとるんだ！

　せっかく、俺が油断しないようにしようって気をつけてたのに、全部ぶち壊しじゃねぇか！

「あは！　じょ～だんだよ、じょ～だん！　コスモスっち、そんなに慌てないでほしいっしょ！　……あれ？　どうしたの、リリスっち？」

『チェリーさん、コスモスさん。如月きさらぎ君の一番大事な人は、チェリーさんじゃないんですか？』

　そりゃそうだよね！　気になっちゃうよね！

　なんで、彼氏が彼女以外の家族でもない女を、一番大事にしてるんだってなっちゃうよね！

「「はっ!!」」

　二人揃そろって、今気がついたんかい！

「そ、そうだねぇ～！　えっと、その辺りは雨あま露つゆっちから説明があるかなぁ～」

「ナ、ナイスアイディアだね、チェリーさん！　うん！　この件は、ジョーロ君の口から説明してもらったほうがいいだろう！」

　おい、てめぇら。自じ分ぶん達たちで状況を悪化させておきながら、アフターケアを俺に丸投げとはどういうことだ？　自分で何とかしろ、自分で。

「雨あま露つゆっち、彼女としてお願い！　リリスっちに説明してあげて！」

　君、結構最低な部類に突入しかけてるからね？

　そこんとこ、ちゃんと自覚してね。……くそ。なぜ、俺が尻拭いを……

「えっとね、リリス。さっきチェ……こほん。桃ももさんが言っていた三さん色しよく院いん菫すみれ子こさんは、僕の大事な、と……友とも達だち……みたいな人、かなぁ～？」

『すごく言い訳っぽい。友とも達だちなのに一番大事なの？　彼女より？』

　そういうことだって、時として起こり得るんだからな！

　そりゃ、彼女のほうを優先する奴やつだっているけど、友とも達だちを優先する奴やつだっているんだい！

「それは、アレだよ！　うん！　確かに一番大事な人ではある！　でもね、あくまでも桃ももさんを除外したらってことなんだ！　ほら、桃ももさんは僕の中で、もう殿堂入りしてるからさ！」

『納得。私も、チェリーさんは殿堂入りだから、お揃そろいだね』

　セェェェェフ！　なんとか、ごまかしきってやったぞ！

　危なかった……。リリスに秘密が知られなくてよかった……。

「そ、そういうことっしょ～！　うちと雨あま露つゆっちは、もう殿堂入りなのさ！」

　リリスが納得してくれたのに安心してか、チェリーが両手で俺の手をギュッと握り締める。

　恐らくだが、ラブラブアピールをしているのだと思う。

「ほら、この通り！　うちらは、仲良しこよしのパーフェクトカップ──」

「すみません、図書委員です。余っている脚きや立たつがもらえると聞いて、来たんですけど……」

　瞬間、とある男が、生徒会室のドアを開きご登場。

　それは、俺の圧倒的上位互換であり、チェリーの真の想おもい人びとである……

「ホ、ホースっちぃぃぃ!?」

　さすが、ラブコメ主人公。

　最も都合の悪いタイミングで、的確にドアを開く才能に溢あふれてやがるな……。

　あっという間にチェリーの顔が青ざめて、直後に真っ赤になっちまったよ。

「ち、違うっしょ！」

「うわっ！」

　俺から手を離し、そのままドンと俺を押おし退のけおった。

　チェリーとしては、絶対にホースに聞かれたくない台詞せりふだったのだろう。

「ホースっち、あの、これは、その……」

　あたふたと両手をバタバタ振るチェリー。

　まったく、そこまで慌てる必要などないだろう。なんせ、ホースは事情を知っている。

　だから、ここはホースが空気を読んで……

「あはは！　そんなに慌てないでも知ってますよ！　チェリーさんとジョーロは付き合っているんでしょう？　恋人同士なら、そのぐらい自然じゃないですか！　お似合いですね！」

　ノリノリだな、おい！　爽やかな笑顔にウインクまでつけちゃったよ！

　まぁ、ごまかしに協力してくれたし、いいんだけどよ。

　これなら、どうにかこの場は──

「違うよ！　うちとジョーロっちはラブラブじゃないっしょ！　その、ちょっち事情があって、彼氏のフリをしてもらってるだけで、もう、ほんと！　体だけの関係みたいなものだから！」

　チェリィィィィィ！　てめぇは、どこまで暴走すれば気が済むんだ！

　大体、体だけってなんだ!?　俺はてめぇと肉体関係になど微み塵じんも……いや、ちょっとセクシャルでハラスメントな行為を俺がしたのがきっかけで、彼氏のフリをしてるわけか……。

　……うん。体だけの関係みたいなものだな。チェリー、君の言ってることは正しい。

「だから、ホースっち！　誤解しちゃダメっしょ！　本当に！　本当に違うから！」

　やはり、チェリーは感情的になると失言が増えるな……。

「あのぉ～……。それって、ここで言うと相当まずいと思うんですけど……」

　対して、ホースは冷静なようで、やや気まずそうな表情をしながら、目線をチェリーではなく、その真横に立つ俺へと向けている。

「そんなことないっしょ！　だって、ここには事情を知らない人は…………あっ！」

　時すでに遅し。失言に失言を重ねて積み上げられたバベルの塔は、今、崩壊した。

『チェリーさん。彼氏のフリって、どういうことですか？』

　気づくとリリスは、スマホの画面をグイとチェリーに見せている。

　前髪が長いので表情はよく確認できないが、背後から怒りのオーラが出ているような……。

　ついでに、ホースはすっげぇ呆あきれた視線で俺を見ていて、

「ジョーロ。油断しないでねって、言ったよね？」

「……ごめんなさい」

　そうだよね。自分だけ油断しないって思っててもダメだよね。

　ちゃんと周りへのフォローも、忘れないようにしなきゃいけないよね……。

「あのぉ～……ホースさん。この状況を解決してくれたりは……」

「するわけないでしょ。僕は僕で、君のせいで苦労する羽目になったんだから、自分でなんとかしてよね」

　別に、俺のせいでホースが苦労してるわけじゃねぇよぅ……。

　色々と紆う余よ曲きよく折せつがあった結果だよぅ……。言っても、絶対通用しないだろうけど……。

「……では、失礼します。はぁ……、なんのために協力したのやら……」

　去さり際ぎわ、俺にグサリと刺さる一言を放ち、去っていくホース。

　バタンと閉じられたドアの音。すさまじい緊迫感に包まれた生徒会室。

　そんな中、最初に口火を切ったのは……

「いやはや、これは非常に、でふぃかるとな事態になってしまわれましたな！　小生はなんと説明したらよいのやら、まっこと見当がつきませぬぞ！」

　秋あき野の殿、小生も同じ気分でありますぞ。

　ごまかそうと、芝居をしてくれる心意気だけは感謝させていただきますぞ。

『チェリーさん、説明して下さい！』

　スマホに『！』をつけて、事情を乞うリリス。

　そうして、すさまじい剣幕で迫られた結果……

「……分かったよ……。全部、説明するっしょ……」

　大人しく観念した、バベルの主が悲しくそう言葉を漏らしたのであった。




　それから、チェリーは素直に事情を説明した。

　今年の地区大会の決勝戦で、見覚えのない男に告白されたこと。そして、その男がしつこかったため、彼氏がいると噓うそをついたこと。さらに、偽にせ彼かれ氏しとして俺が抜ばつ擢てきされたことを。

「だから、ジョーロっちに偽にせの彼氏になってもらったっしょ……。ごめんね、ずっと黙ってて」

『……そういうことだったんですね。最初に、私に相談してほしかったです……』

　リリスとしては、チェリーが噓うそをついていたことよりも、自分に相談してくれなかったことが寂しかったようだ。

「そ、それはさ！　リリスっちを、危ないことに巻き込みたくなかったんだよ！　その、うちに付きまとってる人、結構怖い人だし……」

　チェリーよ。それは、俺なら危ないことに巻き込んでもいいということか？

　そこんとこ、ちょっと追及したいんだけどどう思う？

「ごめんね、リリス。今まで黙ってて。僕、本当はチェリーさんと付き合ってないんだ」

　と、謝罪をしつつも罪悪感がもう一つある。チェリーの失言の中で、奇跡的に俺の本性については触れられなかったので、それをいまだに隠していることだ。

　無論、理由なく隠しているわけではない。ここで、俺の本性まで伝えるのは情報過多。

　ただでさえ、ややこしい事態をこれ以上、ややこしくすべきではない。

　それに、生徒会の手伝いが終わって、炭すみ印いん嵐あらしの件が完全に片付いたら、俺はもう唐とう菖しよう蒲ぶ高校には来ないだろうしな……。

「…………」

　リリスは、無言でその場に立っている。

　果たして、怒っているのか怒っていないのか、前髪で隠れたその顔からは読み取りづらい。

　だが、少し経たつとスマホをタプタプと押していき……

『分かりました。少しショックでしたけど、もう大丈夫です』

　どうやら、納得をしてくれたようだ。

　ふぅ……。ここで、『チェリーと無関係なら出てけ』って言われなくてよかった。

　まだ、やるべきことが残ってる以上、ここでお役御免はちょいと困るからな。

　ただ、完全に俺を認めてるってわけでもないんだろうな。

　少しだけ、リリスのスマホを扱う手付きが荒っぽくなってる。

『それで、教えてほしいんだけど、如月きさらぎ君はいつまでチェリーさんの彼氏を続けるの？』

　要するに、いなくなるのはいつかを知りたいってことか。……手厳しいな。

「うーん……。一応、今日で嵐あらし君の説得は終わったけど、完全に付きまとうのをやめたとは限らないから油断は禁物だし……、ちょっと未定なんだよね。他に何か変な事情ができちゃったら、そこでやめるかもしれないけど」

　ほら、話が俺の予想の斜め上に進むのが、もはや定例行事じゃん？

　だから、ぶっちゃけあと一週間くらいでやめるつもりだけど、延期も有り得るからさ。

　軽はずみに期限を言えないんだよね。早急に終わらせたくはあるんだけどね。

『その事情って、三さん色しよく院いん菫すみれ子こさん？』

「ち、違うよ！　別に、パンジーは関係ないって！」

『如月きさらぎ君、本当にその人が大事なんだね。顔、真っ赤だよ？』

「リリスの買いかぶりだよ……」

　まぁ、大事じゃねぇって言ったら噓うそになるけどよ。

　他にも、大事な奴やつは大勢いる。だから、何もパンジーだけって話ではない。

　ひまわりやあすなろも、今日の放課後、俺が唐とう菖しよう蒲ぶ高校に行く前に『早く一緒にいれるように、また前みたいにみんなで仲良くしたい』って、寂しそうに言ってたしな。

「ごめんね、リリスっち。あの、そろそろ他のみんなが戻ってくるかもしれないからさ、この話はここまでにしておいてもらえると……」

　オドオドとリリスに近づき、そんなことを頼むチェリー。

　先輩と後輩の立場が、完全に逆転しているな。

『分かりました。なら、これは私わたし達たち四人の秘密ということで』

　が、リリスとしては自分も秘密を共有する側に回れたのが嬉うれしかったのか、チェリー相手には、やや上機嫌な様子でスマホの画面を見せ、口元を緩ませている。

　はぁ……。情報が漏ろう洩えいしたのは痛かったが、リリスでよかったかもな……。

　これなら、『俺がチェリーの恋人として唐とう菖しよう蒲ぶ高校の生徒会に参加する』という大義名分を失わずに済みそうだ。

　とりあえず、今日のところはミントと嵐あらしを説得できたことを喜ばせてもらおう。

　一応、これで最初に解決すべき二つの事件は解決したわけだしな。

　…………ただなぁ、どうにも、とてつもなく嫌な予感がするんだよなぁ。

　これまではあくまでも前ぜん哨しよう戦せんで、チェリーもサザンカも本当にやばい事態になるのはここからだっていう感じの。




　そして案の定、この時の俺の予感は大正解。

　ここから先、俺は最低最悪の状況へと追い込まれていくのであった。
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　あれから、一週間が経過した現在。チェリーとサザンカ、二つの事件を無事に解決して、安息の時を得たかのように思えるが、……それは大いなる間違いだ。

　本来であれば、二学期が始まって一週間で恋人のフリをやめるつもりであったが、その期間は着実に延長中。その結果、俺は非常に大きな問題に直面してしまったのだ。

「ほら、さっさと行くわよ！　えへへ！」

　休み時間、授業が終わると同時に、上機嫌に俺の手を取るサザンカ。

　以前までは照れに照れて悲惨だったというのに、今となっては大違い。こうなった原因は、時間が経たって慣れてきたというのもあるだろうが、一番の要因は立場の逆転だろう。

「あっれぇ～？　サザンカ、ノリノリじゃなぁ～い？」

「もう！　そんな教室でベタベタしないでよぉ～」

「うん！　仲が良さそうで何よりだね！　これは次のデートで……ふふふっ！」

「そんなにジョーロと一緒にいたいのぉ～？　サザンカったら、あまえんぼぉ～！」

「はいはい。うっさいわね。……当たり前でしょ？　彼女なんだから！」

「「「「きゃー!!」」」」

　カリスマ群の皆様のからかいにも、まるで動じない。むしろ、ドンと来いといった様子だ。

　そう。サザンカは、守るより守りたい性格の女の子なのだ。

　だから、『ミントから自分を守ってもらう』ではなく、『ミントから俺を守る』に気持ちをシフトさせた結果、とてもやる気満々で俺の彼女のフリをしてくれている。

　それは、非常に有あり難がたくはあるのだが……

「うぅ～！　サザンカちゃん、いいなぁ～……」

「……寂しいです」

　教室の最前列にいる、二人のションボリ具合がすごい。

　これが、俺の直面している大問題。

　ぶっちゃけ、学校にいる間、サザンカ以外とロクに関われていない。

　素直に事情を伝えて断ろうとも思ったのだが、どれだけ柔らかな言い方をしようが、『サザンカのせいで、他の奴やつらと関われなくなるのは嫌だからやめろ』というニュアンスになってしまう以上できない。さすがに、それはサザンカに対して失礼すぎる。

　さらに、放課後は唐とう菖しよう蒲ぶ高校でのチェリーの彼氏が継続中。

　となると、図書室メンバーのみんなの中でまともに関われるのが、ツバキだけ。

　あいつとだけは、休日にアルバイトで嫌でも会うことになるからな。

　それだけならまだしも、さらに厄介なことに……

「お、おはようございます！　ジョーロ先輩、サザンカ先輩！　その……、今日も来ちゃいました！　えへへへ……」

「……おはよう……ミント」

　休み時間に一緒に過ごすやつが、一人増えちまったんだよな……。

「はぁ……。今日も、ジョーロ先輩とサザンカ先輩は仲良しこよしかぁ……」

　俺とサザンカの様子を見て、口元を尖とがらせる薄うす井い明あ日す荷か君（男）。

　まだチャンスをうかがっているようで、休み時間になると、遠慮がちながら確実に現れる。

　つまり、俺への気持ちをまるっきり諦めるつもりがないってことだ。

「あんたも懲りないわね。あたしとこいつは付き合ってるんだから、さっさと諦めなさいよ」

「い、いいじゃないですか！　ちょっと、そばにいるくらい！」

　頰をプクッと膨らませて、不ふ貞て腐くされた表情をするミント（男）。

　もう少し男らしさと一般的な恋愛感を身につけてもらいたい、今日この頃である。

　ほんと、なんでこいつまで来るようになっちまうかね……。

「ねぇねぇ、今日もあたし、昼休みは図書室に行ってもいい？」

「ああ。平気だよ。悪いな、いつも来てもらっちまって……」

「大丈夫よ！　だって、あたし彼女だもん！　……彼女だもん！　ふふふふ！」

　大事なことなので、二回言った模様である。多分、ミントへの彼女アピールだろう。

「あ、ただよ、その時なんだが、ひまわり達たちも一緒でいいか？　最近、あんまり絡からめてねぇからちょっと話したり──」

「え？　ジョーロ先輩、他の女性の先輩と一緒にお昼ご飯を食べるんですか？　サザンカ先輩と付き合ってるのに？」

　うっ！　ミントの奴やつ、余計なことを言ってきやがって……。

「ま、まぁ……、あいつらも大事な友とも達だちだし……」

「えー！　友とも達だちを大事に想おもうのはいいんですけど、それはダメじゃないですか？　女の子は、彼氏が友とも達だちのことばっかり考えてるのって、ちょっと嫌だと思いますよ？」

　なぜ、それを男の君から聞かなきゃいけないのか、まず教えてもらってもいいかな？

「あ、あのさ……、あたしは構わないわよ？　あの子達たちと一緒でも。ほら、友とも達だちといれないのが寂しいって気持ちは分かるし……」

　この状況だけだと、サザンカの許可も得ているので、問題ないように聞こえるだろう？

　だが、残念ながらそれは大間違いだ。なんせこの後……

「ふーん……。その程度の関係なんですか。なら、やっぱり私にもチャンスが──」

「なっ！　やっぱりダメ！　あんたは、あたしとだけ過ごすの！　いいわね!?」

「……え？　そ……、そっか。分かったよ……」

　となるわけだ。ミントが怪しむ[image: ]サザンカがごまかすの負のループは、今日も健在。

　いったい、いつまでこの状態が続くのだろう？

　このままずっと……なんてことになったら、マジで笑えねぇぞ……。





※






　──昼休み。

「はぁ……。まずいよな……」

　大盛況の図書室で、返却された本を元の場所に戻しながら、俺は溜ため息いきをこぼす。

　溜ため息いきの理由は、ミントの件ではない。図書室の問題のほうだ。

　ぶっちゃけ、そろそろマジでやばい。

　放課後に手伝ってくれている、テニス部、新聞部、生徒会のメンバーだが、それができるのは恐らく今週いっぱいまで。もうすぐ体育祭が始まるので、準備で忙しくなってくるからだ。

　だから、どうにかしなきゃなんねぇのに……相変わらず、対策がまるで取れていない。

　パンジーは、『自分が頑張るから大丈夫』と言っているが、ただの強がりだ。

　ほんと……、どうしたら──

「ねね、ジョーロ……」

「お。どうした、ひまわり？」

　悶もん々もんと悩んでいると、そばにやってきたのはひまわり。

　普段の天てん真しん爛らん漫まんな笑顔は見事に消えていて、寂しそうな表情をしている。

　理由は……、言うまでもないか……。

「あのね、んとね、…………もうすぐジョーロが休憩の番だよ……」

　何かを言おうと口を動かしたが一度止め、ひまわりがそう言った。

　本当は別に言いたいことがあると、よく分かる態度だ。

「そ、そっか。教えてくれて、サンキューな」

「んーん。だいじょぶ……」

　元気が一番の取り得のひまわりが、こんな風になっちまうなんて……。

　最近、ほとんど話せてないし、ちょっとぐらい会話を──

「ちょっと、あんた！　さっさと休憩するわよ！　いつまでトロトロ片づけてんのよ！」

　しまった。サザンカが、俺を呼んでいる。

　けど、せめて少しだけでも……って、気づいたらひまわりがいなくなっちまってるよ……。

「ほら、早く食べるわよ！　今日も一生懸命、頑張ったんだから！」

　代わりにやってきたのは、無邪気な笑顔のサザンカ。その両手には、今は彼女のフリをしているからと、俺のために作ってきてくれた弁当が持たれている。

「……ああ。そうだな」

「さ！　行くわよ！　早く早く！」

　俺の手を握り締め、読書スペースへとつれていくサザンカ。

　なんっつーか、最近の学園生活は、サザンカ一色に染まってるな……。





※






　──休み時間。

「ああ……。なんか落ち着くな」

　午後の授業を終え、たった一人の時間を確保できたことで安あん堵どの息を漏らす俺。

　ここ最近、常に誰かと一緒にいる俺が唯一、一人になれる場所はここしかない。

　では、そこがどこかと言うと…………トイレである。

　さすがに、ここにはサザンカと一緒に来るわけにはいかねぇからな。

　多分、今頃カリスマ群の皆様に教室でからかわれているだろう。

　ともあれ、あんまり長居をしてしまうと不名誉なアダ名がつきかねんし、そろそろ出るか。

　これで、トイレから出たらミントがスタンバイなんてことがあったら──

「如月きさらぎ先輩、どういうことですか!?　むっふー！」

　うん。誰もいなくて安心だな！　さぁて！　教室に戻るかぁ！

「私、ちゃんとメッセージを送ってました！　『一週間に一度は奴隷として利用されるように』って！　なのに、如月きさらぎ先輩は全然私に会いに来てくれません！　とっても怒って……って、なんで無視するんですか！　待って下さいよ！」

　俺も、君の発言に激怒したい気持ちがあるんだけど、それをグッと堪こらえて無視してるんだ。

　ここは、お互い様ということにしておこうではないか。

「まったく……。突然、ウルトラ・ナショナル・キュート・オフィシャルアイドルのたんぽぽちゃんが目の前に現れたからって、恥ずかしがりすぎですよ？」

　ＵＮＣＯアイドルのたんぽぽちゃんですか。そりゃ、トイレの前にスタンバイしますな。

「って、だから無視しないで下さい！　逃がしませんよ！」

「どわっ！　何しやがる、たんぽぽ！」

　なんでこいつは、こんな見事に俺の腰をホールドできるんだよ！

「如月きさらぎ先輩は、私の相手をするべきなんです！　それはもう、今すぐに！」

「知るか！　俺は、色々ストレスが溜たまってるんだよ！　だから、離せ！」

「い・や・で・す！　二学期になってから、全然如月きさらぎ先輩に会えなくて寂しくて、私だってストレスが溜たまっていたのですから、お互い様です！　むっふー！」

「はぁ？　ならてめぇは、寂しいからってわざわざ俺に会いに来たのか？」

「当たり前じゃないですか！」

「そ、そっか。……まぁ、そう言ってくれるなら、ちょっとぐらいは──」

「主人が奴隷を酷使するのは当たり前なんですからね！　如月きさらぎ先輩へ私に利用されるというご褒ほう美びタイムをもうけようと、わざわざこうして来てあげたんですよ！　むふふふふ！」

　張り倒しても、多分怒られないよね？　ほんっと、こいつはどんな状況でもブレねぇな。

　ったく、こんな場所をミントに見られでもしたら……

「あのぉ～、ジョーロ先輩。なんで、貴方あなたはサザンカ先輩以外の女性に抱きつかれてるんです？」

　ほんとに出たぁぁぁぁ!!　まさか、こいつまでトイレの付近でスタンバっているとは……。

「い、いや、これはだな……」

「なんで、サザンカ先輩と付き合ってるのに、他の女の子、と、も……」

　ん？　どうしたんだ？　ミントの奴やつ、いきなり顔を強こわ張ばらせて？

「おや？　ミント君ではないですか！　こんな所で偶然ですね！　何をしているんですか？」

「た、たんぽぽ……ちゃん……っ！　えっと、これはね……」

　ああ、そういやこいつらって、同じ学年だったな。しかも、顔見知りって感じだ。

「あー……、あははは！　なんでもないよ！　うん！　本当になんでもないから！　それより、もうすぐ授業が始まるから教室に戻ろ？　遅れたら、先生に怒られちゃうよ？」

「いやぁ～！　私もそうしたいのは山々なんですけど、状況を見て分かる通り、如月きさらぎ先輩が私に利用してほしいって、中々解放してくれないんですよぉ～！」

　今すぐ帰れ。そして、二度と俺の前に姿を現さなくていい。

　あと、状況を見て分かる通り、てめぇが俺の体を押さえ付けている。はよ、解放せい。

「それより、ミント君はなんでこんな所にいるのですか？　もしかして、私に会いに来たのですか？　もし、そうだったらビックリです！　だって、ミント君は──」

「な、なんでもないよ!!　偶然！　ほんと、偶然ここにいただけ！　だから、変なことをジョーロ先輩に言わないでね？　絶対、絶対に言っちゃダメだからね？」

　なんだミントの奴やつ？　やけに、たんぽぽを恐れてやがるな。

　まぁ、こいつはロクでもないことばっか言うから、多少気持ちは分かるが。

「むふふふ！　何をそんなに脅おびえているのです、ミント君？　私は優しい優しいたんぽぽちゃんですよ？　余計なことなんて絶対に……、もうずぇぇぇったいに！　何一つ言いませんよ！」

　あ、これ言うわ。余計極まりないことを言うやつだわ。

「うん！　なら安心かな！　あははは！」

　そこは信じちゃうのね。ミント、今すぐ力ずくにでも連れて帰ったほうがいいと思うぞ。

「じゃあ、私は先に戻るね！　バ、バイバァ～イ！」

「は～い！」

　誰が見ても分かるぐらい露骨に逃げられてるわけだが、たんぽぽは気づいてないらしい。

　相変わらず、頭がお花畑状態である。

「んもぉ～う！　ミント君ったら！　こんな所で私と会えたからって、あんなに喜ばなくてもいいと思いません？」

　思いません。これっぽっちも。

「たんぽぽ、てめぇはミントに何をしたんだ？　どう見ても、逃げられてると思うんだが？」

「失敬な！　私、何もしてません！　ミント君とは同じ学年で、すんばらすぃ仲なんですからね！　たとえ、ワタゲストでない男の子でも仲良くする！　アイドルとして、当然です！」

　ミントがワタゲストじゃない認識はあるらしいけどさ、本当に仲が良いいかはちゃんと確認しておけよ？　想おもいが一方通行の可能性、結構ありえると思うよ？

「むふふ！　たんぽぽちゃんは一年生の中で超人気者なのです！　今日のお昼休みだって、同学年で他クラスの女の子から、『たんぽぽ、お願い！　可愛かわいい足取りで、焼きそばパンを買ってきてぇ～！』とお願いされちゃうぐらいに！　もちろん、買ってきてあげました！」

　なるほど。たんぽぽは、他クラスの女子にまでパシリにされている、と。

「でも、ミント君があんなに恥ずかしがったのはビックリでした。彼には想おもい人びとがいるので、てっきり私にドキドキしないと思っていたのに」

　ミントくーん。早速、アホが余計なこと言い始めてるよぉ～。

「てめぇ、知ってんのかよ……」

「もちろんですよぉ～！　ミント君から直接聞きました！　私は口が堅いことで有名ですからね！　内緒の話も、ちゃんと教えてもらえるのです！　むっふん！」

　なに、偉そうにふんぞり返っているんだか……。

「あれ？　あれあれあれぇ～？　如きさ月らぎ先輩、その顔はもしかして、……聞きたいんですか？　仕方ないですねぇ～！　なら特別に、如月きさらぎ先輩にだけミント君の想おもい人びとを教えてあげましょう！　ここだけの話ですよ？　誰にも言ってはいけませんよ？　むふふふ！」

　あ、こいつ口軽いわ。さながら綿の如ごとく、ふわっふわだわ。

　たんぽぽにだけは、ぜってぇ秘密を教えないようにしよ……。

「つか、てめぇは本当に戻らなくていいのか？　授業に遅刻は、さすがにやべぇと思うぞ？」

「大丈夫ですよぉ～！　先生達たちは私のことが大好きですから、遅れても優しく許してくれるに決まっています！　むふふふ！」

　……ちなみに、この後たんぽぽは案の定授業に遅れ、怒ど涛とうの説教をお見舞いされたそうだ。

　そして、俺にメッセージを送ってきたわけだが、

『ひっく！　ひっく！　どうして、私が怒られるんですかぁ？　ただ、真面目に如月きさらぎ先輩を利用しようとしただけなのに、ひどいですぅぅぅ！』

　自じ業ごう自じ得とくである。





※　※






　──放課後。

　唐とう菖しよう蒲ぶ高校のトイレで帽子、サングラス、マスクの変装セットを着用して外へ。

　すると校門の前で、満面の笑みのチェリーが待っていて、

「やっほー！　それじゃ、今日も頑張ろっか！」

　言葉と同時にギュッと腕に抱きついてくる。そして……

「はい！　いつもの！」

「むっひょ～！　桃ももたんの感触、たまらないんだなぁ～！」

「うん！　今日もバッチリド変態っしょ！」

　油断は禁物なのは分かっているけど、こればっかりは本当にしんどいな……。

「あの、桃ももさん。買出しって、今日で終わりですよね？」

「そだよぉ～！　そんで明日、文化部の資材を配布したら全部おしまいだね！」

　なら、今日も含めてあと二日……、あと二日で、このド変態生活ともおさらばだ。

　時間よ……。早く経たってくれ……。




　それから、唐とう菖しよう蒲ぶ高校から移動し文化部の資材を色々と購入。これで、買出しは全て完了だ。

「よーし！　あとは、明日にこれを配布すれば完了っしょ！　もし、買い忘れとかあったら、買いに行かなきゃだけど……その時はよろしくっしょ！」

　絶対に、何も買い忘れないでくれ。もう、ド変態でいたくないんだ……。

「けど、終わっちゃうのがちょっと寂しいなぁ～。こうしてるの、結構楽しいからさ！」

「僕はしんどいです……」

　チェリーには悪いが、個人的には早急に終わらせたい。

　別にチェリーと一緒にいるのが嫌とは言わないが、こっちにも事情があるのだ。

「あ……。もしかして、図書室のほう？」

　しまった。つい、余計なことを口走ってしまった……。

「まぁ、それもあったり、なかったり……」

「ご、ごめんね！　うち、無神経だったっしょ……」

　偽にせ彼かれ氏しを始めてから、放課後の図書室業務は完全に丸投げ状態で何一つできていない。

　代わりに、他のメンバーに負担をかけてしまっているので、罪悪感が中々なのだ。

　昼休みに、『……大丈夫』と言ってもらえたが、幼おさな馴な染じみとしての付き合いの長さで分かる。

　あれは、噓うそをついていた。本当は、大丈夫じゃなくて寂しいのだろう。

「いえ、気にしないで下さい。元々、僕がやると決めたことですから」

　だが、やると決めた以上、やり遂げずに終わらせるわけにはいかない……って、あれ？

「すみません、桃ももさん。買いたい物を思い出したので、先に帰ってもらってもいいですか？」

「え？　それなら、うちも……」

「いえ、一人で大丈夫です。個人的な物ですし」

「個人的な物？　うしし！　ムッツリだねぇ～！　うん、それなら分かった！　特別に見逃してあげるっしょ！　なんだか、ド変態が板についてきたね！」

　うん。何か余計な誤解を与えまくってるけど、仕方ない。

　とりあえず、最優先事項はチェリーをこの場から引き離すことだ。

「じゃ、先に戻ってるねぇ～！　今日もありがとっ！　大助かりだったっしょ！」

「いえ、気にしないで下さい」

　よし。チェリーの姿は…………見えなくなったな。

　なので、それまでとは別方向を向く。すると、向こうもこっちの意志を理解したのだろう。

　やけに落ち着いた足取りで近づいてきている。もちろん、現れたのは……

「もう、桃ももさんには付きまとわないんじゃなかったっけ？　……炭すみ印いん嵐あらし君」

「…………」

　近づいておきながら、無言。しかも、目つきがやけに鋭いし、嫌な予感しかしないな……。

「お前は噓うそをついた」

「……なんのことかな？」

「桜さくら原ばら桃ももとお前は、付き合っていないな？」

　ほんと、嫌な予感ってのはよく当たるもんだ。

「……そんなことはないよ……」

「もう、全部知っている。お前は、桜さくら原ばら桃ももと付き合っていない。彼女に頼まれて、恋人のフリをしているだけなのだろう？」

「それは……」

「よくも……、よくも騙だましてくれたな！　……信じていたのに！　ふざけた奴やつだが、性根は真まっ直すぐだと思って信じたのに……」

　それは、ちょっと過大評価が過ぎる。正直、結構性根はひん曲がってるし……。

　さて、どうする？　この状況は想定内ではあるが、生あい憎にくと対処方法までは思いついていない。

「だから、もう一度言う。……桜さくら原ばら桃ももと別れろ。いや、桜さくら原ばら桃ももに二度と近づくな」

　この様子じゃ、もう一度説得というのは……無理な話か。

　だったら、こっちも力押しでいかせてもらうか。

「嫌だね。大体、仮に君の言っていることが事実だったとしたら、桃ももさんが僕に恋人のフリを頼んだ理由は分かるよね？　その時点で、君がどうするべきかは決まってない？」

　ごまかせないなら、偽にせ彼かれ氏しだとバレても通じる論法で、無理矢理にでもこいつを止める。

　大丈夫だ。話が分からない奴やつじゃない。だから、これで……

「……お前の大事な人間が、どうなってもいいのか？」

「え？　僕の大事な人？」

「三さん色しよく院いん菫すみれ子こ」

「んなっ！」

　なんで、こいつがその名前を!?

「以前、お前を殺すと言った時は効果がなかったが、これは効果があるな」

　ニヤリと、炭すみ印いん嵐あらしが歪いびつな笑顔を見せる。完全に、自分の手の内だと言わんばかりの態度だ。

「一週間、お前を見ていて気がついた。お前は、自分よりも他人を大切にするタイプの人間だ。だから、お前自身に何を言おうが効果はない。……が、三さん色しよく院いん菫すみれ子こならどうかな？」

　炭すみ印いん嵐あらしが、ポケットからチラリとナイフを出し、見せつけてくる。

　もし、それが自分ではなく……やばいぞ。これは、絶対にやばい！

「今日は見逃してやる。……だが、明日はダメだ。もし明日、お前……如月きさらぎ雨あま露つゆが唐とう菖しよう蒲ぶ高校に、桜さくら原ばら桃ももに近づいたら、三さん色しよく院いん菫すみれ子こがどうなるか……、よく考えておけ」

「ま、待てよ！　あいつは、関係な──」

「お前も、元は桜さくら原ばら桃ももと関係のない人間だ」

「うっ！」

「……じゃあな」

　そう言い捨てて、立ち去っていく炭すみ印いん嵐あらし。

　あまりにも予想外の事態に、ただ呆ぼう然ぜんとその姿を見送ることしかできなかった……。





※　※






「やっべぇことになったな……」

　唐とう菖しよう蒲ぶ高校に戻り、変装セットを外した俺はトイレでそうつぶやく。

　想定していたよりも、遥はるかに最悪な問題が起きた。

　嵐あらしに俺とチェリーの関係が偽りとバレるだけでなく、パンジーが狙われるとは……。

　どうする？　あいつに言われた通り、明日からは唐とう菖しよう蒲ぶ高校に来るのをやめるか？

　そうすれば、パンジーの身の安全は保証される。だがその場合、チェリーはどうなる？

　嵐あらしは、チェリーへの気持ちを諦めていない。

　それどころか、俺との関係が偽にせ者ものと知ったことで、今以上に過激な行動に出るつもりだ。

　パンジーとチェリー……、もしどちらかを選ばなくてはならないとなったら、気持ちとしてはパンジーを選びたい。だが、それはチェリーを見捨てていいという理由にはならない。

　すぐにパンジーには『可能な限り一人で行動しないでほしい』とメッセージは送ったし、他のメンバーにも事情は伝えた。だが、油断ができる状況ではないのは、火を見るより明らかだ。

　なんで、んなことになっちまうかね……。




「あ！　ジョーロっち、おかえりっしょ！」

「や、やぁ……、ジョーロ君。買出しお疲れ様」

『おかえり。如月きさらぎ君』

　唐とう菖しよう蒲ぶの生徒会室へ戻ると、俺を歓迎してくれるチェリー、コスモス、リリス。

　そんな中、コスモスの言葉の歯切れが悪いのは、事情を知っているからだ。

　他の二人には、まだ言っていない。というよりも、言うつもりがない。

　ここ最近関わっていて理解したが、チェリーはメチャクチャなことをするが、比較的常識人で良いい奴やつなのだ。だから、パンジーの件を知ったら、自分を犠牲にしかねない。

　だから、不用意な情報を伝えるべきではない。リリスは言わずもがなだ。

「ほら、座って！　もうすぐおしまいなんだから、最後まで生徒会を満喫してほしいっしょ！」

　もうすぐ終わり……。その言葉が、恐ろしい誘惑となって俺に襲い掛かる。

　このまま、チェリーに嵐あらしが再び現れたことを伝えずに手を引けと。

『ちょっと寂しいですね』

「あ！　リリスっちもそう思う？　うちもなんだよねぇ！　特にコスモスっち！　もうすっごく助かったから、このまま生徒会長をやってもらいたいぐらいっしょ！」

「い、いや、私には西にし木き蔦づたの生徒会があるから……」

「あれぇ？　何かコスモスっち、元気なくない？」

「そ、そんなことはないよ！　はははは……」

　コスモス、笑ってごまかそうとしているが、俺から見るとバレバレだ。

　と言っても、俺も似たようなもんか。

『如月きさらぎ君も変。何かあったの？』

「なんでもないよ。ちょっと買出しで疲れちゃっただけ」

『もしかして、明日からのチェリーさんが心配？』

　うっ！　その通りっちゃその通りなんだが、微妙にニュアンスが違うな……。

『安心して。もし、チェリーさんに何かあったら、私が守るから』

「リリスが？」

『うん。だって、私がチェリーさんの一番だもん。守るのもそばにもいるのも、私の役目』

　ここまで言ってくれるのなら……、本当に任せてもいいのかもな……。

『今日まで本当にありがとう。でも、明日からは私の番だよ』

　大体、俺にはミントっていう、でかすぎる問題だって残ってるんだ。

　もうチェリーの問題に介入するのはやめて、そっちに注力しよう。

「ありがとう、リリス。じゃあ、明日からはお願いね」

『任せてよ』

　口調は偽りだが、俺はそう本音でリリスに伝えた。





※






　翌日の朝……。未いまだ答えが出せず、悶もん々もんとしたまま一晩を過ごした俺。

　だが、何もしないでいるわけにもいかないので、準備を整えて家を出発すると、

「お、おはよっ！　じゃあ、今日も一緒に行こっか！」

　そこには、サザンカが恥ずかしがりながらも、精一杯の笑顔を見せて立っていた。

　電車通学のサザンカからすると手間でしかないのに、わざわざ来てくれているのは、ミントから俺を守ろうとしてくれているからだ。本来なら、やる必要がないにもかかわらず……。

　その優しさには、心から感謝したい……したいのだが、つい少し離れたひまわりの家を見てしまうのは、あいつがいない寂しさを感じてしまっているからだろう。

「あ、あのさ……、大丈夫なの？　そのチェリーさんのほうだけど……」

　心配そうに、俺を見つめるサザンカ。こいつも、嵐あらしの件については知ってるからな。

　危険な相手に狙われているパンジーが心配なのだろう。もちろん、俺もだ。

「ああ。今け朝さは、ひまわりとあすなろ、それにサンちゃんがパンジーの家で待ち合わせして、一緒に学校に向かう手て筈はずになってるから、今のところは……な」

「そうなの？　なら、一応は安心ね！」

　本当は俺も行きたかったのだが、ミントに余計な誤解を与えかねないので、行動不可能。

　いっそ、ミントに全部バレる覚悟で行動してやろうかとも思ったが、それはサザンカの好意をないがしろにすることになる。……完全に、雁がん字じ搦がらめの状態だ。

「……えい！」

「うわっ！　なにすんだよ、サザンカ！」

　突然、サザンカが指を二本立てて俺の頰を上に押し上げてきた。

「あんた、辛気臭い顔しすぎよ！　どうしていいか分からないなら、とにかく笑ってなさい！　ほら、笑顔笑顔！」

「分かった！　分かったから、やめてくれ！」

「本当に分かってるんでしょうね？　だったら、さっさと笑いなさい！」

「……にー」

「あは！　変な顔！　けど……、さっきよりは悪くないわね！」

　スカートをなびかせて、サザンカが無邪気な笑顔を披露する。

　放課後までにどうするか、ちゃんと考えねぇとな……。





※






　──昼休み。

　大盛況の図書室で、回ってきた俺の休憩時間。いつもの流れだと、サザンカと過ごすことになるのだが、今日は違う。最近、ほとんど関われていなかった……

「ひまわり、あすなろ、パンジー……その、一緒に休憩しようぜ」

　こいつらとも一緒に、飯を食う予定なのだ。

「ほんと!?　ジョーロ、一緒に休憩!?　やったぁぁぁぁぁ!!」

「もう！　ずっと我慢してたんですからね！　お久しぶりですね、ジョーロ！」

「あら、珍しいこともあるのね。大丈夫なのかしら？」

　三者三様の言葉、三人の笑顔を見ると、妙にホッとする。だが、パンジーだけは、俺ではなく図書室へ来ているサザンカをチラリと見て、確認をとっている。

「う、うん！　ほら、あたしばっかりが一緒でも、あれだし……」

「とても嬉うれしいわ。なら、今日は頑張って、紅茶とお菓子を準備しようかしら」

「やったぁ！　パンジーちゃんのお菓子、楽しみ！」

「あ！　ひまわり、私も食べたいのですから、全部食べないで下さいよ！」

　あぁ……、なんかこういう空気になるとホッとするな。

　色々と大変なことはあるが、今だけは──

「あ、あの！　ジョーロ先輩、今日も遊びに来ちゃいました……。貴方あなたに会いたくて……」

　俺の安息の時は遠いな……。ミントよ。なぜこのタイミングで、君は来てしまうんだい？

　あぁ、これは間違いなく、

「よ、よぉ～し！　じゃあ、あんたはあたしと二人でご飯を食べよっか！　ほら、行くわよ！」

　そうなっちまうよなぁ～……。

「ふぇ？　え、でも……」

「サ、サザンカ！　私は、とても楽しみに……」

「…………そう」

「うっ！　その……、ごめんなさい……」

　ひまわり達たちの反応に、辛つらい表情を見せるサザンカ。

　だが、それ以上に辛つらかったのはひまわり達たちのようで、グッと拳を握り締め震えている。

　なんで、何もかも上う手まくいかねぇんだよ……。

「なーんだ！　ビックリしちゃいましたよぉ！　もし、ジョーロ先輩がサザンカ先輩以外の女性とご飯を一緒に食べていたら、本当は二人が付き合ってないって思っちゃいましたし！」

　どんだけ、都合のいい解釈をするつもりなんだ……。まぁ、事実なんですけど……。

　あ～……、せっかく久しぶりにパンジー達たちと一緒に昼休みを過ごせると思ったのに。

「あはははは！　そんなわけないでしょ！　ね、ねぇ？　あんたは、この後にあたしと──」




「違うもん！　ジョーロ、わたしとご飯食べる約束してたもん！」




　その瞬間、サザンカの言葉を遮り、図書室にひまわりの叫び声が木こ霊だました。

　あまりの声の大きさに、図書室の中が一瞬、シンと静まり返った。

「んだ！　今日はジョーロと一緒に、まんま食べよって話してらんず！　サザンカと一緒に食べる約束はしてねじゃ！」

　次に叫んだのは、あすなろだ。まずい……。この流れは、絶対にまずい！

「ご、ごめん……」

　違う。サザンカは悪くねぇ……。ただ、俺をミントから守ろうとしてくれただけだ。

　きっとひまわりもあすなろも、それはちゃんと理解している。

「わたしもジョーロと一緒にいたいの！　ジョーロと一緒じゃなきゃやなの！」

「なんぼ、ジョーロのためでも、やりすぎだじゃよ！　大体、本当にジョーロのためなんだが!?　自分のためなんでねんずな!?」

　ただ、それでも我慢の限界だったんだ……。

「ま、まぁ、ひまわりさん、あすなろさん！　二人とも落ち着いて！　その、二人の気持ちはよく分かるが、状況が状況だろう？」

　俊敏な動作で、サザンカとひまわり達たちの間に体を割り込ませたのはコスモスだ。

　よかった……。二人とも頭に血が上っていても、コスモスの話なら……

「コスモスさん、うるさい！」

「……え？」

　うげっ！　ひまわりの奴やつ、肩に置かれたコスモスの手を、乱暴に振り払っちまった！

　なんで、こいつはコスモスにまでこんな態度を……。

「コスモスさんに、わたしの気持ちなんて分かんない！　だって……、だって、コスモスさんはジョーロと一緒にいるもん！　放課後、いつも一緒だもん！」

　しまった……。そういうことか……。

「んだ！　コスモス会長は、放課後にジョーロと一緒に唐とう菖しよう蒲ぶ高校さ行ってらった！　一緒にいたんず！　んだのに、わんどの気持ちが分かるなんて、簡単に言わないでけじゃ！」

「そうかもしれないが……。で、でもだよ！　私だって！　……いや、なんでもないよ。……軽々しい言葉を言ってしまって、すまない……」

「謝るぐらいだば、わぁと代わってけじゃ！　放課後、唐とう菖しよう蒲ぶ高校さ行く役割を！」

「うっ！　それは……嫌だ。私がやりたい。……いや、やるべきなんだ！」

　謝罪の意を示しつつも、コスモスもそこを譲るつもりはないのだろう。

　力強い決意を持った瞳であすなろを見つめ、愛用のノートをギュッと抱きしめている。

「そんなことないもん！　わたし達たちだって、できるもん！　コスモスさんじゃなくてもいい！」

「違う！　これは、私でなければダメなんだ！　私じゃなきゃ、絶対にできない！」

「うぅ～！　コスモスさん……っ！」

「すまないが、どんなことがあっても、私は放課後の役割を誰にも譲るつもりはない！　絶対に……、絶対にだ！　唐とう菖しよう蒲ぶ高校に行くのは私だ！　私以外有り得ない！」

　……なんでだよ？　なんで、こんなことになるんだ？　誰も悪くねぇじゃねぇか……。

　なのに、なんでひまわりとあすなろが、コスモスと喧けん嘩かをする羽目になるんだよ？

「あの、ジョーロ先輩。どういうことですか？　なんで、沢山の女性がジョーロ先輩を……」

「ミント、わりぃんだが……ちょっと外してもらえるか？」

「ひっ！　……わ、分かりました。その……ごめんなさい！　失礼します！」

　俺の迫力にビビッたのか、大慌てで図書室から去っていくミント。

　だが、それが事態の解決に繫つながるわけではない。

　いまだ、ひまわり達たちのにらみ合いは続いている。

　くそ！　いつまでも黙って見てられるか！　やっぱり、俺が……

「ジョーロ、お前は行くな」

「サ、サンちゃん……」

　俺が三人の下へ向かおうとした瞬間、肩を押さえて止めてきたのはサンちゃんだ。

　いつもの熱血笑顔ではない。冷静で真剣な眼まな差ざしで俺を見つめている。

「で、でもよ！　あいつらが喧けん嘩かする理由なんて……」

「ある。遅いか早いかの違いだ。みんなの気持ちを考えたら、絶対にこういう日は来ていた」

「うぐっ！」

　そうだ。……サンちゃんの言う通りだ。

　あいつらは、普段は仲が良いい友達だ。けど、もう一つ、別の気持ちがある。

　その別の気持ちがある以上、絶対にぶつかり合う日は来ると決まっていたんだ……。

「それに、お前には止められないよ。みんなが誰のために喧けん嘩かしてるか、分かってるだろ？」

　分かってる……。誰が原因かなんて、考えるまでもねぇ……。

「けどよ、このままじゃ……」

「大丈夫だ。お前じゃ止められないけどさ、こういう時に頼れる奴やつがいるだろ？」

「頼れる奴やつ？」

「まー、俺が行ってもいいんだけど、こういうことは同じ女のほうが向いてるよな！　ってわけで、今回は大人しくここでスタンバイだ！」

　パッと、いつもの熱血笑顔に切り替わり、サンちゃんが俺の背中を叩たたく。

　こんな状況をなんとかできる奴やつなんて……、

「はい。三人とも、そこまでかな」

　その時、三人の間に割って入ったのは、俺のバイト先の店長兼クラスメートのツバキだ。

　サンちゃんが言っていたのは、恐らくツバキのことだろう。

　だが、今のひまわり達たちにとって、ツバキは……

「一度落ち着いたほうがいいかな。こんな状況でお昼ご飯なんて食べたら、美お味いしくなくなっちゃうよ。それは嫌でしょ？」

「嫌だけど……でも、もっとやなの！　わたし、もう我慢したくないの！　それに、ツバキちゃんだって、コスモスさんと一緒！　わたしの気持ちなんて分かんない！」

　そうだ。なんやかんやで、俺はツバキとの交流が断たれることは絶対にない。今も、学校ではミントの事情でほとんど関わっていないが、休日はバイト先で関わる機会があるからだ。

「ん。ボク、ひまわりの気持ちは分からないかな。でも、ひまわりにボクの気持ちは分かる？　大事なお友とも達だち同士が喧けん嘩かして、とっても嫌な気持ちかな」

「あっ！」

「きっと、みんな色んな苦労をしてるかな。だから、自分だけが大変だと思っちゃダメ。それは、ただの押しつけになっちゃうかな」

「……ご、ごめんなさい」

「すみません……」

「……すまない。ツバキさん」

「ん。大丈夫かな」

　俯うつむいて謝罪をする三人に、優しい笑顔を向けるツバキ。

　すげぇな……。こんなあっさり、あいつらの喧けん嘩かを止めちまうなんて……。

「パンジー、サンちゃん、ちょっと図書室のことを任せてもいいかな？」

「ええ。大丈夫よ」

「おう！　任せとけ！　みんな、悪いな！　変に騒がしくしちまって！」

　わざと明るく大きな声を、図書室に来ていた生徒達たちに振舞うサンちゃん。

　その様子に、図書室にやってきていた生徒は圧倒されたのか、コクコクと頷うなずいている。

「じゃ、三人はボクと一緒に図書室から出よ。ゆっくりお話し合いかな」

「ツバキさん……。すまないが、私は遠慮させてもらうよ。少し、一人で考えさせてほしい」

「……分かったかな」

　ツバキとしては自分を含めた四人で話したかったのだろうが、コスモスは拒絶し、たった一人で図書室をあとにしていった。

「じゃ、ボク達たちも一度出よっか」

　ツバキの言葉に、静かに頷うなずく二人。そのまま三人は、図書室の出口へと向かっていった。

　ただ、ツバキは出る直前に俺のほうを見て、

「ジョーロは、サザンカをお願いね」

「え？　サザンカ……あっ！」




「うぅ……、ごめんなさい……。ごめんなさい……。……ぐす」




　ツバキに言われ、サザンカを確認して俺は驚いた。

　三人の喧けん嘩かに気を取られて気がつかなかったが、サザンカが体を震わせて泣いていたのだ。

　普段の強気な態度なんて微み塵じんも感じられない、弱々しい様子で……。

「お、おい！　サザンカ！　大丈夫か？　ほら、一度休もうぜ！」

　サザンカの手を引き、一度読書スペースへと座らせる。

　だが、それだけですぐに回復するような状態でないことは明らかだ。

「うっ！　うっ！　あたしのせいで……ごめんね、ごめんね……」

　ポロポロと涙を流しながら、謝罪を口にするサザンカ。そうだ……。サザンカは責任感の強い奴やつなんだ。こんなことになったら、責任を感じるに決まっている……。

「いや！　サザンカのせいじゃねぇって！　別にあいつらだって、いつも仲が良いいわけじゃねぇんだ！　ああやって、喧けん嘩かする時だってある！　だから、てめぇは悪くねぇって！」

[image: ]

「でも……、でもぉ！」

　いつもとはまるで違う、女の子としての一面を見せ、グスグスと泣きじゃくるサザンカ。

　つい、抱きしめたく……ダメだ。そこまでは……、俺にはできない……。

「あたしが、余計なことをしたのがいけないんだ……。あたしが出しゃばったせいで、こんなことになっちゃって……。やっぱり、あたしじゃダメだったんだ……」

「そんなことねぇよ！　すげぇ助かってる！　サザンカには、すげぇ助けてもらってるよ！」

「……ありがと。でも……、ごめんね。……ごめんねぇ」

　ギュッと俺の手を握り締める、サザンカの手から伝わる震えた感触。

　ポタポタと俺の手の甲に当たっているのは、サザンカの涙だ。

「大丈夫だ。サザンカは、悪くねぇからさ」

　はぁ……。なんでこんなことになっちまうかね？

　最初は、恋人のフリをしてストーカーを撃退するってだけのはずだったのに、随分と話がややこしくなったもんだよ……。





※






　──放課後。

　ついに、一つの答えを出す時が訪れた……。

　俺は、自分が抱えている全ての問題を一度整理しようと、思い返す。

　まずは、嵐あらしの件。もし俺が今日、唐とう菖しよう蒲ぶ高校に行ったら、嵐あらしがパンジーに危害を加える。

　だが、行かなくなれば、再びチェリーが嵐あらしの被害にあうことは間違いないだろう。

　次に、ミントの件。俺を好きだと豪語する厄介すぎる男。

　そして、そんなミントから俺を守るために、サザンカが恋人のフリをしてくれている。

　だが、その都合上、これまで仲良くやってきたメンバーとほとんど関われなくなった。

　そして、ひまわりとあすなろとコスモスの喧けん嘩かの件。ミントの件の派生ではあるが、今となっては別問題。仮に、ミントの件を解決しても、あいつらの仲が元に戻るわけではないからだ。

　だから、これはこれで、別の問題として扱わなければならない。

　……以上が、俺に襲い掛かっている、解決すべき難問達たちだ。

　何を優先して解決する？　判断を誤れば、取り返しのつかない事態になるだろう。

　自分の選択次第で、自分だけでなく他人にも大きな影響を及ぼすってのはしんどい問題だ。

「よっ。ジョーロ」

「……サンちゃん」

　ポンと優しく肩を叩たたいて声をかけてきたのは、サンちゃんだ。

　そして、ニカッと熱血笑顔を俺に向けると、

「俺の力は必要か？」

　冷静な声色で、そう言った。

　そうだな……。サンちゃんがいてくれれば、心強いことこの上ないよ。

　だけど……、

「いや、大丈夫だ」

　これは、俺が解決すべき問題だ。だから、サンちゃんの力は借りない。

「そっか！　なら、頑張れ！　……ただ、もしもお前が本当にどうしようもなくなったら、勝手に手を出すからな！　なんてったって、俺おれ達たちは親友だからな！」

「当たり前だろ？　勝手に親友はやめさせねぇよ」

「ははっ！　そりゃ、手厳しいな！　じゃあ、俺は部活に行くから、お互い頑張ろうぜ！」

「……ああ」

　ヒラヒラと手を振り教室を去るサンちゃんを見送った後、俺はグッと拳を握り締めた。

　……決めた。……決意させてもらったよ。優先して解決するのは、アレ以外ない。

　ずっと悩んでいた……。何が正しくて、何が間違えているかなんて、今でも分からない。

　だから、従うのは自分の感情。

　自分が『正しい』と思うことではなく、自分が『こうしたい』と思える行動をしようと。

　そのために俺は……、鞄かばんの中に入った帽子、サングラス、マスクの変装セットを持って立ち上がり、教室を一人で出て行った……。
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　西にし木き蔦づた高校でマスク、帽子、サングラスの変装セットを着用し、その後、唐とう菖しよう蒲ぶ高校へ到着。

　予定よりも到着が遅れてしまったので、やや急ぎ足で生徒会室を目指す。

　自分が最も優先して解決すべきは、炭すみ印いん嵐あらしの件。それ以外、有り得ない。

　その理由は、シンプルで当たり前。チェリーを守れるのは、自分しかいないからだ。

　正直に言えば、向こうが心配で気が気じゃないという気持ちもある。

　でも、あんなことがあった後だ。自分は、いないほうがいいだろう……。

　だからこそ、向こうは向こうに任せて全力でチェリーを守る。

　そう決意して、行動している。

「失礼します」

「あ！　やっと来たぁ！　もう！　待ちくたびれたっしょ！」

「こんにちは。チェリー会長」

　生徒会室に入ると、すぐにそばへ来て歓迎してくれたのはチェリーだ。

　明るく元気な、とても年上とは思えないどこか幼い笑顔をいっぱいに向けてくれている。

　この笑顔を守りたい。そう思える素敵な笑顔だ。

「…………」

　対して、コスモスは深く落ち込んでいる様子で、どこか覇気がない。

　もちろん、声をかけてくれるはずもなし。それどころか、目も合わせてくれない。

　まぁ……、そうなるだろうな。それで正しいよ。

『……こんにちは、如月きさらぎ君。どうしたの、その格好？』

　最後に、スマホでタプタプと文字を入力して、画面を見せてきたのはリリス。

　そっか。そういえば、この変装セットをつけてリリスと会うのは、初めてか。

　うーん……。外してもいいけど……、今はやめておこう。

「ちょっとしたオシャレかな。どう？　かっこいいでしょ？」

『すごくド変態っぽい』

　えっぐぅ！　シンプルに深いボディブローがえぐりこまれたよ！

　いや、そう言われてもおかしくない格好なんだけどね！

「あの……、チェリー会長。他の人ひと達たちはいないんですか？」

「んっとね！　コスモスっちのおかげで、もうほとんどの資材の配布は完了したから、今日は他のみんなには休んでもらうことにしたんだ！　と言っても、うちじゃなくてコスモスっちの案なんだけどねぇ～！」

「私わたし達たちはほとんど生徒会室に待機だったけど、他の皆は買出しに行ったり、各部や委員会に資材を取りに行ったりと多忙だったからね。その分の埋め合わせというやつさ」

　コスモス、こっちを絶対に見ないで、チェリーに向けて話しかけてるよ。

　なんか、ここまで露骨に避けられると結構傷つくな……。仕方ないけどさ……。

「ちょっと、コスモスっちぃ～！　うちも、結構買出し頑張ったんだけどぉ～？」

「チェリーさんは、生徒会長だろう？　責任のある人物は、ちゃんといたほうがいいさ」

「うぇ～。そういうの面倒っしょ……」

　仲睦むつまじく会話をするチェリーとコスモス。

　多分だけど、唐とう菖しよう蒲ぶメンバーの中で、一番コスモスと気が合うのはチェリーだろう。

　お互いに生徒会長だったり、同じ学年だったりと、共通点があるし。

「それに、チェリーさんにはこれからひと仕事、やることがあるからね」

「え？　うちがやること？」

「昨日の買出しだけどね、少し買い忘れがあったよ？」

「ええええええ！　うち、ちゃんと全部買ったっしょ！　ほら、このリスト通りに……」

　コスモスの指摘にチェリーが大慌てで、一枚の紙を見せる。

　それをコスモスは、冷静な笑顔で受け取ると、

「うん。しっかりと買ってあるね。……表に書いてある分は」

「……え、表？　うわっ！　裏にも書いてあるっしょ！　あっちゃぁ～……」

　渋い顔をしてるけど、自じ業ごう自じ得とくだ。チェリーって、ちょいちょい抜けが目立つよなぁ～。

「というわけさ。だから、チェリーさんは今から私と一緒に、買出しに行こうか」

「え？　でも、買出しならコスモスっちじゃなくて……」

　是非、コスモスでお願いします！　チラリとこっちを見る仕草は可愛かわいいんだけどね！

　もれなくド変態のおまけがついてくるから、勘弁して下さい！

「チェリーさんは、昨日の買出しで随分と浮かれていたと聞いていてね。それは……、彼と二人で買出しに行っていたからではないかな？」

　あ、怖い。コスモスの視線が、結構すごいことになってる。

「うっ！　……分かったしょ。じゃあ、コスモスっちと一緒に行くよ……」

「うん。君ならそう言ってくれると信じていたよ」

「はぁ……。じゃあ、二人とも……。うち、ちょっち行ってくるね……」

　完全に論破されたチェリーは、コスモスに連れられて、ションボリとうな垂れながら生徒会室を後にした。なんていうか……、どっちが生徒会長か、もはやよく分からないな。

　どっちも生徒会長なんだけどね。

『じゃあ、私も行ってくるね』

　チェリーとコスモスが買出しに向かってから五分ほど経たつと、リリスがスマホの画面を見せた後、立ち上がった。

「リリスは、どこに行くの？」

『資材配布。まだ終わってないところがあるから』

　端的で無感情な文章。すでに、自分の行動は決まっていると言わんばかりの態度で、リリスは生徒会室のドアへと向かっていく。ただ、ここで一人というのは些いささか手持ち無沙汰だ。

　だから、ここからの自分の行動は決まっている。

「待ってよ、リリス。いや……」

　生徒会から出て行こうとするリリスに対して、




「炭すみ印いん嵐あらし君」




　そう声をかける以外に、選択肢はない。

「君は資材配布になんて向かわないよね？　生徒会室を出て、チェリーさんの後をつけるか、もしくは西にし木き蔦づた高校に向かおうとしてるんじゃないかな？」

　炭すみ印いん嵐あらしの正体は、生徒会で書記を務める……、リリスこと蘭らん頂ちよう朱あかね。

　前髪を伸ばして顔を隠し一切声を出さない彼女が、髪型をオールバックにして、わざと低い声を出し、男物の私服を着て、男のフリをしてチェリーに付きまとっていたのだ。

　……と言っても、リリスが炭すみ印いん嵐あらしだったことなんて、大して重要じゃない。

　重要なのは、そこから先。知るべきは、……リリスの裏の気持ちだ。

　そして、分かったからこうして行動を起こした。

　だからこそ、コスモスにチェリーをこの場から引き離してもらったわけだ。

　本当は、別の理由でチェリーを生徒会室から引き離す予定だったみたいだけど、勝手にチェリーが自爆してくれたのは……、まぁ、ラッキーだったかな？

　で、炭リ印リ嵐スの本当の目的だが、

「炭すみ印いん嵐あらしは最初から、チェリー会長に交際を断られる前提で行動していた。……いや、そもそも、付き合うことが目的じゃなかったんだ。あいつの役割は、チェリー会長を精神的に追い詰めること。初めから、捨て駒だったんだよ。そして、本命は本当の君自身……蘭らん頂ちよう朱あかね。君が追い詰められたチェリー会長を助けることで、誰よりも彼女のそばにいられる権利を手に入れようとしたんだよね？」

　最初は、チェリーを追い詰めて、生徒会長をやめさせようとでもしているのかと思った。

　だが、それにしてはやり方が妙だ。回りくどすぎる。

　チェリーを追い出すだけなら、リリスの立場だったら、もっと色々とやりようがある。

　となると、別の目的があるわけだが……、それを見抜いた奴やつがいた。

　なんせそいつは、以前に似たような事件を経験していたらしいからね。

　好きな人をわざと追い詰めて、自分が一番そばにいようとした人物ともめた経験をね。

『突然、何を言っているの？』

　ちっ。どうせバレてるんだから、さっさと認めてくれれば楽に話が進められるというのに。

「まぁ、座ってよ。せっかくだし、君とは一度ゆっくり話したかったんだ」

『……嫌。これから、資材配布に行くから』

「なら、僕も手伝うよ。もちろん、一緒に行っても問題ないよね？」

「…………」

　そう言うと、リリスは静かにソファーへと腰を下ろした。

　ついてこられたら、自分が本当にやりたいことができないと判断したからだろう。

　なら、説明してやるか。リリスが、炭すみ印いん嵐あらしだと気づいた理由をね。

「最初に妙だと思ったのは、僕とチェリー会長が買出しに行った日に炭すみ印いん嵐あらしが現れた時だ。あの日、炭すみ印いん嵐あらしが僕に言ったんだよね。『お前は他校の人間だ』ってさ。……ダメだよ、そんなこと言っちゃ。自分が他校の人間じゃないって、認めてるようなものじゃん？」

　今まで、常に私服で現れていた炭すみ印いん嵐あらし。どこの学校に所属しているか分からず、その正体は名前以外、謎に包まれていた。だが、そもそも実在しない人物だとしたら、どうなるだろう？

『へつにそれかわたしとはかきらない』

　リリス、動揺しすぎ。変換と濁点をつけるのを忘れてるぞ。

「そうだね。これだけじゃ、君が炭すみ印いん嵐あらしだとは分からない。……けどさ、君は他にも二つ、大きな失敗をしてたんだよ」

『おおきなしっはい？』

「まず一つが、三さん色しよく院いん菫すみれ子この名前を出したこと。僕にとって、彼女はかけがえのない大切な人だから、その名前を出された時は正直すごく焦あせったよ。なんとしてでも守らなきゃいけないって思った。……でも、おかしいよね？　なんで、炭すみ印いん嵐あらしがそれを知ってるのかな？」

「…………」

「つまり、その時点で炭すみ印いん嵐あらしの正体は、『僕が三さん色しよく院いん菫すみれ子こを大切に思っていると知っている唐とう菖しよう蒲ぶ高校の生徒』に限られてくるわけだ。……で、とどめは、君の昨日の発言」

『わたしはなにも』

「昨日の生徒会が終わった後にさ、君はこう言ったよね？　『今日まで本当にありがとう。でも、明日からは私の番だよ』ってさ？」

『いったけとそれかなに？』

「うん、認めてくれてありがとう。ということは、気づいてないわけだ」

「だから！　それが何かって……っ！」

　おっと、そろそろリリスも苛いら立だちの限界がきたか。

　スマホじゃなくて、自分の声で叫ぼうとしたぞ。慌てて止めてはいるけど。

「簡単だよ。よく、考えてみて？　西にし木き蔦づた高校の生徒が、唐とう菖しよう蒲ぶ高校の生徒会を手伝う期限はいつまでになってた？」

「それは……、あっ！」

　やっと気づいたか……。

　そう。元々、唐とう菖しよう蒲ぶ高校を手伝う期限は昨日までじゃない。今日までだったんだ。

　にもかかわらず、リリスは、まるで昨日で生徒会の手伝いが終わりで、後は任せてくれと言わんばかりの態度をとった。

　それは、脅しに屈して西にし木き蔦づたの生徒がもう来なくなると知らなければ、出てこない発言だったんだ。見事なアメとムチだよ。炭すみ印いん嵐あらしとして脅迫して、リリスとして安心を与えた。

　ある種の逃げ道を、こっちに用意していたのだろう。

「もう、いいよね？　……炭すみ印いん嵐あらし君」

「…………」

　肯定も否定もしない沈黙。だが、それはリリスが炭すみ印いん嵐あらしだからこその行動なのだろう。

　そして、それから少しの時間が経たつと、

「……なんで、私じゃないの？」

　沈黙に包まれた生徒会室で、リリスの声が小さく搾り出された。

　炭すみ印いん嵐あらしとしての声は何度も聞いたけど、こうして彼女の声をまともに聞くのは初めてだ。

「私、ずっとチェリーさんのために頑張ってきた。チェリーさんが、大好きだから。なのに、いつもチェリーさんは私よりも他の人を選ぶ。私が、一番チェリーさんを好きなのに」

　震える体。静かに紡つむがれる言葉が、自分の中にあった疑問を確信へと変えていく。

　あぁ……、やっぱりそうだったんだ。リリスは……

「君は、チェリーさんが好きなんだね？　……友とも達だちとしてじゃなくて、一人の女性として」

　チェリーさんに、恋をしていたんだ。

「…………そう、だよ。女なのに、女の人が好きなんて変でしょ？」

「別にいいんじゃない？　ま、まぁ、似たような話も聞いたことがあるし……」

　男の子同士だけどね……。ジャンルとしては正反対だけど、似てるところはあるっちゃある。

「やっと……、やっと私に、チャンスが来たの。どんなに頑張っても勝てない相手とチェリーさんの間に距離ができた。だから、そこに私が入れるって思った……」

　リリスの言う『どんなに頑張っても勝てない相手』。それが誰かは、すぐに分かった。

　間違いなく……、あいつのことだ。

「もちろん、恋を実らせようなんて……ううん、伝えるつもりすらなかった。だって、私が変なのも、チェリーさんがそうじゃないのも分かっていたから。だから……、それでよかった。ただ、そばにいたかっただけなの。なのに……、お前が邪魔をした！」

　話しているうちに徐々に感情が昂たかぶったのだろう。リリスの怒りが真まっ直すぐに向けられた。

　前髪をたくしあげオールバックにし、炭すみ印いん嵐あらしとなった彼女がそう言ったのだ。

　そして、制服のポケットから一本のナイフを取り出し、こちらへと向けてきている。

「許さない！　絶対に許さない！」

「君が僕を恨む気持ちはよく分かる。……けどさ、そもそも方法が間違ってるよ。チェリー会長が頼ってくれないからって、頼らざるを得ない状況を自分で作り出すなんて、彼女の気持ちを一切考えていないじゃないか。……最低だよ。ハッキリ言って、そんな奴やつにチェリー会長は任せられないね」

「うるさい！　お前だって、元々はチェリーさんと関係ない奴やつじゃないか！　なのに、いきなりしゃしゃり出てきて、私わたし達たちの関係を邪魔して！　許さない……。絶対に、許さない！　お前も、三さん色しよく院いん菫すみれ子こも！」

　その名前が出た瞬間、自分の胸の中に黒い炎が灯ともった。……この感情は、間違いなく怒りだ。

　自分を恨むのはいい。いくらでも恨んでくれていい。……だけど、そっちは別だ。

　三さん色しよく院いん菫すみれ子こに手を出そうとする奴やつは、…………どんなことがあっても排除する。

「今日、もし如月きさらぎ雨あま露つゆが唐とう菖しよう蒲ぶ高校に来たら、三さん色しよく院いん菫すみれ子こを殺すと言った！　お前はその約束を破った！　だから、三さん色しよく院いん菫すみれ子こはただじゃおかない！」

「約束は……、破ってないよ」

　自分の中から沸き立つ黒い感情を抑えるために、拳を強く握り締める。

　まだだ……。まだ早い。落ち着け……、落ち着くんだ……。

「噓うそをつくな！　現にこうして、唐とう菖しよう蒲ぶ高校に来てるじゃないか！」

　ダメ……か……。できれば最後まで隠し通したかったんだけど、中々うまくいかないな。

　なら、教えてやるよ。……本当のことをね。

「もう一度言うよ？　……如月雨露は、唐菖蒲高校に来ていない」

「なに意味の分からないことを──」

「リリス。君は最初から、騙だます側じゃなかったんだ。騙だまされる側だったんだよ。騙だます側に立っていたのは僕達。……あの日、初めてあいつが唐とう菖しよう蒲ぶ高校の図書室に来た日。……あそこで、僕ぼく達たちはバトンタッチをしたんだからね」

「バトンタッチ？」

「そっ。簡単に言うと、君の真逆の方法だね。君は、一人で二人の人間を演じていた。だけど、僕ぼく達たちはね…………、二人で一人の人間を演じていたんだよ」

　そう言いながら、僕はそれまでつけていた帽子、サングラス、マスクの変装セットを外す。

　まったく、いつもあいつと制服を交換するのは唐とう菖しよう蒲ぶ高校でよかったのに、今日は西にし木き蔦づた高校に来てくれなんて、とんだ一手間だったよ。

　まぁ、いいさ……。今回は色々と借りがあるからね。目をつぶってやるよ。

「お、お前は……」

　あらわになる僕の顔。それが、リリスにとっては驚きよう愕がくだったのだろう。

　口をパクパクと開閉して、失礼な言い方だけど……、まるで餌を食べる魚のようだ。

　そして、混乱のままにリリスは震える唇で、




「…………葉月保雄ホース」




　僕の名前を呼んだ。

「そういうこと。唐とう菖しよう蒲ぶ高校から買出しに向かう時は、ジョーロじゃなくて僕がチェリー会長のそばにいたんだ。トイレで、お互いの制服を交換してね。最初にジョーロが、怪しすぎる変装セットを身につけてくれたのが功を奏したよ」

　僕とジョーロが入れ替わったのは、買出しの初日から。

　そこからジョーロの役割は、唐とう菖しよう蒲ぶ高校内ではチェリーの偽にせ恋こい人びとだったけど、買出し中は違う。あいつは、予備で用意していた変装セットを身につけて、密かに尾行をしていたんだ。

　僕とチェリーを尾行する……炭すみ印いん嵐あらしをね。

　そして、ジョーロは見た。炭すみ印いん嵐あらしが唐とう菖しよう蒲ぶ高校へと入っていく姿を。

　それも、炭すみ印いん嵐あらしが唐とう菖しよう蒲ぶ高校の生徒だと分かった理由の一つだ。

　さすがに、校内で尾行はできなくて、そこが限界だったみたいだけど。

「君は、ジョーロを侮あなどりすぎたんだよ。あいつ、ああ見えて結構したたかな奴やつだからさ。僕も前にあいつと勝負をして、ひどい目にあわされたよ」
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　ほんっと、ジョーロと出会ってからの僕は苦労続きだ。

　菫すみれ子このことと言い、チェリーのことと言い……、あぁ、思い出したら腹が立ってきた。

　マジで、ド変態とかなんなの!?　ほんっと、しんどかったから！

　あれ、絶対に僕のキャラじゃない！　ああいうのは、ジョーロの担当だろ！

「排他的な唐とう菖しよう蒲ぶ高校で、他校の生徒が受け入れられるのは難しい。それに、受け入れられたとしても、その存在を君に認識された時点で終わりだ。だから、西にし木き蔦づた高校から協力者はこれ以上呼べない。なら、誰に協力してもらうか？　……言うまでもないよね？」

　本当は、リリスに僕だと気づかれずに解決するのが理想だった。

　そうすれば、妙なわだかまりも残さないから。正直、そこは残念だったよ。

「なんで……？　だって、葉は月づき君とチェリーさんは喧けん嘩かしてるって……、仲が悪いって……」

「ああ、それね。もう、とっくに解決済みだから」

「そ、そんな……っ！」

　っていうか、最初から別に喧けん嘩かしてなかったんだよね。ただ、チェリーが勘違いしてただけ。

　確かに、今年の地区大会の決勝戦で、チェリーは僕じゃなくてジョーロに髪留めを渡したけど、そんなこと初めから怒ってなどいない。あれは、そういう勝負だったんだから。

　なのに、チェリーが気にして、僕から距離を置いていただけだ。

　何度も『怒ってない』って伝えようとしてもすぐに逃げちゃうし、連絡はスルーされるし、本当に頭を抱えたよ……。その点に関しては、ジョーロに感謝だね。

　あいつが、初めて図書室に来た時に『チェリー会長の件は君に任せていいよね？』って仲直りの件を頼んだら、その日のうちには解決してくれたし。

　ただ、その後の僕の行動は大失敗だった……。

　チェリーと仲直りした後、『ここからは僕がジョーロのフリをして、チェリー会長の恋人役をやりますよ。いえ、やらせて下さい』って言った時のジョーロの言葉は、今でもよく覚えてる。

　やけに嬉うれしそうにニヤニヤしながら『いやー！　そう言ってくれると信じてたぜ！　さすが、上位互換君！』って言ってくるなとは思ったが、まさか『ド変態』のおまけ付きとは……。

　絶対、わざとだろ……。正直、ぶん殴りたくなった。

「ね？　約束は破ってないでしょ？　ジョーロは唐とう菖しよう蒲ぶ高校に来てないんだから。あいつは今頃、別の問題を解決するために、また必死に情けなく走り回ってるよ」

　なんか、男の子から告白されて困ってるとか言ってたし……。

『男に告白されたんだが、そういう時ってどうすればいい？　……あるだろ、そういう経験？』なんて聞かれた時は、思わず『あるわけないだろ！』って怒鳴っちゃったよね。

　なぜ、ジョーロは僕が男の子に告白されたことがある前提で話を進めたのやら……。

「こんなの卑ひ怯きよう！　私を騙だまして、こんなメチャクチャな方法を使うなんて……」

「だから？　悪いけど、こう見えて勝利には貪欲でさ……。勝ちたい時は、どんな手段を使ってでも、相手を徹底的に叩たたき潰つぶすようにしてるんだ。……二度と、逆らえないようにね」

「ひっ！」

　僕の剣幕を恐れたのか、リリスから小さな悲鳴が漏れる。

「どんな手段であれ、僕ぼく達たちは約束を守ったんだ。君も、約束を守ってもらうよ？」

「…………分かった。約束は守る。三さん色しよく院いん菫すみれ子こには絶対に手を出さない」

「そう言ってくれて、助か──」

「けど、チェリーさんの件は別」

　リリスが僕の言葉を遮り、そう言った。

「私じゃなきゃダメなの……。私が、誰よりもチェリーさんのことを考えてる。今までだって、生徒会でずっと私がチェリーさんを助けてきた！　葉は月づき君は何もしてない！　だから、葉は月づき君はもうチェリーさんに近づかないで！　そうすれば、私が……」

「それじゃ、ダメなんだよ！」

　つい、感情に任せて叫んでしまった。

　だって、そうだろう？　リリスの言葉はそっくりなんだ。

　……今年の地区大会の決勝戦で、ジョーロに負けた時の僕の言葉にね。

「たとえ、どれだけ相手を大切に想おもっても、どれだけ自分が幸せにできる自信があっても、それを相手が求めていなきゃ意味なんてないんだよ！　幸せを押しつけても、その人が幸せになれるとは限らない！　だから……、時には引く勇気を持つことも必要なんだ……」

　自分で言ってて、耳が痛くなるな……。あんな惨みじめに抵抗したくせにね……。

　けど、だからこそ同じ失敗をリリスにしてほしくない。僕みたいな、後悔をしてほしくない。

「ねぇ、リリス。もう一度よく考えて？　君は本当にチェリー会長のことを考えていた？　自分の理想をチェリー会長に押しつけて、彼女を縛りつけてなかった？」

「そ、それは、ちが──」

「もちろん、そうじゃない部分があることはよく分かってる。……本当にチェリー会長のことを大切に想おもう君がいるのも事実だ。でも……、それだけじゃないよね？」

　少なくとも、僕はそうだった……。菫すみれ子このことを考えているつもりで、実際に考えていたのは自分のことばかり。ただ、身勝手な善意で彼女を縛りつけていただけなんだから……。

「……なら、どうすればいいの？　私、チェリーさんのそばにいたい……。もっと大事にしてもらいたい……。不安なの……。本当は私のこと、嫌いなんじゃないかって……」

　ポロポロと両目から涙を溢あふれさせ、リリスがそうたずねてきた。

　もっと大事にしてもらいたい。不安……か。僕も、まだまだダメだな。

　ちゃんと、リリスの裏の気持ちを理解しきれてなかったよ……。

　そうだよね。僕と違って、リリスは女の子なんだ。

　なんでもかんでも自分と重ねちゃうのは、また押しつけになるところだったよ。

「大丈夫。リリスが思ってるよりずっと、チェリー会長は君のことを大切に想おもってるからさ」

　だけど、それなら伝えよう。僕だけが知ってる、チェリーの言葉を。

「……え？」

「君は、自分の気持ちが届かないって言ってたけど、それは半分間違いだよ。あの人、昔からよく君の話をしてたもん。『しっかり者で頼れる生徒会の仲間だ』って嬉うれしそうにね」

「……ほんと？　チェリーさんが、私のことを？」

「もちろんさ。あの人と一緒にいると、君の話ばっかりでね。もう耳にタコができちゃったよ」

「……そっか。そうなんだ……」

「映画に詳しいから、色々な面白い映画のことを教えてくれて楽しい。大人しい子だけど、芯がしっかりしてるから信用できる。リリスがいなかったら、自分は生徒会長としてちゃんとできなかったかもしれない。……多すぎて、ここで全部言うのはちょっと難しいかな」

「嬉うれしい……」

　キュッと、スカートを握り締めるリリス。さっきまでの淀よどんだ雰囲気は、もう綺き麗れいに消えている。この様子を見る限り、もう大丈夫だろう……。菫すみれ子こも、チェリーも。

「でも、私は沢山チェリーさんに迷惑かけた。だから……」

「そうだね。お詫わびとして、僕といくつか約束をしてもらうつもりだよ」

「約束？」

「うん。一つ目は『三さん色しよく院いん菫すみれ子こに手を出さないこと』、二つ目は『炭すみ印いん嵐あらしとしてチェリー会長を付けまわすのをやめること』、三つ目は『これからも頑張って生徒会で活動すること』かな。……で、代わりに僕からは『チェリー会長に真実を伝えない』って約束をさせてもらうよ」

　僕はチェリーに、真実を告げるつもりはない。

　チェリーにとって、リリスは大切な友とも達だち。それを失うような事実は、ないほうがいい。

　事の真相を知っているのは、僕とジョーロとコスモスだけ。ま、噓うそも方便ってやつだ。

　炭すみ印いん嵐あらしは、大人しく手を引いて消えていった。……それでいいじゃないか。

「……いいの？　私、沢山ひどいことをしたのに」

「失敗は誰にだってあるものだよ。大事なのは、そこから先。だから、これからも、チェリー会長のことを助けてあげて。あの人、おっちょこちょいだし、慌てるとすぐにボロが出るし、色々と大変だからさ」

「でも、こんな物まで出したんだよ……」

　リリスが落ち込みながら、見せてくるのはずっと握り締めていたナイフだ。

「ああ、それなら問題ないよ。だって……、よっと」

「……あ！」

　ヒョイとリリスが持っていた柄つかではなく、ナイフの刃の部分を僕は握る。

　だけど、痛みなんて一切ない。血も一滴も出ていない。

　つまり、このナイフは最初から……

「偽にせ物ものでしょ？」

「どうして、分かったの？」

「君がチェリーさんの言っていた通りの人なら、絶対に本物は用意しないよ」

「……すごいね。そんな風に、人を信じられるなんて……」

「自分だけじゃなくて他人を信じる。それができなくて、前に痛い目を見たからね。同じ失敗を繰り返すつもりはないだけさ。……それで、どうかな？　僕との約束は守ってくれる？」

「……うん。……ちゃんと、約束は守るよ。……ごめんなさい。いっぱい迷惑をかけて」

　涙を流し、しゃがれた声を出しながら頷うなずくリリス。

　それが恥ずかしかったのか、ゴシゴシと目元をこすり、どうにか涙を止めようとしている。

「構わないよ。僕としては、ジョーロだけならもっと苦しめてくれてもよかったしね」

「葉は月づき君って、思ってたよりも、随分イジワルな人だね」

「ジョーロ限定でね。他の人には、結構優しい自信があるよ」

　あいつには、色々と思うところがありすぎるから。最近だと、主にド変態周りで。

「あ、そうだ。リリス……、もしも次に誰かに成りすますことがあったらだけどさ、『炭すみ印いん嵐あらし』って名前はやめておいたほうがいいと思うよ」

「そう？　私はすごく気に入ってる名前なんだけど？」

　キョトンと首を傾かしげるリリス。

　まぁ、映画好きのリリスらしいっちゃらしい名前なんだけどさ……。

「だってあれって、…………アラン・スミシーのアナグラムでしょ？」

「バレちゃった？　葉は月づき君も、映画詳しいんだね」

「ま、ちょっとだけね。君には負けるけど」

　そうして、お互いに笑顔を向け合っていると……

「う～！　重いっしょぉ～！　コスモスっち、手伝ってよぉ～！」

「君が買い忘れた分だろう？　それなら、君が頑張らないと」

　聞こえてきたのは、元気だけど、どこかふてくされた様子のチェリーの声。

　どうやら、買出しを終えて帰ってきたようだ。

　なら、この話はこれで終わりにしよう。

　チェリーは、何も知らなくていい。これからも、楽しく明るい僕らの生徒会長として──

「いじわるぅ～！　ホースっちなら、喜んでド変態しながら手伝ってくれるのに……」

　手伝いません。喜んでド変態になんて、一度もなってません。

　よし、やるべきことはやったし、変装セットをもう一度つけて、生徒会室から出て行こう。

　僕は前の約束の都合上、菫すみれ子こと菫すみれ子この友とも達だちに近づけないし、話しかけられないからね。

　そんな僕が生徒会室にいたら、コスモスが困ってしまうだろう。

　リリスの件を解決するためとはいえ、今回のはかなりグレーゾーンだったと思うし……。

「じゃあ、僕はそろそろ行くね。バイバイ、リリス」

「うん……。ありがとう、葉は月づき君」

　最後にリリスとそう言葉を交わし、僕は生徒会室を後にした。

　さて、ジョーロ。こっちは、終わったよ。そっちの調子はどうかな？

　……なんて、気にするだけ野暮ってものか。どうせ、あいつのことだ。

　また僕には想像のできないようなメチャクチャな手を使って、解決するに決まってる。

　だってジョーロは、すごくムカつくライバルで、僕の…………上位互換だからさ……。





※　※






　今頃、ホースはリリスを説得している頃だろうか？　……いや、さすがにまだか。

　ついさっき、西にし木き蔦づた高校のトイレで制服を交換したばかりだし、移動している最中だろう。

　にしても……

「くそ！　このズボン、微妙にすそがなげぇな！」

　おのれ、ホースめ……。身長が微妙に俺より高いのは知っていたが、それが全て足の長さに充てられているとは、どれだけ俺を辱はずかしめれば気が済むのだ？　座高にしろ、座高に。

　ええい！　これ以上考えても悲しくなるだけだ！　この話はここまで！

　向こうは、ホースに任せた。あいつがリリスを説得してくれれば、パンジーの安全は保証されるんだ。だから、俺は俺が解決すべき問題を終わらせよう。

　自分が最も優先して解決すべきは、ミントの件。それ以外、有り得ない。

　その理由は、シンプルで当たり前。この問題を解決できるのは、自分しかいないからだ。

　俺が行動しなければ、このままいつまで経たってもサザンカとの偽りの恋人関係を維持することになり、また新たなトラブルが起きてしまう可能性がある。

　そうなってしまったら、サザンカ自身もより多くの悩みを抱えてしまうし、何よりあいつの厚意にいつまでも甘えているわけにはいかない。

　だからこそ、この問題を解決するために俺はミントを屋上に呼び出した。

『大事な話がある』って言ってな。

　さぁて……、それじゃあ俺も始めるとするか。




「よう。……ミント」

「あ、あの！　ジョーロ先輩……、大事な話ってなんですか？」

　屋上の扉を開くと、そこにはすでに一人の男がやってきていた。

　今回の事件で、俺を苦しめまくっている特殊な性癖を抱えた薄うす井い明あ日す荷か……ミントだ。

　やけにワクワクとした表情をしているのは、俺の『大事な話』に期待しているからだろうか？

「あれ？　その格好、どうしたんですか？」

「ああ。ちょっと一身上の都合で、この格好なんだ。気にしないでくれ」

　まぁ、来たと思ったら唐とう菖しよう蒲ぶ高校の制服を着てるんだもんな。そりゃ、聞きたくなる気持ちも分かる。っていうか、逆の立場だったら、多分俺が聞く。

「そうですか。……でしたら、本題に入りますけど、どうして屋上に私を呼び出したんですか？　も、もしかしてですけど……、その、ジョーロ先輩は、サザンカ先輩より私を……」

　頰を朱色に染め、チラチラと俺の表情を伺うミント。

　何もかも予想通りの言葉だ。……恐れ入るよ。

　……ただ、残念だったな。俺はもう、てめぇの『本当の目的』に気づいているぞ。

　最初は、サザンカに付きまとうストーカー。次は、俺に恋をしていると豪語する男の子。

　その二つの行動に隠された、答えを証明してやろうじゃねぇか。

　今から言う、俺の言葉でな。

「おう、よく分かったじゃねぇか。その通りだよ。……好きだぜ、ミント」

「……え？　えええええええええええええええ!!」

　うっさ！　いや、ビックリしたのは分かるけどよ、もう少しボリュームを抑えてくれよ……。

　ま、いっか。それよりも、さっさと続きをやるとしよう。

「ミント……、今まで素直になれなくてすまなかった。ここ最近、てめぇと関わっていて思ったんだ。……案外、男も悪くねぇなって。いや、サザンカよりずっとてめぇのほうがいいよ」

「そ、そうですかぁ～……。いや、そんな突然言われちゃうと……」

　俺が一歩近づくと、一歩後ずさるミント。

　ええい、このままでは埒らちが明あかんな。どれ、ここはズズイと俺の気持ちを伝えるとするか。

「捕まえたぜ」

「ひゃっ！」

　少し歩行速度を速め、ミントのすぐそばへ近づき、グッとその肩を両手で押さえつける。

　そして、そのまま真まっ直すぐに見つめて、

「俺の気持ちを受け取ってくれ……」

　ゆっくりと、ミントの唇へ自らの唇を近づける。あぁ、甘い吐息を感じるぜ。

　では、そろそろ……




「ダメェェェェェェェェ!!」




「ひっびゃぁ！」

　出てくるとは思ったけど、おもっくそ俺の体を突き飛ばすのはやめてぇ！

　ここまでされるとは……、甘く見すぎていたかもしれん。

　現れたのは、一人の少女。

　俺の行動に相当驚いたようで、「ハァハァ……」と激しく息を切らしている。

「も、もう！　ジョーロ、何やってるの！　ここは学校の屋上だよ！　神聖な場所なの！　だから、そういうことはもっと別の場所で……って、別の場所でもダメだよ！　明あ日す荷か君に手を出しちゃダメ！　まさか、そんな趣味に目覚めるなんて、ビックリだよ！」

　うん、色々と体を張った甲か斐いがあったな。見事、作戦通りだ。強いて言えば、全身に走る激痛だけは予想外だが。……もうちょっと、優しく突き飛ばしてほしかった……。

　最初から、本当にする気はなかったのに……。

「なんで……、俺がミントに手を出しちゃいけねぇんだ？　いいだろ？　両りよう想おもいなんだし？」

「ち、違うよ！　明日荷君は、男の子を好きじゃない！　だから、ジョーロのことを好きじゃないの！　だって……あっ！」

　クックック。どうやら、自分が罠わなにはめられたと気づいたようだな。だが、もう遅い！

　絶対に、俺をつけていると思ったが、予想通りだ。

「知ってるよ。ミントは、最初から俺が好きじゃなかったんだよな？　それどころか、普通に女の子が好きな男で、……他に本命がいたんだ。んで、そいつが誰かって話だけどよ、サザンカじゃなくて……」

　ま、冷静に考えると色々と共通点があったんだよなぁ。

　思い返してみると、二人揃そろって似たようなことを俺に言いまくってたし。

　で、ミントの本命が誰かという話だが……、




「ミントが好きなのはてめぇだろ？　Ｅ……こほん。……アイリス」




　俺が、カリスマ群Ｅ子さんと呼んでいる少女だ。

　一応、彼女の本名を伝えておくと、目め崎ざき恵え文ふみ。

　だから、頭とお尻の漢字を逆からくっつけて『文目アイリス』というアダ名に、なっていたりするぞ。

「あ、えっと、その……」

　俺の言葉を肯定すべきか否定すべきか、ミントは判断がつかないようで、うろたえながらアイリスを見つめている。……が、その行動こそが証明になっているとは気づいてないらしい。

　ま、いいや。認めようが認めなかろうが、このまま続けさせてもらうつもりだったし。

「俺とサザンカを近づけさせるために、てめぇは……いや、てめぇらは行動してたんだよな？　アイリス……、それに、他の奴やつらもな」

　正面に立つミントではなく、その横に立つアイリスを見て、俺はそう言った。

　さらに、屋上の入り口には『しまった……』という表情をしたカリスマ群の皆様もいる。

　まったく……。友とも達だち思いと言えば聞こえはいいが、度が過ぎるのは勘弁だ。

　今回の一件で、一番厄介だったのはカリスマ群の皆様に、情報が筒抜けだったことだろう。

　おかげで、こっちがどんな対策をとっても、被かぶせて別の対策を取られた。

　だから、中々解決に至らず、ドンドン話がややこしくなっていったんだ。

「まずは、存在しないストーカーからサザンカを守るって大義名分を俺に与えた。それで、俺とサザンカに偽にせの恋人関係を結ばせて、俺おれ達たちができる限り一緒にいるようにしたんだよな？」

　初めから、全部でっち上げだったんだ。盗撮の件も制服の件も、全部噓うそ。

　実際にサザンカの写真を撮っていたのは、カリスマ群の皆様だったのだろう。

　そりゃ、ストーカーを探すのにも消極的になるもんだよな。だって、いねぇんだもん。

「ただ、ちょいと予想外のことが起きた。まさか、俺がサザンカと恋人のフリをやめようとするとは思わなかったんだろ？　だから、虚構じゃない、存在する偽にせ者もののストーカーを出さなきゃいけなくなった。それがてめぇだ。……ミント」

「…………うっ！　え、えっと……」

　ミントよ、どうにかごまかそうとする努力は評価するが、もう通用しねぇぞ。

「やけに、タイミングがいいなとは思ったんだよ。だってよ、『出てこなかったら恋人のフリをやめる』って言った次の休み時間には出てくるんだからな」

「ち、違います！　私は本当にサザンカ先輩の中学からの後輩で、サザンカ先輩に憧れて……」

「へぇ、そこは本当だったのか。で、そこから先は？」

「…………」

　案外、素直な奴やつだな。ちゃんとションボリと落ち込んでくれているではないか。

　そういうところ、嫌いじゃないよ。

「ミントを偽のストーカーとして登場させた目的は、俺にサザンカの恋人のフリを継続してもらうためだよな？　その思惑は見事正解だったぜ。俺はミントが出てきたことで、サザンカの恋人のフリを続けるって決めたからな。……ただ、代償として別の問題も起きちまったよな？」

　だからこそ、カリスマ群の皆様は作戦を第一段階から第二段階へと移行したんだ。

「その別の問題だが、俺が恋人のフリをするよりも、ミントの説得を優先したことだ。できる限りサザンカと一緒にいてほしいのに、そうじゃねぇってんだから困っただろ？　……だから、こっからは大義名分を与える相手を変えたってわけだ。……俺からサザンカにな」

　さすが仲が良いい友とも達だち同士なだけある。サザンカの行動を予測した見事な手法だ。

　サザンカは、責任感が強くて優しい性格だ。だから、困っている奴やつを放っておかない。

　そのために、ミントに俺へ告白させた。男同士にもかかわらずな。

「要するに、ストーカーの件はあえて俺に解決させて、別の問題を用意したってことだ。今度は、絶対に解決できない……ミントが俺を好きっていう大おお噓うその新しい問題をな」

　正直、この答えに辿たどり着つくのが一番苦労した。……理由が分からなかったからだ。

　本当は違うのに、同性に告白するなんて、ミントにとってデメリットしかない。

　もし、それを自分の好きな女の子に知られたら、誤解をされるどころの騒ぎじゃねぇしな。

　だが、ミントがそいつをこなす理由が一つだけある。

　頼んできた相手のために、必ずやろうという強い気持ち。利害を超えた関係。

　それは……

「付き合ってんだろ？　てめぇら」

　最初からカップルで、恋人アイリスからのお願いだからこそミントは実行したんだ。

「そ、そこまで……分かってたの？」

　すでにしらばっくれるのは不可能だと感じたアイリスが、俺にそう尋ねる。

　ま、実を言うと、これは俺が自力で知りえた情報ではないんだけどな。

「おう。ちょっとアホだけど優秀な知り合いがいてな」

　一人いるんだわ。狙ってやることはことごとく失敗するくせに、狙ってない時は妙にいい働きをするアホが。そいつが、調子に乗りながら俺に教えてくれたんだよ。

『むふふ！　ミント君は、上級生の目め崎ざき先輩とお付き合いしていますからね！　さすがの私も、想おもい人びとがいる方をワタゲストにするのは、至難の業わざだと思います！　けど、如月きさらぎ先輩がやりたいというのでしたら、奴隷として頑張っ……むひゃぁぁぁ！　……ぷはっ！　なぜこんなに可愛かわいい私に、いきなりアイアンクローをするんですか！　むっふー！』

　ってな。奴隷発言に関しては、アイアンクローで勘弁してやった。

「……たんぽぽちゃんか……」

「お、よく分かったじゃねぇか。正解だ」

　以前に、ミントがたんぽぽに出会った時、必死に連れ戻そうとした理由はこれだ。

　どうにか、事実を言われることを口止めしたかったのだろう。

　残念だったな。……あいつは、制御不能のアホだ。多分、何をやっても無駄だったと思う。

「つうわけで、サザンカとの恋人のフリはもうやめさせてもらうぜ。問題ねぇよな？　ストーカーなんて初めからいねぇし、ミントも俺を好きじゃねぇみてぇだしな」

「「「「「…………」」」」」

　俺の言葉に、ミントもアイリスも、その後ろに立つカリスマ群の皆様も何も言わない。

　ミントはすでに諦めているようで観念した表情をしているが、アイリスは何か思うことがあるのか、少しだけ落ち込んだ瞳を奮い立たせると、

「……どうして、サザンカじゃダメなの？」

　そう、俺に尋ねてきた。

「サザンカ、ジョーロのためにすっごく頑張ってるんだよ？　ジョーロが清せい楚そな女の子が好きって言ったら、そうなれるように努力して……。それだけじゃない！　お弁当だって、毎日すごく頑張って作ってきてくれてるじゃん！」

　アイリスの言葉に、コクコクと背後で頷うなずくカリスマ群の皆様。

「ずっと、サザンカが可か哀わい想そうだった！　いつも肝心な時は引っ込み思案になっちゃって……。『自分は、他の子みたいに素敵な子じゃないから』って、寂しそうに言ってて……。だから、サザンカに自信を持たせてあげたかったの！　サザンカも素敵な女の子だよって、サザンカに分かってほしかったの！」

　やっぱり、こいつらは最初から何もかもサザンカのために行動していたんだな。

　仲、いいもんな。

「知ってる？　今年の地区大会の決勝戦が終わった後、サザンカはずっと北口でジョーロを待ってたんだよ！　作ってきたお弁当を渡そうって！　私わたし達たちが、『ジョーロは南口でサンちゃんと一緒にいるから諦めて帰ろう』って言っても、『もしかしたら、来るかもしれないから』って、健けな気げにずっと……」

　まじかよ……。サザンカの奴やつ、そこまでしてくれていたのか。

　てか、結局二学期も東西南北全制覇されたな……。これは、恒例行事なのか？

「ねぇ、いいでしょ？　あんな素敵な子、そういないよ？　ジョーロにとって理想の女の子って言ってもいいじゃん！　少し乱暴になっちゃう時はあるけどさ……」

　少し？　どうやら俺とアイリスの間には、決定的な印象の違いがあるようだ。

　まぁ、いいんですけど……。

「だから、ジョーロお願い！　サザンカと本当の──」

「わりぃが、そういう問題じゃねぇんだ」

「……え？」

「そのよ……、正直に言うな？　俺、サザンカを可愛かわいいと思ってる。それだけじゃねぇ。優しいし、頼りになるし、なんやかんやで真面目だし、最高の女の子だよ」

　噓うそじゃない。ちょっと性格に難はあるが、それでもサザンカには十分すぎる魅力がある。

　あんな素敵な女の子、そう簡単に出会えるものじゃねぇ。

　だから、情けないことに、真実を知っても行動を起こすのが遅くなったんだ。

　もう少しだけ、このままでいたいと思う自分の気持ちに揺らいで……。

　だが、それはもう過去のことだ。

「でもよ……、理想の女だからって、好きになるとは限らねぇんだ。色々と不満があってもいいと思う。やけに陰湿で毒舌ばっか言ってきたり、メチャクチャなことをやったり、テンパって乙女チックになったり、感情的で暴走したり……勘弁してくれって思うことは多い。けど、それがいいんだよ……。そういう奴やつらだからこそ、好きになれるんだよ……」

　こういう感情を言葉にして説明するのは、難しいな。

　けど、不思議とそうなんだよな。誰かに聞かれりゃ、褒め言葉より悪口が出る。

　今日だって、メチャクチャな喧けん嘩かをしやがったしな。

　それでも、自分の中にブレない感情がある。それが……『好き』ってことなんじゃねぇかな。

「じゃあ、サザンカは……」

「もちろん、全然悪くねぇ！　っていうか、すげぇ良いい！　でもな、その、情けねぇんだけど……、ちゃんと真まっ直すぐに、サザンカが好きって言える自信はねぇんだ」

　俺の周辺事情は、色々とややこしすぎるからなぁ。……自じ業ごう自じ得とくなんですけどね。

　まぁ、それは一度置いておこう。

「……そっか。うん、分かった！　教えてくれてありがとね！」

「ああ。これでいいのか？」

「もっちろん！　大満足だよ！」

「そっか。……ならいいんだが……」

　もうちょっと色々言わなきゃいけないと思ったが、思いの外早く満足してくれて助かったな。

「そう！　全部、ジョーロの言う通り！　実は、私と明あ日す荷か君って付き合ってるんだ！　ずっと内緒にしてたから、みんなに怒られちゃったんだよ？　それに、まだサザンカには教えてないし……、まぁ、もう言わなくても平気か！」

　スッキリとした表情で色々と認めてくれるのはいいんだが、これで今回の話は終わりってするつもりはねぇんだよなぁ。

　むしろ、俺としてはここからが本番だ。

「んじゃ、こっからは俺の話をさせてもらってもいいか？」

「ジョーロの話？」

「おう。実は一つ、てめぇらに頼みがあるんだよ」

「「頼み？」」

　クックック！　働いた分の報酬は、しっかりと受け取らせてもらうぜ！

「実はよ──」

　その後、俺はカリスマ群の皆様やミントに伝えた。

　俺が狙っていた、とある一つの目的を……。

「──ってわけだ。引き受けてくれると、非常に喜ばしい」

「ええ!?　私わたし達たちが!?　あっちゃ～……。そう来たか……」

　俺から提示された条件を聞いて、しかめっ面つらをするアイリス。

　だが、ここを譲るつもりは絶対にない。

　なんのために、俺が夏休みから今日まで苦労してきたと思っている！　全てはこのためよ！

「……それって、三さん色しよく院いんさんのため？」

「いや、俺のためだ」

　右手の親指と人差し指をすり合わせて、俺はそう言った。

「オッケー！　分かった！　いいよ！　その頼み、聞いてあげる！」

　よっしゃぁ！　無事に条件をクリア！　これならば、俺の苦労も報われるというものだ！

　いやぁ～！　色々と悲惨ではあったが、最後の最後でおいしい思いができたな！

「じゃあ、明日からよろしく頼むぜ。んで、今回の話はこれで終わりだ」

「そうだね！　私わたし達たちも半分は、目的が達成できたし、バッチリだよ！」

「だろ？」

「……あれ？　もしかして、ジョーロ……そっちも気づいてたの？」

「まぁな」

「わお！　ジョーロって思った以上に鋭いんだね！」

　驚きつつも笑顔を見せるアイリスではなく、俺はその背後に立つカリスマ群の皆様を見る。

　すると、カリスマ群の皆様はそれぞれ右へ左へと移動し、現れたのは……

「よう。……サザンカ」

　俺の好みドストレートの清せい楚そな外見をした女の子、真ま山やま亜あ茶さ花か……サザンカだ。

　恐らく、何も事情を知らないまま、ここに連れてこられていたのだろう。

　俺の真意を、サザンカ自身に聞かせるために。

　だから、さっきアイリスは言ってたわけだ。『サザンカにミントと付き合ってることは教えてないけど、もう言わなくて問題ない』ってな。

「あ、あ、あぁぁぁぁ……」

　サザンカは情報過多に混乱してるようで、顔を真っ赤にして落ち着きがない様子だ。

　まったく……。転んでもただでは起きないとは、カリスマ群の皆様のことだ。

　俺に色々と暴露されつつも、ちゃっかりもう一つの目的を達成するんだからな。

　……そう。実を言うと、今回のカリスマ群の皆様の行動には二つの目的があった。

　一つ目が、俺とサザンカを近づけさせること。

「あー、こういうことを面と向かって言うのは恥ずかしいんだが……、ハッキリ言っておくよ」

「な、なによ!?」

　そして、もう一つが……

「サザンカ、てめぇはすげぇ魅力的な女の子だ。もう、超可愛かわいい」

　サザンカに、自分は『素敵な女の子ヒロイン』だって、自覚させてやりたかったんだ……。

「ひゃっ！」

　ボッと、真っ赤な顔を更に赤くするサザンカ。

　自分で言っておいてなんだが、実は超怖い。俺、死んだかもな……。

「あ、あたしが最高って……理想って……」

　ワナワナと震えつつ、拳をグッと握りしめてますね……。

　つまり、あれが俺に放たれる……と。今のうちに、覚悟を決めておこ。

「そういう恥ずかしいことを……」

　みんな、今までありがとう。俺は天寿を……おや？

　いつまで経たっても、拳が飛んでこないぞ？　どうなっている？

「うぅ～！　うぅ～！」

　なんか寸前でストップしてる！　まさかのギリギリセーフってやつ!?

「サザンカ、ガンバだよ！　ここは堪こらえて！」

「ほら、いつもツンツンしてないで、たまには素直になっちゃえ！」

「大丈夫！　ジョーロにちゃんと気持ちは伝わるよ！」

「ゴーゴーサザンカ！　まだまだ、チャンスはバッチリだ！」

　カリスマ群の皆様ぁぁぁぁ！　煽あおらないで！　そんなサザンカを煽あおらないで！

　さて、覚悟を決めて目をつぶっておくか……。

　あぁ、せっかく拳が止まったのに、コツンと俺の胸に……ん？　コツンで済んだだと？

「…………ありがと」

　小さく声を漏らす、サザンカ。

　俺と目を合わせるのも恥ずかしいのか、耳まで真っ赤にして下を向いている。

「「「「……ぱーふぇくと!!」」」」

　そんなサザンカを見て、ピッと親指を上にするカリスマ群の皆様。

　彼かの女じよ達たちのコンビネーションは、いつ見てもやっぱりすごい。

「～～～～っ!!　じゃ、じゃあね！」

　そして、最後にそう言うと、すさまじい速度でサザンカはその場を去っていった。

「あ、待ってよ、サザンカ～！　私わたし達たちも行くって！」

　そんなサザンカを、笑顔で追っていくカリスマ群の皆様。そして、残される俺とミント。

　なんとなくだが、こいつと二人きりってのは、真実が分かってもちょっと怖い。

「あ～……、それじゃあミント。俺もそろそろ行くな……」

「はい！　これからは、手取り足取り色々教えて下さいね！」

「うぐっ！　わ、分かってるよ……」

「あれぇ～？　ジョーロ先輩、顔が真っ青ですよ？　もしかして、本当に私が……」

「ちげぇよ！　恐怖してんだよ！」

「あははは！　冗談ですよ、冗談！　そんな怒らないで下さいって！」

　笑えねぇ……。こいつは、どんだけ俺に恐怖を与えれば気が済むのだ？

「……ったく、じゃあな」

　さてと、これで本当にミントの件、それにもう一つのとある問題は完全解決。

　残す問題は、チェリーの件と……あいつらの件だけだ。

　ホース……。こっちは、無事なんとかなったぞ。つうわけで、そっちは任せた。

　……なんて、気にするだけ野暮ってもんか。どうせ、あいつのことだ。

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくに、俺じゃできねぇ王道ルートで解決するに決まっている。

　なんせ、ホースはすげぇムカつくライバルで、俺の…………上位互換だからな……。
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　西にし木き蔦づた高校で諸もろ々もろの用事を済ませた俺は、大急ぎで唐とう菖しよう蒲ぶ高校へと向かった。

　ふぅ……。校門が見えてきたし、そろそろ走るのはやめておくか。って、あれは……

「やぁ、そっちはどうだった？」

　ホースの奴やつ、わざわざ俺を校門の前で待ってたのかよ……。

　ちなみに制服は……やはり、ズボンがちょっと短めか。……悔しい。

「問題なしだ。……そっちは？」

「もちろん、問題なしさ」

　ちぃ。涼しい顔して答えやがって……。そんだけ、余裕で解決できたってことかい。

　……いや、案外強がってるだけかもな。俺がそうだし。

「「…………」」

　なんか微妙な沈黙が生まれて、気まずい……。

　今回、ホースは協力してくれたけど、別に俺おれ達たちって仲直りしたわけじゃねぇんだよな。

　仲直りをしたのはホースとチェリーであって、俺とホースの関係に変化はない。

　あくまで、利害が一致したからこその協力関係だ。こいつにとっちゃ、今でも俺は……

「……ありがとね。ジョーロ」

「はい？」

　おかしいな？　なんだか、とても信じられない一言がホースから飛び出してきたんだが……。

「君にこんなことを言うのは不本意だけど、今回に関してだけは素直に感謝するよ」

　こいつは何を言っているのだ？　リリスの裏の目的は分かったから伝えはしたが、そこから先の問題解決は全部ホースに丸投げ。

　どう考えても、礼を言うべきは俺のほうだろう。

「それは、てめぇじゃなくて俺の台詞せりふじゃねぇのか？」

「いいや、僕の台詞せりふだよ。ほら、君がリリスの本当の目的を僕に教えてくれたから、今回の件は解決できたわけだし」

「だとしても、最終的に解決したのはてめぇで、俺は押し付けただけじゃねぇか」

「その、押し付けこそが……、君の目的だったんだろう？」

　……なるほどね。そこまでお見通しってことか。

「最初から、君は今回の問題を僕に解決させるつもりだったんだ。仮に君が一人でリリスの問題を解決しちゃうと、一つ大きな問題……僕とチェリー会長の間に生まれたわだかまりが残ってしまうからね」

「…………」

「露骨な変装セットを用意したり、自分の性格と口調を偽ったのは、途中で僕と入れ替わるための事前準備。そうやって、僕とチェリー会長に与えたんだ。……仲直りをする大義名分をね。すごく助かったよ。だから、お礼を言ったってわけ。納得してくれた？」

「あ、ああ……」

　別にバレてもいいんだが、こう真正面から言われるのは、ちょっと胸がこそばゆい。

「頼まれたことより、その人が一番求めてることをする。僕には、中々できないからさ、それが平然とできる君には嫉妬しちゃうな」

「んなこと言ったら、俺はてめぇに他の面で嫉妬しまくりだ」

　大体、俺だって毎回うまくいくわけじゃねぇ。今回はたまたまだ。

　けど、こう言ってもらえると、嬉うれしいな。俺のこと、ちょっとは認めてくれてるのかな？

　だったら、今後は案外こいつとも仲良く──

「当然でしょ？　だって、僕は君の上位互換だもの」

　できるわけがねぇ！　ほんっと、なんなのこいつ!?

　他の奴やつにはメチャクチャ優しいくせに、俺にだけ性格悪すぎだろ！

「そうですかい。そんじゃま、さっさと制服を交換してもらえますかね？　上位互換様」

「もちろんさ。このズボン、すそが短いから歩いてて少し気持ち悪いしね。下位互換君」

　むっきぃぃぃぃ！　人が気にしていたことをズバズバ言いやがって！

　……あ、そうだ。頼まれてたことが一つあったんだよな。

　正直に言えば、現在進行形でホースにとてもムカついているのでやりたくはねぇんだが、やらねぇとひどい目にあわされそうだし、……やっておくか。

「それとよ、ホース。あいつからの伝言だ」

「あいつ？　それって、いったい──」

「『ありがとう』……だってよ」

「……っ！　……そっか。なら、『どういたしまして』って伝えておいて」

　けっ！　嬉うれしそうな顔しやがって！

　たかが礼を言われただけで、んな幸せそうな面をするなっつーの！





※






　唐とう菖しよう蒲ぶ高校での最後の業務を終えた俺とコスモスは、その後西にし木き蔦づた高校に戻った。

　今日で、唐とう菖しよう蒲ぶ高校の生徒会での手伝いは終了。

　チェリーや他の生徒会の面々からお礼を、そしてリリスからは謝罪をされた。

　スマートフォンではなく、自分の声で、「色々とごめんなさい。もうしません」と言ってくれたリリスの声は、どこか幸せそうな声色を含んでいたので、きっともう大丈夫だろう。

　そして、チェリーからは、「今回は、ほんっとーにありがとう！　ジョーロっちとコスモスっちのおかげで、大助かりだったっしょ！　だから、今度ちゃんとお礼はさせてもらうね！　あ！　もう変なことに巻き込んだりしないから、安心してっしょ！」と満面の笑みで伝えられた。

　あとは帰かえり際ぎわに、つきみからもお礼を言われたのが嬉うれしかったな。

　ちょっとだけ、放課後にホースと一緒に過ごせなかったことのクレームがきたけど……。

　ともあれ、これで唐とう菖しよう蒲ぶ高校の問題は完全に解決。

　なので、残された問題はあと一つだけだ。

　今日の昼休みに起きてしまった、ひまわりとあすなろ……そして、コスモスの喧けん嘩かの件。

　ただ、生あい憎にくと解決するのは俺ではない。解決するのは、コスモス達たち自身だ。

　俺の役割は、あくまでも一緒にいることだけ。余計な口出しをするつもりは、一切ない。

「……っ！　ど、どうぞ！」

　生徒会室のドアから響くノックの音。それに対し「どうぞ」と返すコスモスの声は、いつもと比べて明らかに緊張している。

　コスモスが、二人と仲直りをするために選んだ場所は、生徒会室。

　そこに、まだ部活で残っていたひまわりとあすなろを呼び出した。

「……お邪魔します」「失礼します」

　ドアが開き、向こうから現れたのはやや表情の暗いひまわりとあすなろ。

　入ったはいいものの、どうしていいか分からないようで、落ち着きなくその場に立っている。

　コスモスはいつも自分が座る定位置に、俺はテーブルから離れた生徒会室の隅っこに配置されたパイプ椅子に座っている。コスモスのそばに座るってのも、アレだからな。

　俺は、あくまでも同席してるだけという意思表示だ。

「その……、二人とも座ってもらってもいいかい？」

「「…………」」

　指示に従い、無言でテーブルを挟んだ向かい側に腰を下ろすひまわりとあすなろ。

　なんというか、この空気は緊張する……。

　俺がこの調子なんだから、きっと当事者の三人はもっと緊張してるだろう。

　ちらりと、コスモスの様子を確認すると、ノートを広げる手が震えているのが分かった。

「それじゃあ、今日のことなのだけどね。えっと、私は──」

「「ごめんなさい!!」」

「……え？」

「んとね……、今日、沢山コスモスさんにひどいこと言っちゃったから……。ジョーロと一緒にいれるの羨ましくて、わたしばっかり怒っちゃって……。でも、コスモスさんもきっと大変で、えと、んと……とにかく、ごめんなさい！」

「私もです……。コスモス会長には何か事情があったかもしれないのに、それを一切考えずに自分勝手な言い分ばかりで、反省しています。……本当に、すみませんでした！」

「二人とも……。ああ！　そんな頭を下げないでくれ！」

　深々と頭を下げるひまわりとあすなろに、大慌てでパイプ椅子から立ち上がり、コスモスが寄り添っていく。なんだよ……。本当に、俺の出る幕がなかったじゃねぇか……。

「怒ってない！　私は怒っていないから、そんなに謝らなくて大丈夫だよ！」

「ほんと？　コスモスさん、怒ってない？」

「私わたし達たちを、許してくれるのですか？」

　ションボリと顔を上げ、涙目でコスモスを見つめるひまわりとあすなろ。

　その様子は、いたずらをして怒られた後の子供のようで、少し可愛かわいかった。

「怒っていないし、許すもなにも……、謝るのは私のほうだよ。本当なら、ちゃんと全部言うべきだったんだ。なのに、失敗を恐れて、期待に応えられないのが怖くて真実を隠した。だから、あんなことになってしまった。……二人とも、本当にすまない！」

「んーん。わたしが悪いの！　だから、コスモスさんは謝っちゃダメ！」

「そうですよ！　私が、カッとなって自分が言いたいことばかり言って、迷惑をかけて……。コスモス会長は悪くありません！」

「ありがとう……。二人とも、本当にありがとうっ！」

　三人ともすげぇなぁ。俺は、前にみんなと喧けん嘩かをした時、仲直りをするのにメチャクチャ時間がかかった。なのに、一日もしないでそれをやり遂げるんだもんな。

　……さてと、ほんじゃま仲直りは終わったみたいだし、ここからはちょっとだけ口を出すか。

「コスモス会長。次は、もう一つの件を伝えたらどうですか？」

「……え？　いや……、それを私から言うのかい!?　ジョーロ君！」

　そんな、アタフタせんでもいいだろうに。

　ほら、ひまわりとあすなろがキョトンと首を傾かしげてるじゃないか。

「ねぇ、コスモスさん。……もう一つのことってなーに？」

「先程、真実を隠したと言っていましたが、それと何か関係のあることですか？」

「あ、ああ。それなんだがね、えっと……」

　この状況で、自分の口からそれを言うのが恥ずかしかったのか、顔を赤く染めてコスモスはチラリと俺を見つめている。

「うぅぅ！　私からは無理だ！　ジョーロ君！　き、君から伝えてくれ！」

　……なんだよ。せっかく、自分の手柄なんだからもっと誇ればいいのに。

　けど、この様子だと無理そうだし、俺から二人に伝えるとするか。

　コスモスが唐とう菖しよう蒲ぶ高校で何をやっていたかをな……。

「分かりました」

　俺はパイプ椅子から立ち上がり、少しだけ移動する。

　向かう先は、コスモス達たちがいる場所ではない。先程までコスモスが座っていた場所の後ろ。

　とある物が、大きな布に覆われて置いてある場所だ。

「つまりは、こういうことだよ。……ひまわり、あすなろ」

　言葉と同時に、俺は布を取り去る。すると、そこに現れたのは……

「え？　これって……あぁぁぁぁ！　テニスネットだ！」

「な、なんで、ここにプリンターがあるのですか!?」

　目を丸くして、テニスネットとプリンターの下へと駆け寄っていくひまわりとあすなろ。

　そう。コスモスが唐とう菖しよう蒲ぶ高校に向かい、俺ともほとんど交流せずに、二人に頑として役割を変わらないと言い張って、唐とう菖しよう蒲ぶ高校の生徒会の活動に注力した本当の理由はこれ。

　以前の昼休みに、ひまわりとあすなろに何気なく頼まれたテニスネットとプリンター。

　その言葉をコスモスはしっかりと覚えていて、その期待に応えようと努力していたんだ。

「唐とう菖しよう蒲ぶ高校から譲ってもらったんだ。向こうはブルジョワでな、古いやつはもういらねぇんだってよ。だから、もったいねぇから、こっちで使わせてもらうってことだ」

「ほんと？　ほんとにほんと!?」

「ああ。ほんとにほんとだよ」

「ですが、こんな高級な物を譲ってもらうなんて……、例え不要だとしても、本来ならできないはずです！　コスモス会長は、いったいどうやって……」

「実はよ、唐とう菖しよう蒲ぶ高校の生徒会で本来使うはずだった予算を、コスモス会長が大幅に浮かしたんだよ。そりゃもう、とんでもねぇ額をな。……で、その報酬がこいつらってわけだ」

　初めは、ただ純粋に生徒会の活動を手伝っていただけだった。だが、途中からは違う。

　まだ使えるのに、処分されるテニスネットとプリンターの存在を知ったコスモスは、チェリーや唐とう菖しよう蒲ぶ高校に願い出た。

『予算を大幅にカットしてみせるから、テニスネットとプリンターを譲ってほしい』ってな。

　だが、もちろん、『はい。いいですよ』と済む簡単な話じゃない。

　当初、コスモスがカットできた予算は、本来の二割。

　だが、それを三割までカットできたら、譲ってもいいと条件を出されてしまったのだ。

　その条件を満たすため、コスモスはガムシャラに向こうの生徒会の手伝いをした。

　自分のためでもなく、俺のためでもなく、大事な友とも達だちの……ひまわりとあすなろのために。

　ほんと、まさかこんな方法でテニスネットとプリンターを入手するとは思わなかったよ。

　さすが、スーパー生徒会長だ。確かにこれは、コスモスじゃなきゃできねぇよな。

　だから、昼休みの喧けん嘩かで、頑として唐とう菖しよう蒲ぶ高校に行く役割を譲ろうとしなかったんだ。

「わぁ～！　コスモスさん、すごい！　すごいすごいすごい！」

「す、すごいなんてもんじゃないですよ！　これは、もう、超・すごすぎます！」

　二人とも予想外のプレゼントに、大はしゃぎだ。

　その様子を見るコスモスは……ああ、我慢してるな。本当は今すぐにでも飛び跳ねたいぐらいに喜んでるくせに、ノートをギュッと抱きしめて堪こらえてやがる。

「ふ、二人が喜んでくれてよかったよ。あはは……。どうだい？　私も中々やるものだろう？」

　ちゃんと、報われてよかったな、コスモス。

　ずっと、ひまわりとあすなろのために頑張ってたもんな。

「嬉うれしい！　とっても嬉うれしい！　ねね、コスモスさん！　これ、持ってっていい？　みんなに見せても大丈夫？　もう、みんなでボロボロのテニスネットを直して使わなくてもだいじょぶって教えてあげたいの！」

「もちろんさ。これはもう、君きみ達たちテニス部の物なのだから」

「あの！　私も一度部室に戻って報告してもいいでしょうか？　これからは、印刷できなかった分を各部員の家のプリンターで印刷しなくても問題ないと、新聞部の皆さんに伝えたくて！」

「構わないよ。あすなろさん、これを使って、面白い校内新聞をドンドン作ってくれ！」

「はい！　分かりました！」

「やったぁぁぁぁ！　じゃ、わたしテニス部に戻るね！　ありがと、コスモスさん！　お届けしたら、またみんなでお礼に来るね！」

「私も一度失礼します！　ですが、すぐに取りに戻ってきますので！　今度は私だけでなく、新聞部の皆さんと一緒に！」

　テニスネットを抱きかかえ、足を弾ませながら生徒会室を後にするひまわり。

　ポニーテールをブンブンと揺らしながら、歓喜して生徒会を後にするあすなろ。

　そんな二人を見送りながら、

「急いでいるのは分かっているが、廊下は走らないようにね」

　最後にコスモスはそう注意をした。

　……そして、パタンと生徒会室のドアが閉じ、一瞬の静寂に包まれると……




「よがっだぁぁぁぁぁぁぁ!!　仲直りでぎだ！　仲直りでぎだよぉぉぉぉ!!」




「うおっ！」

　ちょ！　コスモスの奴やつ、大泣きしながら抱きついてきたじゃねぇか！

　いや、嬉うれしいのは分かったけど、これはまずいだろ！

　とにかく、一度離さないと……うげぇ！　抱きしめる力が強くなりやがった！

「このまま、二人と仲が悪くなったらどうしようって不安で、すごい怖かった！　うぅぅぅ！　よかった……、よかったぁ～！」

　サラサラとした髪がホッペに当たるのはいい！　ギュッと抱きしめられるのもいい！

　だがしかしだ！　コスモスさんの胸部にはとんでもない兵器が存在するわけで……、それも直撃してしまうのは、色々とまずいわけですよ！

「コスモス会長、落ち着いて下さい！」

「……うん」

　乙女モードを通り越して、幼児モードになっている気がするが、落ち着いてくれた。

　とりあえず、ちょっと安心。

「えっと、それじゃあ離れてもらえますか？　これは、さすがに恥ずかしいので……」

「やだ」

　あ、ダメだ。これ、俺の言うことを絶対聞かないパターンのやつだ。

　すさまじい近距離で、ホッペをプクッと膨らませながら俺をジッと見ちゃってるわ。

「……さみしかった」

「すみません……」

　小さく呟つぶやかれたコスモスの言葉。俺おれ達たちの中で誰よりも年上で、だからこそしっかりしようと普段は意識しているくせに、今はそれをする気は全くないようだ。

　でも、今だけは本人の好きにさせてやるべきなのかもしれないな。

　なんせ、今回の件で一番苦労をしていたのは、……本当はコスモスなんだ。

　ひまわりやあすなろは、放課後にコスモスは俺と一緒に過ごしていると思っていたが、それは大きな誤解。実際は、ほとんど一緒にいなかった。

　唐とう菖しよう蒲ぶ高校の生徒会でコスモスは、待機して資材の管理。俺は、嵐あらしの尾行。

　ほんの少し、生徒会室にいる間に言葉を交わすだけ。だが、生徒会室にいる間、俺はチェリーの彼氏のフリをしなくてはならない以上、必要以上にコスモスとは話せない。

　それは、同じ授業などで交流のあるひまわりやあすなろと比べても、圧倒的に短い時間だ。

　つまり、この偽にせ彼かれ氏しの期間、俺が一番関わってなかったのは、コスモス。

　なのに、コスモスはそれを一切言わなかった。

　言ってしまうと、二人が気にしてしまうと判断して、自ら泥をかぶりにいったんだ。

　それだけでも嫌な思いをしてるって言うのに、今日に関しては、ホースとリリスを唐とう菖しよう蒲ぶの生徒会室で二人きりにしなくてはいけないから、必然的にホースと鉢合わせることになる。

　とことんまで、貧乏くじを引き続け、苦労していたコスモス。

　それでもずっと我慢して、ひまわりとあすなろのために、行動し続けていたのだから……。

「……だきしめて」

「は!?　いや、それは……」

「だきしめて」

「……はい」

　有無を言わせぬ雰囲気に圧倒され、恐る恐るコスモスの背中に手を回す。

　想像以上に柔らかい感触が腕に伝わり、すさまじく緊張する。
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　こんな風に、女の子を抱きしめるのは初めての経験だ。

「……なまえでよんで」

「……桜さくらさん」

「よびすて」

「さ……、桜さくら」

「ふふふ……。よびすてだ……。よびすてだぁ～」

　色々と満足したのか、コスモスがグリグリと俺の胸に頭をすり寄せる。

　この人、年上なんだけどなぁ……。なんというか、まるでそうは思えないぞ。

「じゃあ、しばらくこのまま」

「え？　いや！　しばらくってどのくらい？」

「いっぱい」

　明確な時間を言ってくれよ！　え？　俺、コスモスが満足するまでこのままなの!?

　いや、嬉うれしいんだけどさ、もし誰かが来たらシャレにならねぇじゃねぇかよ！

　と、どれだけ心で文句を言おうが、幼児モードのコスモスは譲るつもりはないようで、それから生徒会室のドアが再びノックされるまで、俺おれ達たちはずっとお互いを抱きしめていた。

　おかげで、体にコスモスの感触と匂いが残っちまって、その日は中々寝付けなかったよ……。





※






　──週明けの放課後。

　唐とう菖しよう蒲ぶ高校の問題は解決され、今日はバイトもないので俺がいる場所は一つ。

　図書室だ。今日も相変わらずの大盛況で、多くの生徒が集っている。

　先週まで、有志で手伝ってくれていたテニス部、新聞部、生徒会のメンバーはいない。

　今週からは、体育祭の準備が色々とあるからな。そっちに注力するってわけだ。

　加えて、ひまわり、あすなろ、コスモス、ツバキ、サンちゃんも不参加。

　みんな、今日は放課後に部活や生徒会、それに仕事と都合があって来れなかった。

　なので、大勢の人に俺とパンジーがてんてこ舞いになっていると思いきや、

「はぁ……。久しぶりに落ち着けた……」

「あら。そんなに、私の紅茶は美お味いしかったかしら？」

「ああ。今は素直にそう言わせてもらうよ」

　現在、二人でまったりと読書スペースで休憩中だ。

　なぜ、本来であれば大忙しの図書室で、俺とパンジーがこんなにも優雅に休憩をできているかというのは簡単。

　ちゃんといるんだわ。俺おれ達たちの代わりに、図書室の業務をやってくれる奴やつらが……。

「えーっと、この本は……確かこっちだよね！」

「ふぅ。なんかやってみたら、思った以上に面白いかも！」

「返却？　分かった！　じゃあ、こっちで元の場所に戻しておくね！」

「明あ日す荷か君、サボっちゃダメだよ！　ほら、テキパキ頑張る！」

「うぅ～……。私だけすごく大変な気がする……。恵え文ふみちゃん、ひどいよぅ……」

　まだ不慣れな手付きが少々目立つが、一生懸命せっせと働く少女達たちと少年一人。

　それは、カリスマ群の皆様とミントだ。

　そう！　これこそが昨日、俺がアイリスに話した『一つの頼み』だ！

　先週末の時点で、有志による援助はなくなり、パンジーだけになるはずだった図書室。

　どうにかこうにか問題を解決しようとするが、名案が思いつくわけでもなく、日々悶もん々もんと過ごしていた俺……ではなかったのだ！　しっかりと、どう解決するかは考えていたわけよ！

　俺に対して借りを作ってしまったカリスマ群の皆様（とミント）。

　彼かの女じよ達たちに、今後は図書室の業務を手伝ってもらえれば、万事解決！

　もちろん、さすがに毎日というわけではないがな。

　彼かの女じよ達たちにも予定があるので、そこはしっかりとスケジュール管理をして、シフトを形成。

　この辺は、俺のアルバイト先の店長であるツバキの得意分野。

　完かん璧ぺきな手腕で、昼休みと放課後の図書室シフトを形成してくれた。

　クックック。転んでもただでは起きぬ男とは、俺のことよ……。

「ちょっと、あんた！　この本、どこに片づけるか教えなさいよ！」

「へ？　いや、俺は休憩中だから……」

　あの、サザンカさん。手伝ってくれるのは嬉うれしいんですが、できれば他の人に……

「はぁ!?　あんたにそんな権利があるわけないでしょ！　あ、あんだけ恥ずかしいことを言ってきたんだから、そのお詫わびをしなさい！」

　ダメですね。これ、完全に強制イベントですわ……。

　はぁ……。一応、うまくはいったが、まだちょっとだけ問題が残ってるというか、新たな問題を生み出してしまったような気がする……。

「ふふっ。ジョーロ君、頑張ってちょうだいね。それと、ありがとう。とても助かったわ」

「お、おう……」

　まぁ、パンジーも嬉うれしそうにしてくれてるし、よしとするか……。

「でも、終わったらちゃんと戻ってきてちょうだいね。私だって、全然貴方あなたと関われなくて、とっても寂しかったのだから、その分いっぱい甘えさせてほしいわ」

「……うっせぇな」

　そういうことを、真まっ直すぐ言われるこっちの身にもなってくれ……。

　上機嫌に笑われると、妙に胸が熱くなって困るんだっつーの。

　……その後、サザンカの案内を終えた俺は、再びパンジーのいる読書スペースへ。

　俺はまったりと紅茶を飲みつつお菓子を食べて、パンジーは静かに本を読む。

「そうだ、パンジー。あいつからの伝言があるから、言っておく」

「何かしら？」

「『どういたしまして』……だってよ」

「そう」

　淡々と事務的な返事。いったい何を考えているか、まるで分からない態度だ。

　……ったく、厄介な約束をしやがって。俺に面倒がきてばっかだ。

「あら？　随分とふてくされたお顔をしてるけど、もしかして、やきもちかしら？」

「……ぬかせ」

　人の不機嫌な顔を見て、嬉うれしそうに笑うとは、やはり根性が捻ねじ曲まがっているな。

　別に嫉妬なんてしていない。ホースはもうパンジーにこっぴどくフラれているし、ここから逆転の目はほぼない状況だ。だから、嫉妬なんてするはずがない。……ないったらない！

「それにしても……、偉かったわよ、ジョーロ君」

「……は？　何の話だよ？」

「今回の一件、結局ほとんど自分の力で解決できたじゃない。一学期の初めの頃とは大違い。あまりお手伝いができなくて、少し寂しかったわ」

「そうですかい」

　俺が今回の事件を解決できたのは、まるで一学期の総復習のような内容だったからだろう。

　友人の恋路を叶かなえるため、全力でサポートするアイリス。

　あえて追い詰めることで、自分が一番そばにいようとしたリリス。

　そして……、ずっと自分に自信を持てずにいたサザンカ。

　全部、俺が一学期に経験したことだ。以前はほとんど役立たずで、解決は他の奴やつらにお任せ状態だったし、あの頃と比べると……まぁ、ちっとは成長してんのかもな。

　けど、俺なんかよりよっぽど成長した奴やつらがいる。……コスモス達たちだ。

　初めの頃は、お互いにいがみ合ったり、出し抜こうとしたり、色々と複雑な関係だったのに、今回喧けん嘩かをした時はあっという間に仲直りをしたもんな。

　みんな、変わってないようで少しずつ変化してるんだ……。

　ただ、パンジーだけは何一つ変化なしで、究極エスパー状態な気もするし、こいつと比べると自分はまだまだだなって思うところはある。

　なんせ……、

「俺は一人で解決したわけじゃねぇよ。他にも何人かの力を借りて、ようやくだ」

　図書室のみんな……、それにホースとたんぽぽ。後半二人はかなり予想外の人物ではあったが、こいつらの力があったからこそ、俺は今回の問題を解決できたんだ。

　たった一人で、何もかもを解決したパンジーには、まだまだ程遠い。

「そうね。けど、桜さくら原ばら先輩のほうの解決方法は、私としてもとても興味深かったわ」

「は？　何がだよ？」

「誰かの代わりを演じて、相手に触れ合う。なんだか少しだけ、親近感が湧いてしまったもの」

「……そりゃ、てめぇが誰かの代わりを演じてるって思ってもいいのか？」

「さぁ、どうでしょうね？　私としては、素直な自分で貴方あなたと関わっているつもりよ」

　また、否定とも肯定とも取れない微妙な言い回しをしてきやがって。

　だけど、パンジーがこうして自分のことを話すってのは、珍しいこともあるもんだな。

「だったら聞きてぇんだが、仮にてめぇが誰かの代わりを演じるとしたら、どんな時だ？」

「そうね。その人に対して、絶対に返したい恩がある時。……もしくは、その人ができないことを、代わりに自分が必ずやり遂げなくてはいけない時という場合も有り得るわね」

　聞いてみたが、結果意味が分からなかった。

　はぁ～。二学期になっても、相変わらずこいつには謎が多いな。

　ってか、俺ってぶっちゃけ、パンジーのことをあんまよく知らねぇんだよな……。

　どんな性格かってのは、それなりに理解している。だが、他の面はからっきしだ。

　もしかしたら、ホースなら何か知っているのかもしれないが、あいつが俺に素直に教えるとは思えねぇし……、これ以上の追及はやめておこう。

　なんとなく、本当になんとなくなんだが……、パンジーの謎を深追いすると、俺の人生史上最大のトラブルが起きそうな、嫌な予感がするんだよな……。

　そんでもって毎度のことだが……、俺の嫌な予感の的中率はほぼ１００％。

　だから、この話はここで終わりだ。

　まぁ、もしかしたら、いつか有り得ない程に最悪なトラブルに巻き込まれるかもしれないが、それはその時になってから考えよう。どうせ対策をしても、無駄に終わりそうだし。

　あぁ～！　にしても、全部終わって安心したからか、ドッと疲れが押し寄せてきたな。

　せっかく、バイトもなしでゆっくりできる貴重な時間だ。

　ちょっと休ませてもらうとするか。

「パンジー、俺は少し寝るから、適当なタイミングで起こしてもらってもいいか？」

「ええ。分かったわ」

　ほんじゃま、許可も無事にもらったことだし、瞼まぶたを閉じてスヤスヤと……














【俺は君と結ばれない】









　気がつくと、俺は教会にいた。しかも、格好はタキシードで。

　あれ？　俺、さっきまで図書室にいたよな？　んで、ドッと疲れたから寝て……って、あぁぁぁ！　色々思い出したぁ！　そうだ！　これは夢だ！　もう、おもっくそ夢だ！

　ってことは、この後に出てくるのは……

「お疲れ様……。よく頑張ったんち。……ジョーロ」

　そうだよね！　擬人化したベンチのモクセイちゃん以外出てこないよね！

　ってか、君、何やってるの？

　なんで満面の笑みで、ウエディングドレスを着て俺を待ち構えているのかな？

　しかし、まずいな……。一応、全部丸く収まったけど、俺、モクセイに言われたこと全部忘れてた上に、なんにも守れてねぇじゃねぇかよ。

　これは、ちゃんと謝ったほうがいいよな。とりあえず、そばにいくか。

「えっと、ごめんなモクセイ。君に言われたことを、全然守れなくて……」

　美しい鐘の音色が響く教会で、俺はモクセイへと謝罪をする。

　だが、モクセイは俺の失敗を全く気にしていないのか、フルフルと首を横に振った。

「ううん。気にしないで大丈夫だんち。だって、ジョーロはワタシの力なしでも、しっかり解決できたんち。だから、ワタシなんて最初から必要なかったんち」

　悲しげな笑みを浮かべるモクセイの顔を見ているだけで、抱きしめたくなる。

　ダメだ！　こんな悲しい顔は、彼女には似合わない！

「そんなことはねぇよ！　モクセイが俺を助けようとしてくれたのを、きっと潜在的に覚えていて、おかげで解決できたんだ！　だから、必要ないなんて言わないでくれ！」

「……ほんと？　じゃあ、ワタシはこれからも、ジョーロのそばにいていいんち？」

「当たり前じゃないか！　むしろ、モクセイこそが、俺の一番そばにいる女の子だって言ってもいいぐらいだよ！」

　俺の人生を語るに、もうベンチは欠かせない存在になっている！

　もはや、一いち蓮れん托たく生しようの関係と言っても過言ではない！

「……ジョーロ」

「……モクセイ」

　再び、美しい鐘の音色が響く中、俺とモクセイはお互いにはにかんだ笑顔で見つめ合う。

　ああ、そうか……。これが、ハッピーエンドってやつなんだな……。

　きっと、俺はここでベンチと結ばれて、幸せな人生を歩んでいくんだ。

　子供は、何人がいいかな？　野球チームが作れるぐらいのベンチ……なんて気が早いか。

「誓いのアレを……お願いしてもいい？」

「分かってるよ……」

　震える唇と円つぶらな瞳をキュッと閉じたモクセイが、アゴを上げる。

　ここは教会。タキシードに身を包んだ男と、ウエディングドレスに身を包んだベンチがすることなんて、もう……一つしかない。

　だから俺は、ゆっくりと自分の唇をモクセイの唇へと……

「うっぎぇぇぇぇぇ！」

　重ねようとしたら、後方から思い切り首を絞められた。

　な、なんだ!?　何が起こった!?　俺の首に、黒いロープ……違う。これは、三つ編みだ！

「ひんぎゃぁぁぁ！」

　なぜか知らんが、教会のドアが大きく開かれ、そこから無数の三つ編みが飛び出してきて、俺の体を次々と拘束して、出口へと引きずっていくではないか！

「ジョ、ジョーロ！　そんなっ！　待って！　行かないで！」

「モ、モクセイ……あぐっ！」

　伸ばしたモクセイの手を摑つかもうと、俺も同じように手を伸ばすが、繫つなぐことを三つ編みは許さず。見事な動作で俺の伸ばした右腕を縛り上げ、ズルズルと引きずるのをやめない。

　あぁ、すまない。……モクセイ。俺は、君と一緒になれないみたいだ……。

「ごめんな……。モクセイ」

　息を吸うことすらままならない状況で、精一杯声を出し、笑顔をモクセイへと向ける。

　すると、モクセイの可愛かわいい瞳からは大粒の涙が溢あふれだしていて、必死に俺を見つめている。

「ううん！　謝らなくていいんち！　ワタシ、諦めないんち！　また、絶対にジョーロに会いに行くんち！」

「……そっか。分かった。……なら、俺は君をいつまでも──」

　最後の言葉をモクセイへ届ける寸前、俺はついに教会の出口まで引きずられ、重々しい音と共に閉じられる扉を見ながら、夢の中にもかかわらず意識を失っていったのであった……。
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「ふぅ……。危なかったわ」

「んあ？」

　ホッペをペチペチと何かで突かれる感触で目を覚ますと、パンジーが淡々とした様子で、俺の顔面に三つ編みを当てていた。

　えーっと……、今は放課後だよな？　で、急に眠たくなったから寝たんだが……

「……てめぇは、何をやってるんだ？」

「そうね。密ひそかに出現していた新たなるライバルから、貴方あなたを救出していたわ」

　いったい、こいつは何を言っているのだろう？

　俺は、ただ純粋に眠っていただけだ。ライバルなんて、誰一人として現れていないだろうに。

　いや、しかしだ……、なにやら妙な夢を見ていたような……あれ？

「俺……、どんな夢を見てたんだっけ？」

「無理に思い出す必要はないのではないかしら？」

　むぅ。そう言われると、無性に思い出したくなるな。

　よし！　ここは頑張って思い出す努力を……

「やっぱ、やーめた！　どうせ、大したことねぇだろ！　どうせ、夢だし！」

「はぁ……。まったく、私の苦労も知らないでのん気なものね……」

「そりゃ、悪かったな」

「別に構わないわ。それよりも、ジョーロ君。一つ、貴方あなたに話題を提供するわ」

「ん？　話題？」

　別に構わねぇんだが、なんかパンジーがいそいそと話をそらした気がするな。

　まるで、夢の話はこれ以上させないって感じだぞ。で、話題ってなんだろう？

「実はね……、今日、私のクラスに転校生が来たの」

「へぇ～……」

　いや、そのネタは前にやったじゃないですか……。

　突然、うちのクラスに一人の転校生が来て、とんでもないことを俺にするっていう……。

「ジョーロ、パンジー。今は休憩中かな？」

「あれ？　ツバキ、放課後は仕事があるんじゃねぇのか？」

「今日は電話で指示を出すだけにして、ボクはお休みにしたんだ。図書室のお手伝いをしようと思って。……けど、必要なかったかな？」

「そんなことはないわ。来てくれてありがとう。とても嬉うれしいわ」

　噂うわさをすれば影。ちょうど、元転校生のツバキが図書室へと現れた。

　落ち着いた様子で俺の隣に座る姿が、やけに絵になるな。

　そういえば、俺ってツバキが慌ててるところって、ほとんど見たことがねぇよな。

　とある箇所については、大いなるコンプレックスを持っているようなので敏感だが、それ以外となるとほぼなし。正直、パンジーよりも冷静なイメージがある。

　こないだのひまわり達たちの喧けん嘩かでも、見事な仲裁をして場を収めてくれたし、本当に頼れる奴やつだよな。ある意味、俺が一番信用してる相手と言ってもいいぐらいだ。

　ほら、俺おれ達たちの中で唯一ツバキだけが、闇を抱えてない気がするじゃん？

「それで、二人は何の話をしてたのかな？」

「私のクラスに転校生が来たという話をちょうどしていたところよ」

　ちなみに、それはつまり芝しばとも同じクラスだったりするぞ。

　パンジーと芝しばって、実は同じクラスだし。

　けど、他クラスってことは、俺が関わることはないだろうな。

　なら、ぶっちゃけ、どうでも……

「見つけたのだ。……如月きさらぎ雨あま露つゆ」

　はて？　何やら背後から、厳格な女の子の声が聞こえてきたのだが、誰だろう？

　えーっと……、パンジーは淡々とした顔をしていて、ツバキは……どうした、ツバキぃ!?

　今までにない、とんでもない敵対心丸出しの顔をしてるじゃねぇか!!

　いったい、俺の背後には誰が……

「あ！　貴女あなたは……」

　クルリと後ろを振り向くと同時に、俺は仰天。なぜ、こんなに驚いているかは簡単。

　俺が、そこに立っていた女が誰かを知っているからだ。

　グラマラスなスタイルに、ウェーブのかかったロングヘアー。鋭い瞳は、さながら相手を必ず刺し貫く槍やり。恐らく、この人が今日パンジーのクラスに来たという転校生なのだろう。

　そして……、

「や、焼き鳥屋のお姉さん!!」

　今年の地区大会の決勝戦で、ひまわりとコスモスから逃げていた時に、俺を匿かくまってくれた焼き鳥屋のお姉さんだったのだ！　まさか、この人がうちに転校してくるとは！

　つか、同い年だったんだね……。

「うむ。我を覚えていたようで、安心したのだ。主は、中々に記憶力がいいな」

　むしろ、そんな特徴的な口調の女を忘れるわけねぇだろうが。

　しかし、いったいなぜ俺を訪ねてきたのだ？　聞きたくて仕方ないのだが、難しそうだ。

　だって、焼き鳥屋のお姉さん、すっげぇ鋭い目でツバキを睨にらんでんだもん……。

「そして、主もいたのだな。ヨーキな串カツ屋店主……串カッツァーの洋よう木き茅ち春はる！」

「まさか君が来るとは思わなかったかな。ゲンキな焼き鳥屋……鳥スタンの元もと木き智ち冬ふゆ！」

「ふっ。やはり我と主は、断ち切れぬ運命の串で貫かれているようなのだ」

　うん。どう見ても、この二人顔見知りだね。しかも、絶対に仲良くないね。

　そういえば、今年の夏祭りでチラリとツバキが言ってたな。なんか変な腐れ縁がある焼き鳥屋のライバルがいるって……。それが、お姉さんもとい元もと木きさんだったと……。

「君がここに来た……。それって、つまり……」

「察しが早くて助かるのだ。……そうだ！　再び始まるのだよ！　我らの聖戦が！」

　この人、前に会った時も思ったけど、俺おれ達たちと同じ世界観で本当に生きてるのかな？

　聖戦とか、そんなアホなノリに乗っかる奴やつが……

「君は、また無意味な血を流すのかな？」

　いたぁぁぁ！　ツバキがノリノリでご乗車しちゃいましたよ！

「ふっ。確かにこれまでの聖戦では、我の一五一敗だったのだ……」

　ポケモンか。

「だが、今回は違うのだ！　これまで、主に勝てなかった理由は、防御がなっていなかったからと理解している。しかし、我は見つけたのだ。……最強の盾を！」

　なんだそりゃ？　っていうか、どんな戦いをこれまで繰り広げてきたんだ……んげぇ！

　なんか首根っこを摑つかまれて、無理矢理立たされたんですけど！

「如月きさらぎ雨あま露つゆ……。この男を盾とすれば、我は主に勝てるのだ！」

「い、いぎなり何ずんだ！　離ぜよ！　……ゴホッ！　大体、盾ってなんだ!?」

「何を言っているのだ？　我の店で主が働き、いらしたお客様のクレームを一身に受ける以外あるまい。安心するのだ、時給は弾ませる」

　絶対に嫌です。クレーム周りは、どこぞやのおっさんでもうお腹なか一杯です。

「残念だけど、それはできないかな。だって、ジョーロはボクのお店で働いてるもん」

「なっ！　洋よう木き茅ち春はる……、主はそうやって再び我の物を奪って……」

「奪うも何も、最初からジョーロは、とっても頼れる便利なアルバイトかな」

　ツバキさん、便利は省いてほしいよ。うん、それ以外は嬉うれしいんだけどね。

「ならば……、勝負だ！　どちらが、如月きさらぎ雨あま露つゆの主人として相応ふさわしいかを決めるのだ！」

「望むところかな。また、君との聖戦の始まりだね……」

　ツバキも『聖戦』って言っちゃった！　この子、前もそうだったけど、たまーに非常識というかぶっとんだ発言をしちゃうんだよね！

　そして、なぜか俺が巻き込まれてるんだけど、どういうことかな？

「では、聖戦の始まりを告げる儀式を始めるとするか」

「そうだね。……ジョーロ、ちょっとそこに立ってジッとして」

「へ？　俺？」

　まぁ、変なことをさせられるわけじゃねぇみたいだし、いいか。

　ほんじゃま、立ち上がってその場にスタンバイ……って、どうした？

　なんか、ツバキと元もと木きさんが俺のそばにジリジリと寄ってきて……【チュ】【チュ】

「わっ！　て、てめぇら……、いきなり何を……」

　ちょっと、この子達たち、何やってんの!?

　二人揃そろって、いきなり俺の唇に自分の手の甲を当ててきたんだけど！

　口と口じゃないが、こんな風に誰かにキスをするなんて……

「これで、儀式は終わったのだ。では、始めようか！　……洋よう木き茅ち春はる！」

「望むところかな！　……元もと木き智ち冬ふゆ！」

　わけが分からん……。なんで俺は二人の女の子の手の甲に濃厚な口付けを……はっ！

「……ジョーロ君、どういうことかしら？」

　パンジーの三つ編みが逆立ってるぅぅぅぅ！　どうやって逆立たせてんの、それ!?

　だが、俺のそんな恐怖心など微み塵じんも気づいていない、ツバキと元もと木き智ち冬ふゆはお互いにバチバチと火花を飛ばしあっている。

　……うん。なんだか、二人で盛り上がってるみたいだし、俺はコッソリと抜け出そう。

　ほら、聖戦とかって怖いしね！　それじゃあ、抜き足差し足忍び足で……

「ジョーロォ～。わたし、すっごく怒ってるよぉ～！」

「ふ、ふふふふ。まさか、ここまで節操がないとはね……」

「部活を早く切り上げて来てみたら……、これは思わぬ特ダネに遭遇しましたねぇ～……」

　早い。早いです！　ひまわりさん、コスモスさん、あすなろさん！　来るのが早すぎます！

　どうして、今日に限って部活とか生徒会を早々と終わらせちゃったのかな？

「おいおい、ジョーロ……。これは、俺が力を貸してもちょっと解決は……」

　あ、サンちゃんも来てたんだ。うん、大丈夫。俺も同じことを考えてたから。

「し、信じらんない！　あんた……、もう、バカァァァァァァァ!!」

　ついでに、サザンカさんは泣きながら図書室から出ていきました。

　まずい……。カリスマ群の皆様っていうか、Ｅ子さん改めアイリスの視線がめっちゃ怖い。

　これは……、詰んだな……。

　ちなみに、この後俺がどうなったかを簡単に説明すると……、なんかすごい冒頭に伝えていた気がするな。図書室で正座させられて、すげぇ怒られたような……。

　なぜ、こんな意味不明な聖戦に巻き込まれた上に、修しゆ羅ら達たちに襲われなければならんのだ？

　相変わらず、俺の不幸はストップ高だな……。







あとがき




　ついに、自室にテレビが置けた!!

　どうも。デビューしてそろそろ一年とちょっと経たち、気がついたら七巻を出している自分に、時の流れの速さを感じる駱らく駝だです。

　七巻のお話は、一学期のおさらいを意識しつつ、「ジョーロ君、あの頃と比べて成長したな！」となんだか感慨深く思いながら、書かせていただきました。

　とまぁ、それはさておき、今回は『俺を好きなのはお前だけかよ　製作裏話』でも一つさせていただこうかと思います。

　では、どこについてお話するかと言いますと……、それはズバリ、あすなろさんの件です。

　感情的になると、津つ軽がる弁べんになる彼女ですが、ぶっちゃけ私は青森出身でもなんでもありませんので、津つ軽がる弁べんはほとんど知りません。

　ただ、以前に青森へ旅行に行った時、耳にした津つ軽がる弁べんが非常に印象的で、「あ！　これは自分の作品でも使いたい！」と思ったのが、彼女の誕生のきっかけの一つだったりもします。

　が、ここで問題が発生。そもそも私は津つ軽がる弁べんを知らないので、使ってしまうとエセ津つ軽がる弁べんが爆発します。そんな問題を解決すべく私が取った手法ですが、「青森生まれ青森育ち青森在住の人に翻訳してもらおう！」でした。

　ということで、あすなろさんの影の功労者の中なか村むら君という人がいるわけですが、この人に私はいつも津つ軽がる弁べんについて教わったり、翻訳したりしてもらってます。

　最初にお願いした際、「とりあえず、語尾に『～だべ』ってつければいいの？」と聞いたら、バカにされつつ、めっちゃ怒られました。中なか村むら君曰いわく津つ軽がる弁べんは、地方によって違うから自分のはあくまでも青森県青森市近辺の津つ軽がる弁べんだそうです。なので、あすなろさんのもソレです。

　ただ、翻訳をしてもらううちに、更に一つの問題が発生しました。

　……これ、何を言っているか、文字だとさっぱり分からない可能性があるな問題。

　決して悪いわけではないですが、文字にした際に意味が伝わらないのはちょっとアレなので、避けたり、一部標準語にしつつ使っている台詞せりふなどもあります。

　更に細かく言うと、津つ軽がる弁べんの一人称は『わ』だったりもしますが、イントネーションの都合上『わぁ』と聞こえる時もあるので、分かりやすさ重視で後者を使っていたりもします。

　というわけで、今回の話で、群を抜いて何を言ってるか分からず、津つ軽がる弁べんにしたかったけど諦めたあすなろさんの台詞せりふを一つ、ここでご紹介させていただきます。

　元の台詞せりふは、これです。




「す、すごいなんてもんじゃないですよ！　これは、もう、超・すごすぎます！」




　コスモスさんから、プリンターをもらった時の台詞せりふですね。

　本当なら、ここも津つ軽がる弁べんにしたかったのですが、これを津つ軽がる弁べんにするとこうなるそうです。




「す、すごいなんてもんじゃねぇじゃよ！　これは、もう、わや・たんげ・うだでぇほどすごすぎだじゃ！」




『わや・たんげ・うだでぇ』は、難しいっ！

　でも、個人的には非常に気に入った台詞せりふでしたので、あとがきにて使わせてもらいました。

　では、謝辞を。

　七巻をご購入していただいた読者の皆様、ここまで付き合っていただき誠にありがとうございます。ついに突入した二学期編、いったいジョーロ君や他の皆様がどうなるかは……来年の駱らく駝ださんが色々と頑張ってくれるはずです。

　ブリキ様。今回登場した褐色少女は、決して私が『うひひ。ブリキさんの描く褐色少女が見たい』とかそういう願望が暴走して登場したわけではないので、勘違いしないでいただけると……ありがとうございましたぁ!!

　担当編集の皆様。この度も様々なアドバイスありがとうございます。今回のアドバイスで特に印象的だったのは、スタバでの打ち合わせ最中、唐突に「ベンチ、擬人化させちゃいましょう！」と満面の笑みで提案されたことです。

　松まつ村むらさん、今回、貴方あなたの作品をネタにする際、大丈夫か確認したら、「まぁ、いいんじゃねぇ？」と気軽に言っていただきありがとうございます。12月に発売する新刊、楽しみにしていますと、ダイレクトマーケティングさせていただきます。あと、酔っ払って深夜にいきなりハイテンションなメッセージを送ってくるのはやめてください。

　ウェイクアップ・駱らく駝だ！　しちゃうんです。





縁の下の力まかせ　駱らく駝だ
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駱らく駝だ

今年、人生ではじめてやったこと

１．１１０番通報

２．同じ映画を５回以上劇場で観る

３．骨盤が歪んで、整体へ通う

でした。
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イラスト／ブリキ

２０１７年もがんばります。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「駱駝先生」係

「ブリキ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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俺おれを好すきなのはお前まえだけかよ⑦








駱らく駝だ
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